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上司に秘密を握られちゃいました。


佐倉伊織
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第一章










秘密の趣味




　デパートは、お歳暮とクリスマス商戦の真っただ中。一年で一番忙しい時期に差しかかる。

「西にし里ざとさん、こっちのラッピングも頼める？」

「……はい。頑張ります」

　自分の所に山積みになっているおもちゃをチラッと見て、レジ担当の社員に返事をする。『できない』では済まされない。誰かがやらなければならないのだ。

　このたくさんのおもちゃは、サンタクロースからの贈り物。お歳暮はデパートの決まった包装紙だけど、クリスマスプレゼントはさまざまな色の包装紙が用意されている。それは、サンタがデパートで買い物をするのは変だから、という配慮からだ。

　プレゼントを見つけた子供たちが目を輝かせてくれるように、できるだけかわいく、凝ったラッピングをしていった。

「藍あい華かのラッピング、大人気ね」

　そう声をかけてきたのは、私と同じ『東とう郷ごう百ひゃっ貨か店てん』の派遣社員、佐さ田た美み晴はる。彼女は、どちらかというと細かい作業が苦手で、接客のほうが向いている。

「美晴もやってみる？」

　包装紙の端を数回じゃばらに折ってからするキャラメル包みは、ちょっとしたひと手間でゴージャスに見える。

「私、そんなにきれいにならないもん。どう考えても、藍華のラッピングしたプレゼントのほうがうれしいわ」

　美晴もなかなかの速さで包装していくものの、ごく普通の包み方だ。

「どうしてもリボンが裏向いちゃうんだよね」

「それはここをもう一回、通せばいいの」

　私が教えると、美晴は早速実践している。飲み込みは早い。

「西里さん、ボールなんだけど……」

　再びレジ担当の社員が、バックヤード――客からは見えない裏のブースで商品を包んでいる私たちの所にやってきて、サッカーボールを差し出した。

「任せてください」

　私たち派遣社員は、時期に応じて人員が足りない部署に回される。だから、もともとおもちゃ売場の社員もいて、その人たちが主に接客とレジを担当している。

「ボールなんてどうやるのよ？」

　美晴は興味深々だ。

「飴あめにしよう」

「飴？」

「うん。不織布で飴の小包装みたいにするの」

「なるほど！」

　美晴が顔を輝かせた時、店内に『雨に唄えば』のメロディが流れてきた。

「紙袋にビニールカバー付けなくちゃ」

　窓のない店内からは、外の様子がわからない。だから雨が降ってきた時は、こうして音楽で知らせてくれる。

『雨に唄えば』が聞こえると、紙袋にビニールカバーを付ける決まりになっている。そんなこと、ここで働くようになるまで知らなかった。

「あぁ、でもこんなに忙しいのに、カバーもなんて……」

　美晴は溜ため息いきをついている。

「お客様のためよ。頑張ろ」

　わりと手先が器用で、なにかを作ることが大好きな私は、こうした作業も嫌いではない。

　だけど、私が東郷百貨店で〝紹介予定派遣社員〟として勤めているのには、他に理由がある。子供の頃から、ここのエレベーターガール、通称〝エレガ〟の制服に、大変な憧れを抱いていたのだ。

　特に虜になったのは、真っ赤なスタンドカラーのジャケット。黒のパイピングが施されていて、ウエストはかなり絞られていた。スカートは黒のボックスタイプで、裾には赤のパイピング。さらに、赤に黒のラインが入った上品な帽子は私の憧れの的だった。

　真っ赤なセーターに黒いスカート。そして手には、白い手袋がなくて代わりに大きな軍手。帽子は見つからず、仕方なく幼稚園の麦わら帽子。

『上へ参ります。五階、子供服、おもちゃのフロアです』

　幼稚園の頃、アナウンスを真似してよく遊んでいたものだ。

　ところが、数年前にエレベーターガールが廃止となった。不況のあおりを受けての措置らしいけれど、『間に合わなかった』と落胆したことを覚えている。

　そういった華やかな制服を着ている人は、今は受付嬢しかいなくなってしまったのが残念でならない。

　それでもその受付嬢を目指した私は、大学で経営学部に入り、市場や顧客分析について詳しく学んだ。それは、東郷百貨店への就職を見据えてのことだった。

　選択したゼミの教授は厳しかったけれど、少しも苦ではなかった。東郷百貨店に入るためなら、そのくらいの苦労はなんでもなかった。

　そして、すっかり東郷の制服に魅了されていた私は、高校の時にどっぷりはまってしまった制服のレプリカ作りを再開した。始めると止まらず、何枚も。

　東郷百貨店への憧れは募るばかり。それなのに、就職試験にあっさり落ちてしまった。しかも、最終面接にすら届かなかったという残念さ。どうやら、もともと採用枠が少ないらしい。売場に出ている人たちの多くは、百貨店が貸し出しているブースのメーカーの社員で、東郷百貨店の社員はその人たちよりずっと少ないのだとか。

　結局、なんとか就職できた文具メーカーで、一年半ほど事務をしていた。だけど、ひたすら売上と在庫の調整をする毎日は、自分に合った仕事だとは思えなかった。

　そんな時、中学時代からの友人で、今はアパレル会社でバイヤーをしている敬けい子こが、久しぶりに私に電話をかけてきた。

『藍華、久しぶり。まだ制服フェチは続いてるの？』

　彼女の第一声は、そんな言葉だった。

「まぁ、ね。今の会社の制服、もう二十年も同じなんだって。もうちょっとかわいいのにしてほしいな」

　グレーのベストに、少し長めのタイトスカート。白いシャツは自由で、リボンもなければネクタイもスカーフもない。

『ね、東郷百貨店の受付嬢、今でもなりたい？』

　東郷百貨店の受付の制服は、現在のものはとても凝っている。短いダッフルコートのようなグレーのブレザーは個性的で、スカートはフレアタイプ。スカートの色は東郷百貨店の象徴、赤色で、帽子も赤のベレー帽。もちろん、この制服のレプリカも制作済みだ。

「もちろんだよ。あぁ、なんで試験落ちちゃったんだろ……」

　つい愚ぐ痴ちが出た。だけど……。

『諦めるのは早いわよ』

「えっ？」

『仕事仲間に聞いたんだけど、東郷百貨店、紹介予定派遣を募集してるわよ。しかも入っているテナントじゃなくて、百貨店のほうの採用みたい』

　百貨店は、売場をブランドに貸している状態。だから各ブランドがバイヤーを送り込んでいる。派遣もそのブランドのメーカーに採用されることのほうが多いのだけど、今回は違うらしい。

『なんでも、紹介予定派遣は初めての試みなんだって。最初は派遣社員だけど、頑張って認められれば社員に昇格も夢じゃない。藍華、コツコツ真面目に働くタイプだから、きっといけるわ』

　紹介予定派遣という立場の人がいることを知らなかった私は、敬子の言葉に首を傾げた。

　彼女に詳しく聞いてみると、〝紹介予定派遣〟というのは、直接の雇用を前提として派遣社員として働き、派遣期間終了時に企業と本人が合意した場合、社員として採用される雇用形態なのだそう。

　その募集が、東郷百貨店であるという。おまけに東郷の受付の一部は派遣社員というから、もう胸の高鳴りを抑えきれない。

　そうして私は迷いもせず二十三歳で文具メーカーを辞めた。敬子には『正式採用されなかったら、責任重大だわ』と心配されたけど、本当にやりたいことを目指すのに迷いはなかった。










出会いは突然に




　面接での必死の訴えが通じたのか、紹介予定派遣でなんとか入り込むことができた私は、憧れの東郷百貨店で働くという夢が叶かない、心を弾ませていた。だけど残念なことに、配属されたのは受付ではなかった。今年はもう受付嬢はいっぱいだった。おまけに……。

『派遣の方に制服貸与はありません。裏方業務が主となりますので、清潔感のある白いシャツと、黒もしくは紺のスカートかズボンをご用意ください』

　派遣が決まり人事担当者にそう言われた時、ショックで倒れそうだった。

　受付になれないどころか、黒のベストとスカート。そして赤いリボンという、売場社員の制服すら着られないのだから。

　でも、きちんと勤めて認められれば社員になれる。そうすれば制服だって貸与される。それに派遣の間に受付がやりたいとアピールできれば……。そう前向きに考えて頑張ることにした。

　派遣社員を対象としたオリエンテーションで初めて出会ったのが、美晴だった。

　彼女は派遣をいろいろと経験してきたけれど、ボーナスも有給もない不安定な雇用から逃れたくて、紹介予定派遣を狙ってきたのだという。私のように、どうしても東郷百貨店で働きたいというわけではなかったようだ。

　ショックから始まった仕事だったけれど、裏方の仕事もそれなりに楽しかった。文具メーカーでパソコンの前に座ったまま一日過ごすより、ずっと自分に合っていた。

　私と美晴と他の数人は、特に売場を固定されず、忙しい売場をひたすら回る、いわゆるヘルプ部隊となった。だから、催事場に回されることが多かった。

　売場の社員はさすがに商品知識も豊富で、客にこの商品と指定されればすぐに案内できたし、クレームにも真摯に対応していて感心するばかり。でも受付になったら、この広い売場の中で、客が要望する商品がどこにあるのか答えられなければならない。

　受付になれる保証はまったくなかったものの、たくさんの売場を担当できることをメリットだと思い、勉強することにした。




　クリスマス前の最後の日曜。担当することになったおもちゃ売場は、朝から大盛況だった。

　おじいちゃんやおばあちゃんの手を引っ張り、好きなおもちゃの所に連れていく子。大好きなヒーローのベルトのサンプルを、腰に付けて大はしゃぎしている子。ゲームソフトの前で目を輝かせている子。デパートには、子供たちの夢がいっぱい詰まっている。

「西里さん、これも追加ね」

　レジ担当者が清算済みの商品を次々と、レジのすぐ裏手にあるバックヤードに持ってくる。

「はい」

　黙々と商品をラッピングしていると、さすがに連日のハードな仕事のせいか、フッと気が緩んだ。

「痛っ」

　包装紙は、時には鋭利な刃物になる。指の先を切ってしまった私は、血が商品につかないように慌てて口でくわえた。

　まずいな。こんなに待っている人がいるのに……。

　目の前に積み上げられたおもちゃを見つめ、途方に暮れる。そっとハンカチでぬぐってみたものの、血はなかなか止まってくれない。だけど、こんな手でラッピングできない。

　美晴の前にも、たくさんのおもちゃが積み上げられていて、とても頼めそうにない。

「僕が代わるから、医務室で絆ばん創そう膏こうを貼っておいで」

　困り果てていたその時、私の横から男性社員がスッと手を出した。背は……百五十八センチの私よりどう見たって二十センチ以上高く、肩幅はがっしりとしている。柔らかそうな髪は、無造作なくせ毛ふうにスタイリングしてあり、奥二重の目は黒目が大きく、鼻立ちは整っていて眉も凛り々りしい。

　濃紺のピンストライプのスーツは、もちろん東郷でオーダーしたものだろう。体のラインにフィットしていて、実によく似合っている。いわゆる〝いい男〟だ。

　男性社員がラッピング作業をしているのを見たことがない私は、驚いた。だけど、その人は見事な手つきでおもちゃをラッピングしていく。

「なにしてる。早く行っておいで」

「あ、はい。すみません。それでは……」

　深く頭を下げて、医務室に走った。

　幸い出血はそれからすぐに止まった。念のために絆創膏を多めにもらって売場に戻ると、先ほどの男性が子供相手に楽しそうに微笑んでいた。

「そっかー。怪獣が好きなんだね。お兄さんも子供の頃、大好きだったんだよ」

　子供が好きなのだろう。優しい笑顔は、決して作り物ではなかった。

　慌ててバックヤードに戻ると、私の持ち場のラッピングはほとんど終わっていた。

　すると美晴が「いい人だったわ」と囁ささやく。

「さっきの人？」

「うん」

　美晴はいやに上機嫌だ。

「なんていう人だろう？」

「真ま山やまさんだって。名札に書いてあったよ。さっき売場で男の子が泣きだしちゃって、飛び出していったの」

　怪獣の話をしていた男の子だろうか。

「それにしてもこれ……すごくきれいに包んである」

　作業台に置かれているいくつかのラッピング済み商品は、少しずつ包み方が違っている。そのうちのひとつ、大きなぬいぐるみは、透明のセロハンで包んだ後、リボンで装飾してあった。

「うんうん。これなんて、藍華並みのかわいさよ」

「ダブルリボンだ」

　別の大きな箱は、〝ダブルリボン〟というリボンの結び方がしてある。二色のリボンで蝶ちょう々ちょう結びしたものだ。

　この仕事に就いてから、ラッピングの勉強を独学で始めた。どうやら、なにかする時は徹底的に極めないと気が済まない性格らしく、つい没頭してしまう癖があるのだ。

　だからダブルリボンが、コストをかけず、ちょっとしたひと工夫でできることを知っていて、多用していた。

「どこの部署の人かな……」

「そこまではわかんない」

　おもちゃ売場では見たことがないから、別の部署だろう。

　一旦戻ってきた彼は、私が帰ってきていることを確認すると、「それじゃあ、後はよろしく」と言い残して去っていった。

　それからも彼の姿を見かけることはあったけど、次から次へと仕事が舞い込み、話すチャンスは一度もなかった。

　それでも、ラッピングがこんなに素敵にできて、なおかつ担当外の売場の手伝いまでしてくれた真山さんが、ちょっと気になる存在になった。

　さらに、私がラッピングしたプレゼントを満面の笑みで受け取ってくれる子供たちや、真剣におもちゃを選んでいる〝サンタクロース〟が、満足そうに商品を受け取ってくれるのを見て、デパートの仕事がどんどん好きになった。

　制服だけではなく、とても素敵な仕事。もちろん制服を着られればもっといいけど。




　忙しいクリスマス商戦が終わると、やっと一日、休みをもらうことができた。時給計算の私たちは、働けば働くほどお給料も増えるものの、さすがにクタクタだったから、休みはうれしい。

　とはいえ、休みをもらえるのはほとんど平日。土日は人手が足らないのだ。

　平日に付き合って遊んでくれる友達はなかなかいない。ひとり暮らしの私は、仕方なく部屋でゴロゴロしていた。

「もうひとつ、作ろうかな……」

　東郷百貨店の制服が好きすぎて、自分でそっくりなレプリカを作ってしまうという隠れた趣味を持つ私は、歴代の制服の写真をインターネットで探し出して保存済み。

　この前、制服を作ったのは、もう半年近く前になる。だけどなぁ……。

　作り始めると止まらなくなる癖がある私。クリスマスが終わっても、年末年始は忙しい。仕事に加え制服作りを始めたら、確実に睡眠不足になってしまう。

　もう少し後にするか……。正月を越えたらバレンタインはあるものの、休みも通常どおりに戻るはず。

　クローゼットを開けると、今までに作った東郷百貨店の制服のレプリカがずらり。気に入ったもの、似た布が手に入ったものから作っていったけど、いつか全部欲しい。

　あーぁ、これを着て受付に立ちたかったな……。

　一番新しいグレーの制服を取り出して、身に着ける。そして鏡の前に立ち、にっこり笑顔を作ってみた。

「いらっしゃいませ」

　お腹のあたりに両手を重ね、腰から四十五度ほど体を折ってお辞儀をする。受付嬢の開店時の様子を思い浮かべながら、真似をした。

　少しくらい……いいだろうか。私もこの制服を着て、東郷百貨店の受付で働く気分を味わいたい。もちろん受付に立つことなんてできないけど、東郷をバックに一枚くらい写真が欲しい。

　昔から〝思い立ったが吉日〟の私は、そのままコートを羽織って家を飛び出した。

　東郷百貨店までは電車で四十分。乗り換えなしで行くことができる。

　その間、コートのボタンをきちんと留め、決して制服が見えないように気をつけた。車内では、誰にも気づかれてはいないはず。

　ワクワクする気持ちを懸命に抑えようとしたけど、うまくいかない。時折、窓に反射して映る自分の顔が、いつもより緩んでいるのを感じた。

　やがて繁華街に差しかかると、電車も人で溢あふれかえる。東郷百貨店の最寄りの駅に着くと、紙袋を提げた人がたくさんいる。

　この駅の五番出口の目の前が、東郷百貨店。いつもは五番出口に向かうけれど、今日は七番出口に向かった。

　東郷の前の広い道路を渡ったところに、大きな噴水のある公園がある。今日の目的地は、その公園。

　公園の周りを囲んでいる木々が都会の喧けん騒そうをシャットダウンしてくれて、一歩足を踏み入れると、穏やかな気持ちになれる。噴水からわずかに感じる水しぶきにマイナスイオン効果があるのか、とてもリラックスできる場所だった。

　ここには、写真を撮るのに最適な場所がある。木々の間からちょうどいい具合に百貨店のビルが見えるのだ。足早にそこに向かうと、幸い人通りも少ない。

　昼時には東郷の社員がランチに行くために通ることもある。さすがに受付の制服を着て歩く人は見たことがないけれど、黒のベストの女子社員はちらほら見かける。でも、今は見当たらない。チャンス、だ。

　木陰のベンチでコートを脱ぎ、バッグの中から帽子とスマホを取り出す。

　日なたに出て、東郷百貨店のビルがうまく入る場所に立つと、手を伸ばしスマホのシャッターを押した。残念ながら自撮り棒を持っておらず、なかなかうまくいかない。

「撮りましょうか？」

「えっ……はい。ありがとうございます」

　そうこうしていると声をかけられ、そちらに顔を向けると……。

「あっ！」

　一瞬、息が止まった。なぜなら、その人が真山さんだったから。

「スマホ、貸してください」

「はっ、はい」

　どうやら真山さんは私に気がついていないようだ。

「ここ、ちょうど東郷が入りますね」

「えぇ……」

　冷や汗が出てきた。バレないうちに立ち去りたい。

「はい、笑って。いきますよー」

　それでも笑顔を作っている自分が怖い。

「ありがとうございます。失礼、します」

　真山さんからスマホを返してもらうと、慌てて駅のほうに足を向けた。でも……。

「あのコート、違います？」

「あっ、そうです！」

　慌てすぎだ。こんな姿では電車に乗れない。

「待ってください。僕も東郷の社員なんです。受付の方ですよね」

　彼は私に近づいてきて、爽やかな笑顔を見せる。

「……はい」

　受付の制服を着ているのに、違うとは言えない。

「お会いしたことがあるような……」

「いえ、初めてです」

　お願い、思い出さないで！

「すみません。僕もまだ全社員わからなくて」

　首を傾げ、記憶をたどりだした彼の前から、いち早く逃げ去りたい。

「し、失礼します」

　真山さんから離れると、コートを羽織りながら駅にダッシュした。

　危なかった。黒のベストの社員のことは気にしていたけど、男性社員はスーツ姿。胸のネームプレートを外していたら、わからない。

　電車に飛び乗りドアが閉まると、やっと肺に酸素が行き渡った気がした。

　よりによって真山さんが通りかかるなんて……。

　だけど一応受付の人間だと信じてくれたようで、ホッとした。個人で楽しんでいるだけとはいえ、無断で制服を複製しているなんてバレたら、きっとまずい。

　自分の部屋に戻ると、制服を脱いで早速スマホを手にする。自撮りでは全身を写すのが至難の業だった。でも……。

「わぁ、これ最高！」

　真山さんは、足まできちんと入ったものと、上半身だけのものを撮ってくれていた。しかも、バックの東郷百貨店もばっちり入っている。まるで私が欲しかった構図を知っていたかのような写真だった。

　早速プリンターで印刷すると、あまりに幸せで頬が緩みっぱなしになる。

「一生の宝物だわ」

　これで、しばらく忙しくても頑張れそうだ。










制服の効果は絶大です




　私の制服フェチ歴は、東郷百貨店のエレベーターガールに憧れた幼稚園時代にさかのぼる。だけど、本格的に目覚めてしまったのは、中三の時かもしれない。

　当時進路を考えていた私の目は、『私し立りつ杏きょう林りん女じょ子し学がく園えん高こう校こう』、通称〝杏林女子〟の制服にロックオン。

　濃いブラウンのジャケットは、ほどよくウエストがシェイプされていて実に女性らしく、金の三つボタンと、百合の紋章を用いられた胸元のエンブレムは上品さを醸し出している。そして、真っ白なシャツの襟元には、ジャケットのブラウンを取り入れたチェックのリボン。スカートも同じチェック。さらに足元は茶色のローファーで、黒いハイソックスにも百合の紋章が用いられていた。

　特に〝斬新〟というわけではなかったけれど、とにかく清せい楚そで、絶対にあの制服を着ると決めた。だけど……。

「藍華、身の程を知ったほうがいいよ」

　敬子が、私の意気込みを聞いて呆あきれ返った。

「身の程？　もちろん勉強は頑張るよ」

　詳しいことはわからない。でも、杏林女子はレベルが高いということだけは知っていた。

「杏林は基本、中学受験して入るところなの。高校で募集するのは、引っ越しなどで減った人数だけ。去年だと三人くらいだったはず」

「三人!?」

「うん。それにあそこ、入ってからの寄付が半端ないみたいだよ。普通のサラリーマン家庭じゃ、まず払えないって」

「そう、なの……」

　聞けば、あの制服も有名なデザイナーが手がけたもので、周辺の公立高校の制服の約二倍の値段らしい。

　さらに「家庭調査も入るしね」という敬子のひと言で、諦めるしかなくなった。家はごく普通の中流階級の家庭だったから。




　結局、公立高校に進学したものの、杏林女子の制服への憧れは募るばかり。バイトして制服を買ってしまおうかと画策したけれど、それもできなかった。

　杏林女子の制服はあの東郷百貨店でも扱っているものの、学生証がなければ売ってはもらえないのだとか。アヤシイ人が買えないような仕組みになっていた。

「もう諦めなよ」

　不貞腐れる私を敬子は笑った。

　だけど手に入らないとわかった途端、もっと欲しくなるから不思議なものだ。

「作る……か」

「は？　藍華、とうとう……」

　敬子が呆れ顔で私を見つめる。

「とうとうって、なに？」

「脳みそ、とけてきたみたいね」

　ゲラゲラ笑う敬子は放っておいて、私は〝買えないなら作るしかない〟と真剣に考え始めた。




　夏休みに入ると、早速行動に移した。

　電車で三十分ほど揺られた所にある問屋街で、布地を扱う問屋に飛び込み杏林女子の制服の写真を片手に同じような色の生地を探したけれど、なかなか見つからない。それでも……。

「あぁ、杏林さんの制服だったら、ここのメーカーの布のはずだよ。同じ色、あったかなぁ……」

　五つ目の問屋で、胸の高鳴りがピークに達する。

「少しだけならありそうだよ。ブレザー作るくらいはあるかな」

　奥のほうに在庫を確認しに行っていた店の人が布の反物を抱えてきた時は、心臓が止まるかと思った。

「だけど、これ高いよ。いいウールを使ってるからね。えーっとメートル、三千八百円ね」

「さ、三千八百！」

　今まで見てきた反物は、高くても一メートル二千円くらいだったから、倍近い。

「この制服を作りたいのかい？」

「……はい」

　制服フェチがバレたと思って恥ずかしくなった私は、うつむいた。

「最近多いね。コスプレっていうの？」

　失礼ながら、ちょっとばかり髪が後退し始めているおじさんから、『コスプレ』なんていう言葉を聞くのは違和感があった。

「アニメの誰とか、ゲームのあの人とか言って、皆写真持ってくるんだよ。高校の制服は初めてだけど」

　コスプレ……なのか。

　私が〝コスプレ〟という言葉から連想するのは、おじさんの言うように、アイドルやアニメのキャラクターを真似する人たちのことだった。

　だけどよく考えると、憧れの対象が高校生なだけで、やっていることは変わらない。

「スカートの生地も探してる？」

　カクカクうなずくと、おじさんは親切にも、似た生地をいくつも出してくれた。

「んー、杏林のチェックは特注だから、多分どこを探してもないと思うよ。似たのだと、この辺りかなぁ」

　出してくれた生地は、たしかに杏林女子のものとは違う。だけど遠目に見ればごまかせるかもしれない。

「おじさん、これいくら？」

「メートル二千円。このウールも、なかなかいいものだからね」

　スカートは二メートルあれば作れると思うけど……。それでも四千円。

「あとは金ボタンだね……」

　次に出してくれた金ボタンは、何種類もあった。しかし、ひとつ二百円もする。

　どんどん値段が上がっていく。だけど、問屋だからその値段で済むのだ。

「はぁ……」

　お財布の中を考えて溜息をつく。

　これでは、バイトでやっと貯めたお金がすっからかんになってしまう。先月は、大好きなドーナツも、欲しかった洋服も我慢したのに。

　それでも、必要な材料は手に入った。ずっしりと重い布の入った袋には、私の夢も詰まっている。少々高い買い物にはなったけど、どうしてもあの制服が欲しい。

　次の日は、ジャケットの胸に付けるエンブレムを作るために、百円ショップでフエルトと刺し繍しゅう糸いとを買った。

　そもそも、私が制服を手作りしようと思ったのは、手芸が好きだから。そうでなければ、こんな無謀な挑戦、絶対にしない。ジャケットなんて、素人には難しすぎる。

　フエルトに丁寧に刺繍したエンブレムは、一週間かかってようやく完成した。

「ちょっと、いい出来！」

　完全な自己満足。だけど遠目に見たら、杏林女子のエンブレムにちゃんと見える。

　それから、宿題も忘れて制服作りに没頭した。毎日毎日、自分の部屋にこもってミシンをかける日々。もうミシンとアイロンは、出しっぱなしだ。

「あーっ！　やり直し」

　ジャケット作りは難航した。スカートとは比べ物にならないくらい難しい。肩のいせ込みは丁寧にしつけをしてもなかなかうまくいかないし、パーツが多いせいで、縫う順番を間違えたりもした。

　それでも、金ボタンを付け、手作りのエンブレムを胸に縫いつけると……。

「できたー！」

　集中力をめいっぱい使い果たして、杏林女子の制服もどきが完成した。

　ハンガーにかけてみると、達成感でいっぱいになる。

　今まで、こんなに必死になにかに取り組んだことがあっただろうか。受験勉強ですら、ここまで集中していなかったと思う。だけど、もったいなくて着てみることができないなんて皮肉だった。

　写真を撮り、敬子にメールすると、すぐに【今から行く】と返事が来た。

　それから二十分後、敬子はやってきた。

「よくできてるわ。エンブレムなんて、本物みたい。もっとお粗末なものかと思ってた」

　そんなに褒められるとくすぐったい。だけど、頑張った甲か斐いがあったというものだ。

「ありがと。かなり頑張ったわよ」

「こんなにできるんだったら、そういう道に進めばいいのに。デザインを学ぶとか、アパレル関係？」

「ううん。就職は東郷百貨店と決めてるの」

　幼い頃からの夢、〝エレガ〟はもう叶わないけど、開店時に一列に整列し、背筋を伸ばしてお辞儀をする受付嬢には、絶対になると決めていた。

「もったいないなぁ。手先が器用なんだから、それを生かせばいいのに。だけど、制服への憧れだけじゃ、入ってみたら幻滅するかもよ」

「うん。……大丈夫、だよ」

　東郷百貨店の制服は、いつだって私の憧れだった。だけど、私が東郷で働きたい理由はそれだけではない。

　幼稚園の年少の時、母と一緒に東郷百貨店に行って迷子になった私は、〝受付のきれいなお姉さん〟に助けてもらったことがある。

　最初こそ泣きべそをかいていたのに、憧れの制服のお姉さんが隣にいてくれて、ニコニコだったような……。

　制服を見て『かわいい』を連発する私に、こっそり帽子をかぶせてくれたのを覚えている。そして、私が不安にならないようにずっと優しく語りかけてくれたお姉さんに心奪われてしまい、いつか私もここで迷子を助けると決めた。

　館内放送で駆けつけてきた母が、迷子になったというのにご機嫌な私に呆れ返ったことは、それから東郷に行くたびに言われ続けた。

　だけど、迷子になったあの日から、東郷への憧れはますます大きくなった。

「で、着てみたの？」

「ううん。まだ」

「なんで着ないのよ！」

　緊張して着られないなんてバカかもしれないけど、杏林女子の制服への憧れはそれくらい大きなものだった。

「はい。着た着た。ちょっと出ててあげるから早くね」

　私の返事も聞かず部屋を出ていった敬子に唖あ然ぜんとしながら、白いブラウスに手を伸ばす。次にスカートをはくと、もうそれだけでドクドクと激しく打ち始めた心臓が破れてしまわないか心配になる。

　そして、最後はジャケット。一番苦労したせいか、緊張で手が震える。

「藍華、まだ？」

　ドアの向こうから敬子の声がする。

「い、いいよ」

　すぐに入ってきた敬子は、目を見開いている。

「どう、かな……」

「すごすぎる。杏林のお嬢様よ、これ」

　部屋にある大きな鏡に自分の姿を映すと、そこにいるのが自分ではないようで驚く。

「すごく満足」

「作っただけで？」

「うん！」

　杏林女子はお嬢様学校ということもあってか、立ち居振る舞いが実に上品。上級生に挨拶をする時は背筋を伸ばしてきちんと頭を下げているのを見て、どこか違う世界の人たちだと思っていた。

　私は、制服もどきを作っただけで、その世界に一歩近づけた気がしていた。気持ちまで変えてしまう制服って、本当に偉大だ。

　こうして、私の制服フェチに拍車がかかり、東郷の制服作りにのめり込んでいった。







第二章










デパートへの愛




　憧れの東郷百貨店での仕事は、目が回るほど忙しかった。それでも少しも苦でないのは、いつか正社員になって制服を着たいから。レプリカではなく、本物をどうしても着たい。

　目標があると、人は頑張れるものだ。年末年始は休む暇もなくフル出勤の予定だけど、私は張り切っていた。

　クリスマス商戦が終わると、すぐに年末年始の準備が始まる。正月前は、おせち売場や食品売場が人でごった返す。

　美晴はおせちの配送手配係として働き始め、私は福袋の袋詰めに従事することになった。今日任されたのは、アクセサリー。

「西里さん、あとはこれが五十と、こっちが三十」

　袋詰め作業の指揮を執っていた社員が、私に指示を出す。

「わかりました」

　決められた品々を袋に詰めていく作業は、単純だけどかなり骨の折れる仕事だった。

「あの、ここにリボンを付けてもいいですか？」

　アクセサリーを入れる紙袋はシンプルすぎて、お正月にしては寂しい。それに、もっとかわいく飾れば、手にとってくれる人が増えるかもしれない。

　福袋のラッピング方法なんて、本来は派遣が考えるようなことではない。私たちは言われたことだけしていればいい。だけど、大好きな東郷百貨店の売上に少しでも貢献したかった。

「別にいいけど、大変だよ」

「頑張りますから」

　福袋の外装なんて、すぐに捨てられてしまうのはわかっている。だけど、リボンを付けることで、ひとりでも多くの人の目を向かせることができるのではないかと考えた私は、得意のダブルリボンで黙々と装飾していった。

「あれー、これいいね」

　持ち手の部分に付けたリボンを見つけた社員に褒められて、うれしくなる。派遣はなんとなく〝下〟に見られがちだけど、コツコツ頑張っていれば、こうして努力を認めてくれる人もいる。

　だけど、リボンを付け始めたせいでどうしても時間がかかってしまい、タイムカードを押した後、残業することにした。時給計算の派遣も残業はできるものの、人件費がかさむため、あまりいい顔はされないからだ。

「お疲れさま。帰らないの？」

　社員が次々と帰っていく中、ひとりで作業を続けていると、突然話しかけられハッとする。

「あっ！　……お疲れさまです」

　思わず大きな声を上げたのは、その人が真山さんだったから。

「あのっ、先日は手伝っていただき、ありがとうございました」

　立ち上がってお礼を言うと、彼は不思議そうな顔をする。

「あの、おもちゃ売場で、指をケガして……」

「あぁ、あの時の！」

　やっと思い出してくれたようだ。

「はい。本当に助かりました」

「いや、お礼なんていらないよ。同じ職場の人間が助け合うのは当然だろう？」

　彼はそう言うと、私の隣の席に座った。

「ダブルリボン、か……」

　彼は私の作った福袋をひとつ手にしてつぶやいた。

「はい。真山さんもダブルリボンされてましたよね」

「あれ、僕、名乗ったっけ？」

　しまった。あなたに興味があって美晴に聞きましたとは、とても言えない。

「いえ、名札で……」

「そっか。君の名前も聞いていい？」

「はい。西里藍華と言います」

　まさか、ずっと気になっていた真山さんに自己紹介できるなんて、ちょっとドキドキ。

「派遣さんだね」

　制服ではないことで、派遣だとわかったのだろう。

「はい。紹介予定派遣で」

「おぉ、それは頑張って！」

　そう言うと、真山さんは机の上のリボンに手を伸ばした。

「私、やりますから！」

「同じ職場の人間が助け合うのは当然だって言ったでしょ？」

　にっこり笑う彼は、スルスルとダブルリボンを作っている。

「ありがとうございます」

　彼が少しもイヤな顔をしないので、素直に手伝ってもらうことにした。

「あの……真山さんは、どの部署にいらっしゃるんですか？」

「あぁ、僕は営業本部。三ヶ月前に、大おお阪さかから転勤してきたところなんだ」

　営業本部といえば、売場全部を取り仕切る部署。東郷の出世コースとも言われている。

　そんなに偉い人だったのか……。

「そんな方に、こんな作業をやらせては……」

　スーツの着こなしが完璧な真山さんは、てっきり紳士服売場の人だと思っていたから、慌ててしまう。

「あはは。僕はこっちのほうが向いてるかも。会議室でオッサンたちと唸うなってるより、売場に出ているほうが楽しいからね」

『オッサン』って……。真山さんの口からそんな言葉が出ると思ってもいなくて、思わずクスッと笑ってしまった。

「それにしても、すごいですね。結ぶのがお速い」

　私も器用なほうだけど、真山さんは私以上の速さでリボンを結んでいく。

「実は、母がここで働いていたんです」

「えぇっ、そうなんですか！」

　親子で同じ職場って、なんだか素敵。それだけ魅力がある仕事ということだろう。

「結婚して仕事は辞めてしまったんだけど、西里さんのようにラッピングが得意で」

「得意だなんて……」

「いや、あのおもちゃのラッピング、バリエーション豊かですごいと思ったよ。そんな人、初めてだった」

「いえ、恐縮です」

　あまり褒められると照れくさい。

「西里さんのラッピングを見て、この結び方を思い出したんだ。母が退職後、家で近所の人を集めてラッピング教室を開いていて、そこでダブルリボンも教えていた」

　なるほど、それを見て覚えたということか……。

「私もお母様に習ってみたいです」

　私はまったくの独学。きちんとしたラッピングを、もっと学んでみたい。

「残念だけど、母は五年ほど前に他界して……」

　それを聞いて、ハッと口を手で押さえた。触れてはいけない話だったのかもしれない。

「すみません。余計なことを……」

「いえ、気にしないで。それに西里さん、習わなくても十分すごいです」

　そう言って、真山さんはにっこり笑ってくれた。

「そうでしょうか……。もっとうまくなって、お客様に喜んでいただきたいです」

「いい心がけですね。僕も見習わなくては」

「いえ、そんな……」

　こうやって話すのは初めてだというのに、会話がスムーズに運ぶ。

　本部の人だと知って身構えたけれど、派遣の私とも気さくに話してくれる彼のことが、ますます気になる存在になった。

「西里さんは、どうしてうちに？」

　その瞬間、ドクンと心臓が跳ねた。制服フェチがバレないようにしなくては。

「えぇっと……小さな頃、ここのエレベーターガールに憧れまして……」

　頭をフル回転させて、制服への憧れ以外で話を組み立てようとするけれど、なかなかうまくいかない。

「制服もかわいいし、子供ながらに立ち居振る舞いの上品さに気がついて、あんな大人になりたいなと思ったのがきっかけで……」

　真山さんは「うんうん」と相あい槌づちを打ちながら、耳を傾けてくれる。結局、『制服もかわいい』と、ちょっとした告白をしてしまった。

「幼稚園の頃、迷子になって、受付の方によくしていただいたんです。それが決定打でした。就活には失敗してしまったのですが……」

　真山さんは一瞬、リボンを結ぶ手を止め、私の顔を見つめる。

「そんなに小さな頃からの夢だったのに、採用されなかったんですね。就職できればどこでもいいという人も多いのに、人事も惜しい人を逃しましたね」

　まさか不採用だった私に、そんな言葉をかけてもらえるなんて驚いた。

「いえ、最終面接にすらいけませんでしたので、私の力不足です」

「いや、もう一度採用方法を見直したほうがいいかもしれない。東郷が好きで入ってきてくれる人のほうが絶対に頑張ってくれるし、それにこんなにラッピングの技術もある」

　真山さんは、私がリボンを結び終えた福袋を手にして、改めてそれを眺める。

「西里さんが、派遣でもいいから働きたいと思ってくれなければ、東郷百貨店の大切な戦力に気がつかないところでした」

　きっと大げさに言ってくれたに違いない。だけど、真山さんの言葉は、本当にうれしかった。

「ありがとうございます」

「実は、母はエレベーターガールだったんですよ」

「えっ！」

　あまりに驚き大きな声が出た私は、慌てて口をつぐんだ。

「制服がかわいかったとおっしゃっていましたけど、どんなのだったか覚えてます？」

　そう言うと、真山さんは私を見つめた。

「は、はい。その時はたしか……真っ赤なスタンドカラーのジャケットで、黒のパイピングが施されていて……」

　かなり昔の制服までも鮮明に覚えているのは、その制服を作ったことがあるから。今は部屋のクローゼットに眠っている。

「あぁ、あれは代表的な一着だよね。母は、濃紺のワンピースを着ていたはずです。押し入れにある気が……」

「えっ、あのワンピースがあるんですか！　白い襟で、クルミボタンがついているものでしょうか？」

　興奮しすぎて、自分の気持ちをコントロールできない。

　たしか白い丸襟で、肩に飾りで付けられたクルミボタンがかわいらしくて……。ベルトはエナメル素材で、東郷のイメージカラーの赤色だったはず。そして、スカートのポケットは白でパイピングされていて、シンプルすぎないように工夫されていた。

「よく知っているんだね。まだ生まれる前じゃない？」

　彼は目を丸くした。

　まずい。真っ赤な制服に憧れたくらいなら、かわいらしい子供時代のエピソードだけど、濃紺のワンピースと言われてすぐに答えられるなんて、制服フェチだとバレてしまいそう……。

「え、えぇ。ここの制服があまりに素敵だったので、ちょっと調べたことがありまして……」

　動揺して、リボンを結んでいる手がおろそかになってしまう。

「あれ？」

　真山さんが突然、声を上げた。

「西里さん……派遣されてから、受付にいたことある？」

　ギクッと震える。

　まずい。思い出されてしまったら、非常に困る。制服の話なんてするんじゃなかった。

「いえ。受付は残念ながら……」

　どうしよう。冷や汗が出てきてしまう。

「そっか。西里さんの受付の制服姿、どこかで見た気がしたんだけど、思い違いかな」

「そうですよ」

　ふぅ。なんとか切り抜けた。だけど、これ以上は危険だ。

　早く仕事を終わらせてしまおうと再びリボンを結び始めると、真山さんも手を動かし始めた。

「ここの制服は、代々人気があってね」

「そう、ですね」

　もちろん知っている。でも、まだ制服の話なの？　ドキドキしながら相槌を打っていると、彼はとんでもないことを言いだした。

「よければ、紺のワンピース、見てみる？」

「本当ですか!!」

　願ってもない提案に、思わず立ち上がってしまった。落ち着け、私。

「すみません……。東郷百貨店の制服は、子供の頃の憧れなもので」

　本当は、今もだけど。

　恥ずかしくなって視線をそらしながら椅子に座り直すと、真山さんがクスッと笑った。

「いや、そんなに喜ばれると、ビックリだけど……」

「……あ、はは」

「多分、その前の夏服もあるはずだよ。もう三十年以上も前のものだから、形はレトロだけどね」

『そのレトロなところが、いいんじゃないですか！』と叫びたいところだけど、ぐっと我慢した。

　夏服は、晴れた日の空のようなきれいな水色のワンピースだったはず。たしか首元は開襟だったような……。東郷の象徴の赤は、首元に巻かれたスカーフで主張していた。真山さんの言うとおりレトロな感じだけど、当時はかなりオシャレだと注目を浴びたのではないだろうか。

　本物を見られるなんて、夢のよう。

「あっ……」

　福袋の最後のひとつに手を伸ばすと、同時に伸びてきた真山さんの手とぶつかってドクンと心臓が跳ねる。

「私、やります」

　恥ずかしくて目を泳がせながら言うと、彼は「それじゃあ、お願い」と微笑んだ。

　リボンの装飾は、ふたりだとあっという間に完成した。机の上の山積みになっている福袋を見て、達成感でいっぱいになる。

「売れるといいな」

「そうだね。ちょっとした工夫で売上は変わるものだから」

「本当ですか？」

　すぐに解かれてしまうだろうリボンをわざわざ結ぶなんて、ほとんど自己満足だと思っていたのに。

「福袋は、もちろん中身の口コミもある。だけど、同じ袋でリボンがついているのとついていないの、西里さんならどっちを選ぶ？」

　そう言われると、たしかにリボンのほうに手が出るだろう。

「リボンのほうです」

　真山さんは私の答えに、満足そうにうなずいた。

「皆わかってることだけど、この手間を考えたら普通はやらないんだよ。だけど、東郷百貨店がこの先、生き残っていけるかどうかは、そういうところにかかっているはずだ」

　たしかに近年は不況が続いたり消費税が上がったりで、デパートの売上も落ちている。したがって、競合する他店と客の取り合いになっているのだ。ちょっとしたひと工夫で客を呼ぶことができるなら、試す価値はあるのかもしれない。

「真山さん、手伝っていただいてありがとうございました。それに、とても勉強になりました」

「勉強？」

　彼は不思議そうに首を傾げる。

「私……おもちゃのラッピングもこのリボンも、自己満足でやっていました。自分がもらうなら、このほうがいいなと考えて」

　出来上がった福袋を、ひとつ手に取る。

　こうして自分が手にかけた商品が店頭に並ぶのは、この仕事の醍だい醐ご味みだ。

「ですが、自分が欲しいものを考えるのは間違いではないと、教えていただきました。それに、東郷で買ってよかった、また買いたいとお客様に思っていただくには、売る側の努力が欠かせないのですね」

　当たり前のことかもしれない。だけど真山さんと話をして、自分のすべきことがわかった気がする。

「西里さんの言うとおり。だからこそ、会議であれこれ言っているより、客目線で売場をうろついていたほうが、改善点を見つけることができる。こうして素敵な従業員も見つけたしね」

　彼の柔らかい笑顔は、この仕事で培われたものだろうか。

「いえ……」

　憧れの真山さんに褒められるなんて、なんだかくすぐったい。

「さて、もう遅いし帰ろうか」

「はい」

　彼はリボンの後片付けまで手伝ってくれた。

「西里さんは、実家から通ってるの？」

「いえ、今はひとり暮らしで」

「それじゃあ、夕食に誘っても大丈夫？」

　私を誘ってくれるの？

　密かに憧れを抱いていた真山さんと、まさか今日一日でこんなに近づけるなんて、ドキドキしすぎて心臓が飛び出しそう。

「は、はい。もちろんです。よろしくお願いします」

　あれ？　『よろしくお願いします』って、なんだか変。ダメだ。テンションが上がりすぎて、とんでもないことを口走りそうだ。

「あはは。こちらこそ。僕の知っている店でもいい？」

「はい！」

　時計を見ると、もう二十二時を回っている。地下と展望フロアのレストランも、そろそろ終業の時間だった。

　社員用の玄関から出ると、外の冷たい風が頬を撫なでていく。空に広がる星がいつもより煌きらめいて見えるのは、私の心が高揚しているせいだろうか。

「さてと、この時間だと……。西里さん、なんでも食べられる人？」

　彼は行く店を考えているのか、視線を宙に舞わせた後、私に視線を合わせた。

「はい」

　好き嫌いがないのが私の取り柄だ。

「寒いけど、少し歩いてもいいかな？」

「もちろんです」

　上質なウールのネイビーのコートを羽織った真山さんは、やっぱり素敵。背筋もピンと伸びていて、肩幅もがっちりしているから、実に男らしい。そんな人の隣を歩いているなんて、夢のようだった。

「それにしても、残業つけてないなんて。派遣さんの勤務体制、見直さないとね」

　私がすでにタイムカードを押していることに気がついた真山さんは、驚いていた。

「いえ、今日の仕事は私が好きでやったことですから」

　給料が付かなくても、こうして真山さんとお近づきになれただけで十分。もちろん、そんなことは言えないけど。

「いや。西里さんのようなアイデアを、それで逃しているならもったいない。かといって、残業しないといけない雰囲気になるのもよくないし……」

　真剣に考え込んでいる真山さんは、とても真面目な人で好感が持てる。

　それから彼は、デパートから徒歩で十分ほどのイタリアンに連れていってくれた。

「ここ、トマトベースのパスタがすごくうまいんだよ。実はトマトが嫌いだったんだけど、ここのミートソースを食べるようになってから、おいしさに気がついてね」

　完璧そうに見える真山さんが、トマトが嫌いなんて子供みたいなことを言うから、思わず笑ってしまった。

「なににする？」

　席に案内されると、彼は先にメニューを渡してくれた。

　トマトソースがおいしいと聞いたからには食べてみなくちゃ。

「私、ナスのミートソースにします」

「おっ、お目が高い。僕もそれ好きだよ。それじゃあ僕は……モッツァレラチーズのミートソースにしよう」

　結局ふたりともミートソースを注文した。

「突然誘ってごめんね。彼氏、怒らないかな？」

「いえ。彼氏なんていませんから」

「えー、そうなの？」

　すごく驚いた顔をする真山さんに、こちらが驚く。彼氏と呼べる人は、今まで一度もいたことがないのに。

「真山さんこそ……あの、ご結婚は？」

　チラッと左手を見たけれど、指輪はしていない。

「もうすぐ三十四になるのに、結婚どころか彼女もいないよ」

「そうなんですか!?」

　真山さんに彼女がいないことのほうが驚きだった。とても紳士的だし、話しやすいし……見た目だって申し分ないのに。それに、落ち着いた雰囲気は年相応かもしれないけど、三十四歳には見えない。

「仕事バカだったからね。デパートの仕事を覚えるだけで、いっぱいいっぱい」

　そうは見えない。常に売場を回って改善点を探し出し、イチ派遣社員のすることにまで目を向けてくれる彼は、とても余裕があるように見える。

　それからは、真山さんが紳士服担当だった時代の興味深い話にしばらく耳を傾けた。そして……。

「真山さんはどうして東郷に？」

　真山さんのことをもっと知りたいという欲求が、勝手に飛び出してくる。

「んー、やっぱり母の影響が大きいかな。実際に母が働いていたところは残念ながら見てないけど、よくデパートの話をしてくれた。お客様は、商品だけじゃなくデパートで夢も買うんだって」

「夢、ですか？」

「うん」とうなずいた真山さんは、パスタが運ばれてくるのを見て、私にフォークを取ってくれる。

「チーズは好き？」

「はい、大好きです！」

　私がそう言うと、彼はパスタの上に乗っているおいしそうなチーズのひと切れを、私の皿に置いてくれる。

「わっ、いいんですか？」

「あっ、イヤだったらごめん。我が家はいつもこうしてたんだ。少しずつ食べてみて、今度来る時の参考にするんだよ」

　真山さんの家族って、すごく素敵。きっと幸せな家庭で育ったんだろうな。

「ナスはお嫌いですか？」

「いえ、ダメなのはトマトだけです」

　クスッと笑う真山さんの皿に、今度は私がナスを置いた。

「ありがとう。それじゃあ、いただこうか」

　こんなに話したのは今日が初めてなのに、もう何度か一緒に食事に来ているような錯覚すら起こしてしまう。

　真山さんのオススメのミートソースは酸味が抑えられていて、とても食べやすい。

「真山さん、すごくおいしいです！」

　自分でも驚くような大きな声が出て、ハッと口を押さえる。

「それはよかった」

　にっこり笑う真山さんを見て、ひとりではしゃぎすぎだと反省する。

　だけど、こんなにいい男とおいしいパスタ。テンションを上げるなというほうが無理だ。

「西里さんって楽しい方なんですね。一緒にいると気分が上がる」

「いえ、すみません……」

　落ち着きのない子供みたいで、恥ずかしすぎる。もっと大人ぶってみせたかったのに、大失敗だった。

「なんで謝るんですか。すごく楽しいですよ」

「ありがとう、ございます」

　きっと呆れているだろうに、『楽しい』と言ってくれる真山さんの優しさに、なんとか気を取り直す。

「そういえば、『デパートで夢も買う』っていう……」

「あ、そうでした」

　真山さんは水をひと口飲むと、口を開いた。

「ひと昔前のデパートは、屋上に小さな遊園地なんかもありました。子供にとっては、ちょっとおめかしして、遊びに連れていってもらう所だったんです」

　今も屋上には多少の遊び場があるけれど、昔はもっとたくさんの乗り物があって、私も遊んだ記憶がある。

「そうですね。小さな観覧車に乗った記憶があります」

「あぁ、西里さんも乗りましたか！　僕も好きだったな」

　頬を緩める真山さんも、私のように楽しい思い出があるに違いない。

「そこで子供は大満足して、お母さんは普段よりちょっと背伸びした買い物をする。帰りに地下でこれまたいつもより高めの惣そう菜ざいを買って、お父さんもうれしい。もちろん、近所のスーパーよりサービスは行き届いていて、大切な〝お客様〟として扱われる」

　わかる気がする。私が子供の頃は、デパートはもっと敷居の高い所だった。そして、あの〝エレガ〟も、非日常的な存在だった。

「まぁ、毎日デパートで買い物できる富裕層は別として、一般的には、ちょっとした夢見心地を味わえる場所だったんです」

　納得の意見に、私は大きくうなずいた。すると……。

「だけど最近は……レジャーが多様化して、屋上の小さな遊び場は必要なくなった。集客のために少し価格帯の安い商品も扱うようになった。デパートの特別感が、どんどん薄れている気がして……」

　そう言って、真山さんは苦々しい顔をした。

　彼は、本当にデパートが好きなんだ。

「もちろん、価格の安い物を入れるのが悪いというわけではありません。小売業で生き残っていくためには、ニーズに応えることも必要です。だけど、それと共にサービスの心も安くなってはいけないと思うんです」

　デパートのことを熱く語る彼が、すごく輝いて見える。だって私も、東郷百貨店が大好きだから。

「真山さんのおっしゃること、わかる気がします。昔はもっとこう……店員さんはどれだけ忙しくても、一瞬たりとも笑顔でない時はなかったような気がしますし、常に背筋が伸びていて、指先まで神経が行き届いていたような……。子供の目線ですから、そう見えただけかもしれませんが」

　憧れの〝エレガ〟は、そんなイメージだった。だけど自分がいざ働いてみると、客の前では笑顔でも、見えない所では客への愚痴を言っている人もいる。客の役に立ちたいというよりは、仕事だから仕方がないというスタンスに見えてしまう。それでも、それが大人というもので、子供の頃には見えなかった世界なのだと思っていた。

「そのとおりかもしれませんね。昔は、働く側にも夢があった気がします。母はエレベーターガールに誇りを持っていましたし、特別な場所で働いているという自信というか……」

　真山さんは小さくうなずきながら、言葉を探す。

「だから、働いている人の意識がもっと高かったのかもしれません」

　気がつけばパスタを食べるのも忘れ、話に夢中になっていた。

　私が東郷百貨店で働きたいと思ったきっかけは、エレガの制服だった。だけど、やっぱり東郷百貨店自体が好きなのだ。

「あっ、ごめんね。食べて？」

　バツの悪そうな顔をした真山さんは、私にパスタを勧めた。

「これだから彼女ができない。呆れたでしょう？」

「いえ、とんでもない。すごくすごく楽しいです」

　それはホント。価値観が同じと言ったら彼に失礼かもしれないけれど、こんなに話の合う人に、初めて出会った。

「このモッツァレラチーズ、今までに食べたことがないくらい、おいしいです」

「うん。ここのは、ちゃんと水牛の乳から作ったものを使ってるんだよ。〝ブッファラ〟と言われて、濃厚なのが特徴。牛乳で代用しているところも多いからね」

「〝ブッファラ〟ですか。初めて聞きました」

　営業本部は、すべての売場を取り仕切っている。もちろん、食品売場も。こうした食品の知識も、勉強したのかもしれない。

　今度はこれを頼もう。ここはすっかりお気に入りの店になった。

　私が食べ終わるのを待っていてくれた真山さんは、伝票を手にして立ち上がる。

「おいくらでしょうか」

　慌てて財布を出そうとすると「今日はいいから」と止められてしまった。

「でも……」

「僕が誘ったんだし、西里さんと話せてとても楽しかったから」

　そう言われると、照れくさくて頬が赤らむ。

「ありがとうございます。それでは、お言葉に甘えて」

　店を出ると駅に向かう。偶然にも同じ路線で、彼のほうが二駅先らしい。

「遅くまで引き留めてごめんね」

「いえ、とんでもない」

　なんなら、もっと引き留めてくれたっていい。デパートについて、こんなに熱く語れる人がいるなんて、うれしくてテンションが上がりっぱなし。こういうのを、〝意気投合する〟というのかもしれない。

「今日は本当にありがとうございました。それでは……」

　最寄りの駅が近づいて挨拶をすると「家まで送るよ」と言われて驚く。

「いえいえ、そんな大丈夫です」

「こんな時間に女の子ひとりで帰すなんて、なにかあったら大変だ」

「いえ、でも……」

　断る暇もなく電車が駅のホームに滑り込み、ドアが開く。すると彼は、本当に私と一緒に電車を降りた。

「すみません」

　仕事を手伝ってもらって、夕食をごちそうになって、家まで送ってもらって……なんて幸せな日なのだろう。

「ここから遠いの？」

「いえ、歩いて十分ほどです」

「それじゃあ、お腹いっぱいだからちょうどいい運動だ」

　優しく微笑んだ彼と肩を並べて歩き始めた。この時間になると相当冷える。吐く息が白い。

「そういえば、制服、本当に見たい？」

「もちろんです！」

　この機会を逃したら、写真でしかお目にかかったことのない憧れの制服たちに、一生会えないかもしれない。

「社交辞令なら、無理に押しつけたら悪いと思ったんだけど……」

「とんでもない！　うれしすぎて、倒れそうです」

　あっ……。またやってしまった。テンションが上がりすぎて、ひとりで突っ走っている。

「よかった。それじゃ、今度休みが合った日にでも……。いや、大切な休みをそんなことで奪ったら悪いか」

「いえ、お休みはいくらでも余ってますから」

「あはは」

　あれ、なんだか変な言い方をしてしまった。だけど私にとっては『そんなこと』ではないから、必死だった。

「僕、シフトがまちまちなんだ。今、わからなくて……連絡してもいい？」

「もちろんです。私は繁忙期でなければ、大体木曜です」

「了解。電話番号を聞いてもいいかな？」

「はい！」

　憧れの真山さんと、番号交換できるなんて感激すぎる。

　かじかんだ手でスマホを操作するけれど、指が思うように動いてくれない。

「冷えちゃったね。ごめんね」

　真山さんは気遣いのできる人。デパートの社員としては、そうした力は重要だ。

「大丈夫です」

『とっても楽しかったから』という言葉は呑のみ込んで笑うと、真山さんも優しく微笑んでくれた。

　それから五分ほどでマンションに到着した。

「ここなんです。送っていただいて、ありがとうございました」

「いやいや。西里さんとデパート談義ができて、とても楽しかったよ。またアイデアあったら教えて？」

「はい、ぜひ」

　派遣社員の分際であれこれ言うなんておこがましいと思っていたけど、真山さんがそう言うのなら考えてみたい。

「それじゃ、連絡するよ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　体は冷え切ってしまったけど、心はワクワクしていた。










派遣の立場




「おはよ、美晴」

　次の日。出勤してロッカールームに行くと、美晴が先に出社していた。

「藍華、おはよ。どう、福袋、忙しい？」

「うんうん。ちょっと残業しちゃった。でもね――」

「えーっ！」

　真山さんと食事に行ったことを話すと、美晴は一瞬動きを止め、目を見開いている。

「いいなぁ。クリスマスは終わっちゃったけど、藍華に春が来た」

「そういうわけじゃないよ。たまたま手伝ってくれただけ」

　美晴の言うように『春』なら最高だけど、残念ながらそうではない。

「バカね。その〝たまたま〟が運命だったりするわけよ。私には一切ないわ。仕事ばっかり」

　美晴は大きな溜息をつく。おせち売場は駆け込み需要で、ここ数日大変なことになっていたらしい。予約は締め切っているものの、それを知らない客が押し寄せ、大みそかの当日販売に並んでもらえるよう、頭を下げっぱなしだったとか。

「今年のおせち、前年比百十パーセントの売上が見込まれるって。なんでも真山さんが提案したデザート重が大人気で、早々に予約が埋まっちゃったから、来年はもっと用意するらしいよ」

「へぇー」

　おせちまで真山さんの提案なんだ。

「でも、デザート重って？」

「地下の各スイーツ売場の人気商品をチョイスして、箱に詰めて販売するの。もともとテナントの経営主は別だから、今までそんなこと誰もやろうとしなかったんだけど、真山さんがそれぞれの本社とかけ合って、実現したんだって」

「たしかに、そんなセット見たことない」

「ほら、正月のおせちって飽きるでしょ？　デザートに目をつけるなんて画期的だと思う」

　そのとおりだ。おせちは値が張るものだけど、そんなに待ち遠しかった印象はない。でもデザートなら、食べたいかも。

「私も見たけど、超豪華だよ。入っているものすべてが各店の売れ筋商品で、ちょっとずつ食べてみたいという人には最適。今でも問い合わせがバンバン入るんだから」

　美晴はちょっと興奮気味。

「その気持ち、わかるなぁ」

　真山さん、さすがだ。もしも私が客だったら、そんな商品を手にしてみたい。まさに、自分が欲しいものを考えた商品だった。

　リボンのアイデアくらいで褒めてもらったことが、恥ずかしくなった。創意工夫が、けた違い。

「さて、今日も忙しそうよ。頑張らなくちゃ」

「うん。美晴、また後で」

　美晴と別れた私は、福袋詰めをしている会議室に向かった。

「西里さん！」

　私が顔を出すと、すぐに社員の人から呼ばれる。

「はい。おはようございます」

「おはよう。ねぇ、リボン見たよ。頑張ったわね」

「ありがとうございます！」

　社員と派遣の間には、ちょっとした隔たりのようなものがあるけれど、こうして褒めてくれる人もいる。だけど、その一方で……。

「派遣がこんなことやると、社員もやらなくちゃいけなくなるのよ」

　私の横を通りすぎながら、ボソッとつぶやく人もいた。

　一気にテンションが下がる。すべての袋にリボンを付けるとなれば、手間も時間もかかるのは否定しない。だけど……少しでも東郷百貨店のためにと思ってやったことを、そう言われてしまうのは残念だった。

　とはいえ、派遣の立場の私になにか言えるわけでなく、今日担当する衣料品の袋詰めの作業に入った。

　袋詰めは集中力が必要だった。入れるものは、あらかじめここからひとつというように決められているのだけど、間違えてはいけない。それに、色が被らないようになどの細かな注意点もあった。

　衣料品はアクセサリーとは違い、意外と重い。できたものをいくつかまとめてバックヤードに運ぶ作業は、骨が折れた。

　商品搬送用のエレベーターは使えるものの、一度段ボールに詰めたものをワゴンに移し替えなければならない。腰を曲げたり伸ばしたりの作業は、かなり疲れる。

「お疲れさま」

　そこに現れたのは真山さん。

「お疲れさまです。昨日はごちそうさまでした」

「いやいや、あのくらい」

　私がお礼を言うと、真山さんが福袋に手を伸ばし始めた。

「私やりますから……」

「手伝うよ。今は人手が足りないから僕らもヘルプに回ってるんだ。それに西里さんに相談があってね」

「相談、ですか？」

　派遣の私に相談することなんて、あるのだろうか。

「うん」と言った真山さんは、私の向かいに立って福袋をワゴンに載せ始めた。

「実は、デザートのおせちというコンセプトで、正月用に準備した商品があるんだけど……」

「あっ、それ聞きました。真山さんが提案されたって」

　美晴が言っていたデザート重のことだ。

「そう。予定数が完売して、来年度は数を増やそうということになっているんだけど、それには今年の商品の評判が重要なんだ。中身は自信を持ってるんだけど、ラッピングがいまいち納得できなくて。これが見本なんだけど」

　彼は胸ポケットから一枚の写真を取り出した。

「おせちのように重箱を用意したんだけど、インパクトがあまりなくて……」

　そこに写っていたのは、シンプルな淡いピンクの重箱だった。

「シンプルなもののほうが後で再利用してもらえるのでは、という意見を採用したんだけど、正月だしなぁ」

　たしかにかわいらしい重箱だし、これなら後でお菓子や小物を入れたりして使い道がありそう。だけど、正月用の重箱であることを考えると、寂しい気もする。

「それで、西里さんならどうするかなと思って」

「私、ですか!?」

　私の意見を求められるなんてビックリ。まさか、こんなに重要な相談だとは思ってもいなかった。

「そう。とりあえずバイトにリボンは付けてもらった。だけど、もう少し工夫したい。明日引き渡しが始まるから、五百は今日中になんとかしたいんだ」

　今日中、か……。お正月、お正月……。

　ワゴンに載せる作業を一旦止め、考える。

「そうだ！」

　ひとつ案を思いついた。でも、『派遣がこんなことやると、社員もやらなくちゃいけなくなるのよ』と言われたことを思い出して、言い出せない。

「なにか思いついた？」

　真山さんが身を乗り出して、食いついてくるけれど……。

「いえ、なんでもない、です」

「ひらめいたって顔したよね。アイデア、もらえないかな。困ってるんだ」

　真山さんの手助けをしたい。だけど……。

「でも、今日中は難しいと思います。皆さん、今の仕事で手いっぱいですし……」

　美晴も忙しいと言っていた。引き渡しが始まるおせち売場は、これ以上仕事が増えたら困るだろう。

「僕がやるよ」

「えっ？」

「他の社員ができないなら、僕がひとりでも」

　心から東郷を愛している真山さんの言葉に気持ちが揺れる。私はたまらず口を開いた。

「お正月といえば、松竹梅、それに南天……。それらの造花を、ワンポイントで飾るというのは……」

　そこまで言うと、真山さんの目が光った。

「なるほど！　それひとつで、正月気分になれるかもしれないね。造花が手に入るか確認してみる」

「あっ、でも……コストが」

　造花にいくらかかるのかを知らない。せっかく売れているのに、利益を圧迫したら大失敗だ。

「いや。他の百貨店にはないことをしたい。手間やコストがかかっても、お客様に東郷で買いたいと思っていただければ、大成功だよ」

　真山さんは、私の心配をあっさり払拭してくれた。

「……はい」

　余計な提案かもしれないと心配したけれど、真山さんの迷いのない様子を見て、自信が持てた。

　福袋の作業は、終業時間まで続いた。もちろん営業しているわけだから、準備に係わることができる人数は限られている。それでも、間に合う目途はついた。

「お疲れさまでした」

　社員がひとりふたりと帰っていく。キリのいいところまで終わった私も、帰る準備を始めた。

　だけど……『ひとりでも』と言っていた真山さんのことが気になる。造花は手に入っただろうか。今、どこにいるんだろう。

　私は真山さんを探し始めた。

　こうした作業をする時は、使っていない会議室などを使用する。そのうちのいくつかに行ってみたけれど、どこも鍵が閉められていた。最後に一番小さい会議室に向かうと、電気が灯っている。だけどドアの近くまで行っても静まり返っていて、会議をしているという様子はない。

「失礼します」

　ドアをノックした後、そっと開けて覗のぞくと、予想どおり真山さんがいた。

「西里さん！　今朝はありがとう。シルクフラワーが手に入ったよ」

　彼の手には、二輪の小さな梅の花。

「わー、かわいい」

　たった二輪だけなのに、途端にお正月気分になれる。彼はそれをゴールドのシールで重箱に貼っていた。

「私も手伝います」

「いや、もうタイムカードを押したんでしょ？」

「そうですけど。でも、やりたいんです」

　時給はつかなくても、派遣でも……私だって東郷の一員だから。

「ごめん。すごく助かる。やっぱり皆忙しくてね。お願いしてもいい？」

　真山さんは少しホッとしたような顔をした。

「もちろんです」

　私は早速バッグを置き、彼の向かいに座った。

　ピンクの重箱には、赤いリボンが付けられている。今回は数も多いから、あらかじめリボン型に結ばれたものをシールで付けるタイプだった。これなら、慣れないバイトでもできる。

　真山さんが仕上げていた商品を参考に、同じように梅を付けていく。

「さすがだね、西里さん。作業が早い」

　真山さんのほうが手際がいい。だけど、褒められるというのは気持ちがいいものだ。

　ふたりで黙々と作業をするうちに、山になっていた重箱はあっという間に終わった。

「はぁー、終わったー」

　うーんと伸びをする真山さんの顔は、清々しい。私も疲れたけれど、やりきったという満足感でいっぱいだった。

「西里さん、ホントにありがとう。すごく助かった」

「いえ、お疲れさまでした」

　恐る恐るの提案だったけど、こうして自分のアイデアが形になると感激する。

「あと六百。この調子なら、間に合いそうだ」

「明日もお手伝いします」

「いや、それは悪いよ」

「やらせてください」

　仕方なくではなく、やりたかった。自分の手がけた商品が、その価値を増していくような気持ちにすらなれるから。

　それに、年末はいつもより多めのバイトが入っているものの、福袋のほうに借り出されている。おそらく真山さんは、またひとりでやるつもりだろう。それなら、ふたりでやったほうが早い。

「ありがとう。助かる」

　真山さんはにっこり笑った。

　片付けをして一緒に会社を出る頃には、時計は二十一時を指していた。

「残業させてごめん。しかも西里さんの業務外の仕事なのに」

「いえ、気にしないでください。お客様が喜んでくださる顔が目に浮かんで、ワクワクします」

　吐く息が白い。今日は特に冷える。

「西里さん、本当にデパートの仕事に向いているね。お客様の視点に立てるのは大切なことなんだ。必ず社員になってください」

「そうなるといいのですが」

　紹介予定派遣は、雇用主と派遣社員の双方が合意すれば社員となる。いくら私が希望しても、会社はどうかわからない。

「僕が推しておきます」

「それは心強いです。ありがとうございます」

　真山さんにそう言ってもらえるなんて、頑張ってきた甲斐がある。

「二日連続は、まずいですか？」

　彼は腕時計に目をやり、立ち止まった。

「なにが、ですか？」

「食事です。僕もひとり暮らしですから、どうせどこかで食べて帰ります。もし、西里さんさえよければ……」

「い、行きます！」

　こんなにうれしい申し出を断るわけがない。真山さんとまた一緒に食事できるなんて、信じられない。美晴のブーイングが、目に浮かぶけれど。

「それじゃあ、行きましょう」

　真山さんは、昨日とは違うお店に連れていってくれた。










正月は戦いです




　今日は大みそか。福袋の準備も無事に整い、予約分のおせちやデザート重の引き渡しも無事に終わり、当日販売も大盛況だったようだ。

「西里さん、本当に助かったよ。デザート重の評判も上々だ。来年もありますか？という問い合わせが、もうすでに何件か来ているよ」

　福袋の最終チェックをしていると、真山さんがわざわざ来てくれた。

「本当ですか！　真山さん、お疲れさまでした」

「西里さんも」

　ここ数日で、真山さんとの距離がぐーんと近づいた。もうあの作業がなくなってしまうのかと思うと、残念なくらいだった。

　今年の営業が無事に終了すると、社員が一斉に動きだす。あらかじめ用意されていた福袋のワゴンが出され、正月の飾りつけが始まる。

　作業が終わり各フロアで締めの挨拶が終わると、更衣室に向かった。明日も営業するのだから、正月気分に浸っている場合ではない。

「美晴、お疲れ」

　最後まで残っていた美晴と久々に顔を合わせて、労をねぎらう。

「思った以上に大変だったわ」

　おせち売場は当初の予想を超え、全体の売上は前年より十五パーセントも伸びたのだとか。真山さん考案のデザート重も、売上を牽けん引いんしたようだ。

「私もさすがに疲れた。でも、楽しかったよ」

「藍華は、本当にこの仕事に向いてるね」

「うん。楽しく働けてるかな」

　美晴の言うとおり、文具メーカーに勤めていた頃よりずっと大変だけど、ワクワクしながら仕事ができている。

「明日は、受付嬢は振袖かぁ。いいな」

　私が溜息をもらすと、美晴は大きくうなずいた。

　東郷の正月は、受付嬢が振袖を着て客を迎えると決まっている。

　私も着たかった、な。だけど仕方がない。私たちにはワゴンの補充という仕事がある。

「さ、今日は早く帰ろ。明日が終わればお休みよ」

　美晴はそう言うと、コートを羽織った。

　東郷百貨店は、毎年一月二日がお休み。だから一日の初売りは、かなりの客の来店が見込まれている。明日は忙しくなりそうだ。




　次の朝出勤すると、艶やかな振袖姿の受付嬢はもうすでにスタンバイしていた。仕事とはいえ、なかなか着る機会のない着物姿を披露できるのは、コスプレ好きとしてはうらやましい。

　私と美晴は、それぞれ催事と食品の福袋売場に配置された。

「さぁ、戦いが始まるわよ」

「戦いなんて、大げさだよ」

　気合の入った美晴を笑ったけれど、開店後すぐに美晴の言葉は現実となった。

「西里さん、ワゴン押さえて！」

　客を誘導していた社員から指示が飛ぶ。

　本当に戦いだった。すさまじい数の客が一気に押し寄せ、ワゴンのストッパーなんて、もはや少しも役に立たない。

「お客様、危ないですから押さないでください」

　社員が大声で注意するものの、誰も聞いてはいない。どこからか子供の泣き声が聞こえ、福袋の取り合いも勃発している。

「袋を開けないでください。レジはこちらです」

　ハッピを着た社員がメガホン片手に叫んでも、熱いバトルは収まらない。それどころか、どんどん客が増えて、満員電車のようだった。

「ここ、あとひとつしかないわ。西里さん、バックヤードにまだある？」

「はい。持ってきます」

　客の誘導をしていた社員に言われて、バックヤードに向かった。

　まさに〝走り回る〟という言葉がぴったりだった。着物姿でにこやかに微笑む受付嬢とは対照的な仕事をこなしていく。

　山のようにあったはずの福袋は、あっという間になくなっていった。私がリボンを付けたアクセサリーの福袋はかなり早く完売して、ひとりで頬を緩める。もちろん、中身のおかげなのはわかっている。それでも、苦労が報われた気がした。

「派遣の人で誰か……。あっ、西里さん、こっち」

　真山さんが突然やってきて、私を呼ぶ。

「はい。なにか？」

「ちょっと頼みたいことがあるんだ。西里さん、子供は好き？」

「……はい」

　いきなりなんだろう。

「迷子の数がすごくて、さばききれない。各売場で対処していると、迷子の世話に多数の社員が持っていかれる。だから一カ所に集めて対応することになったんだけど、社員はレジもあるし……お願いできないかな」

　迷子の相手をしろ、ということらしい。迷子センターのような場所を置くデパートもあるけれど、東郷は基本的に売場で迷子を預かっている。

「わかりました」

「すみません、ひとり借ります」

「はい」

　フロアの責任者に承諾を取った真山さんは、私を連れて走りだした。

「とりあえず、おもちゃ売場にふたりいる。あとは、本館二階と別館三階にもひとりずつ。申し訳ないけど、大至急」

「はい」

　真山さんと各売場に向かい、迷子を預かる。

「大丈夫だぞ。お母さんが来るまで、このお姉さんが一緒にいてくれるからね」

　真山さんは、泣いている男の子に優しく優しく話しかける。

　おもちゃ売場では、アナウンスを何度しても一向に迎えに来てもらえないという子もいた。

「八階の会議室が空いている。まだ他にも迷子がいるから、回収しながら向かう。この子たちをお願いできる？」

「わかりました」

　真山さんは、他の客に頭を下げながら足を速めて、あっという間に去っていった。

　私の周りには、三歳くらいから小学校低学年くらいの子供たちが四人。ひとりが泣きだすと、連鎖する。

「大丈夫だからね。お母さん、もうすぐ来るよ」

　だけどそんな慰めも、なかなか迎えに来てもらえない子供たちに効果はない。

「あの、この子も迷子みたい」

「ありがとうございます。お手数をおかけしました」

　また客がひとり連れてきてくれて、五人になった。

　客用のエレベーターは満員で、私はちょっと遠回りして商品搬入エレベーターに向かった。

　一番小さな女の子が、私の手をギュッと握りしめる。不安なのが、手に取るようにわかる。

「お名前言える？」

　かわいいワンピースを着ておめかしした女の子は、私の質問に首を振る。いつもなら言えるのかもしれない。だけど、不測の事態にそれどころではないのだろう。

　私は、自分が迷子になった時のことを思い出していた。最初は不安でいっぱいだった。だけど受付嬢が優しくしてくれたから、制服のかわいさに目を輝かせ、迷子を満喫するまでに至った。私もそうならなければ。この子たちにとって、東郷百貨店がイヤな思い出にならないように。

　とはいえ、子供たちを連れての大移動は大変だった。

「今から遊びに行きますよ」

　私の両手は取り合いになった。皆、不安で引っついてくる。

「上へ参ります」

　エレベーターに乗り込むと、子供たちの気を紛らわそうと声を上げる。まさかここで　〝エレガ〟ができるとは思わなかった。

「八階、遊びフロアです。お姉さんと遊びたい人は降りてください」

　エレガのことなんて知らないはずの子供たちも、不思議そうな顔をしつつも泣き止み、興味深々の表情で私を見つめる。

「こちらでございます」

　子供たち相手にエレガごっこ。これで制服なら最高だった。

「八階、遊びフロアはこちらです。……あっ」

　会議室に子供たちを誘導すると、そこに人影があった。

「はい、おもちゃ広場はこちらです」

　私のノリに合わせてくれたのは、真山さん。

　会議室に入ると、迷子がふたり、たくさんのおもちゃに囲まれて楽しそうに遊んでいた。

「おもちゃ売場から、サンプルの使い古しを持ってきてもらったよ」

「助かります」

　怪獣のフィギュアやままごとセット、着せ替え人形もある。

　私の手を握って離さなかった女の子が、人形めがけて走っていった。

「ひとり増えてるね」

　真山さんは苦笑している。

「はい。どの子も不安でソウソワしています。やはり、混雑する売場でじっと待っているのは無理だったかもしれません」

「そうだね。迷子の放送をすると、保護されていると安心して、かえって迎えに来ない人も中にはいるんだよ」

　そんなのひどい。子供たちはこんなに泣いているのに。

「はぁー」と思わず溜息をつくと、真山さんも「ちょっとひどいよね」とつぶやいた。

「親御さんはこちらに誘導するから、あとお願いしていい？」

「はい」

　真山さんは「内線二五二にいるから、困ったら呼んで」と慌ただしく去っていった。

　それから数分。初めてお母さんが迎えに来た。

「すみません」

　しきりに頭を下げるお母さんは、少しも泣いていない我が子を見て驚いている。男の子はサンプルの怪獣片手にニコニコ顔だった。

「行きますよ」

　お母さんが促しても、男の子は立ち上がらない。

「ダメ。まだ遊ぶの。怪獣倒してないもん」

「もう……」

　大きな溜息をついているお母さんは、福袋を抱えていた。

　このお母さんはすぐに迎えに来てくれて、よかった。今日は迷子になってしまったけど、また東郷に遊びに来てほしい。

「本当にありがとうございました」

「いえ。またのお越しをお待ちしております。バイバイ」

　男の子に手を振ると、怪獣を名残惜しそうに見つめながら手を振り返してくれた。

　それから迷子は増える一方だった。ピークの時は十人にもなった。

「絵本読みたい人！」

　なかなかお迎えに来てもらえない子は、遊びにも飽きてきた。希望する数人を集め、絵本の読み聞かせをした。

　なんとか他の人の手を借りることなく最後の迷子を送り出すと、ホッと気が抜けてしまった。子供たちと一緒の時は、楽しく盛り上げなくてはと気持ちを鼓舞させていた。だからか、想像以上に疲れてしまったようだ。

　散乱するおもちゃを片付けていると、真山さんがやってきた。

「西里さん、ごめん。手伝いに来るつもりだったけど、いろいろアクシデントが続いてしまって……」

「いえ。なんとかなりましたので、大丈夫です」

　真山さんも忙しかったに違いない。

「また残業させちゃったね」

　時計を見ると、もう二十時だった。

　今日は十八時までの勤務のはずだったから、かなりの時間オーバー。だけど真山さんも、私と同様、朝から働いている。

「気にしないでください」

　派遣の私でも、役に立てたかな？

「真山さん」

　廊下から真山さんを呼ぶ声がする。

「はい、ここです」

　大きな声で返事をした真山さんは、「本当にありがとう」と私に手を差し出した。

「はい」

　思わず差し出された手を握ってしまってから、ちょっと後悔した。だって、憧れの人にまともに触れて、うれしさのあまり心臓が止まってしまいそうだったから。

　握手ひとつで舞い上がってしまった自分が恥ずかしくなり、私はダッシュで会社を出た。

　家に帰っても胸の高鳴りが収まらない。

　なんとか静めようと、走り回ってパンパンになった足を投げ出しソファに座る。その時、バッグの中のスマホのバイブ音に気がつき、慌てて手に取った。真山さん、だ。

　さっきの手の感触が残っている私は、再びドクドクと激しくなり始めた鼓動に気がつきながら、ボタンを押した。

「はい、西里です」

『あー、つながってよかった』

　第一声はそんな安あん堵どの声。

『帰りに捕まえようと思ったんだけど、いつの間にかいなくなっちゃったから』

「……すみません」

『いや、実は渡したいものがあって』

「渡したいもの、ですか？」

　なんだろう。心当たりがない。

『今、マンションの下にいるんだ』

「えっ！」

　驚いて二階の窓から顔を出すと、スマホを耳にあてた真山さんが見える。

『ちょっと、いいかな』

「は、はい」

　慌てて部屋を飛び出し、階段を駆け下りた。

「西里さん、家まで押しかけてごめんね」

「いえ。どうしたんですか？」

　真山さんのたくましい手が視界に入り、さっき触れたことを思い出して、伏し目がちになってしまう。

「実は、これ」

　真山さんは、持っていた東郷の紙袋を私に差し出した。紙袋の中を覗くと……。

「デザート重？」

　彼と一緒に付けた梅の花が見える。

「そう。西里さんのおかげで、お客様の反応も上々なんだ。僕もサンプルとしてひとつもらったんだけど、甘いものをこんなには食べられそうになくて、これは西里さんに」

　彼は照れくさそうに笑みを浮かべる。

　このためにわざわざ？

「……いいんですか？　ありがとうございます」

　すごく気になっていた商品が、こうして手に入るなんて思ってもいなかった。美晴が、今年は売れすぎて社員も買えないと言っていたのに。

「西里さん、実家に帰省する？」

「いえ、お休みは明日だけですので、ひとりでのんびりです」

　実家は新幹線で二時間かかる。泊まりでないと大変だ。

「それじゃあ、初売り行かない？」

「初売り、ですか？」

　東郷の初売りは今日だったけど……。

「他のデパートに偵察に行くんだ。偵察とはいえ、ちょっと楽しみだけどね。もしよければ、だけど」

「行きます！」

　東郷百貨店は一日に営業して二日が休業。だけど、他のデパートは逆が多い。これも、東郷の戦略のひとつらしい。

「それじゃあ、ランチを一緒に食べてからどう？　朝イチはすごい人で疲れるから」

　苦笑する彼も私も、開店時のあのすさまじい戦いを知っている。

「はい。うれしいです」

『うれしい』は余計だったかな。だけど、真山さんと一緒に出かけられるなんて、夢のよう。

「じゃあ、十一時頃迎えに来るよ。今日はゆっくり休んで」

「ありがとうございます。真山さん、お疲れさまでした」

「お疲れさま、おやすみ」

　真山さんのうしろ姿を見送っていると、振り向いて手を振ってくれた。

『上がってお茶でも……』と言いたかったけど、さすがにそこまではできなかった。こうして家まで訪ねてきてくれただけで、心が躍る。

　部屋に戻ると、デザート重をテーブルに置いて眺める。私の提案した梅の花がアクセントになっていて、大変だったけれど頑張ってよかったと思う。

　記念にスマホで写真を撮った後、ちょっと緊張しながらリボンをほどく。

「うわ、ホントに豪華」

　バウムクーヘン、マドレーヌ、チョコチップクッキーに、ウエハース。重箱から溢れそうなくらいに詰められた焼き菓子は、どれも地下のデザート売場の主力商品。普段ならひとつずつだと買いにくい商品が、これならお試しで食べられる。

　大きなサブレを一枚、早速食べてみる。甘さ控えめで、いくつでも食べたくなるおいしさだった。

　このデザート重をきっかけに、商品を気に入ってもらえれば、各店舗の今後の売上増につながるかもしれない。きっと真山さんにはそんな考えがあるのだろう。

　やっぱりあの人はすごい。あんなふうに仕事ができるようになりたい。

　サブレ片手に、東郷の社員になってバリバリ働く自分を想像する。もちろん、真山さんと一緒に。







第三章










偵察デート




「まずい」

　翌朝、枕元のスマホを確認して、飛び起きた。目覚ましをかけていたのに、しっかり止めてある。寝すぎてしまったらしい。

　真山さんが迎えに来るのは十一時なのに、もう十時。慌てて顔を洗い、クローゼットを開く。

　どうしよう、なにを着ていけばいいだろう。

　デパートで働き始めたばかりの私は、いつも上質なスーツを着ている真山さんとは違い、たいして上品な洋服を持っているわけではない。だけど、今さら取り繕っても仕方がない。

　しばらく悩んで、ツイードの膝丈フレアスカートと、白のタートルネックセーターにした。これに、Ａラインのダウンコートを羽織れば、寒さ対策も万全なはず。

　ランチに誘われているのだから、こんな時間に朝ごはんを食べるというわけにもいかず、またデザート重に手を伸ばした。

「これをひとり占めできるなんて、ホント贅ぜい沢たく」

　今度は、ずっと気になっていた抹茶シフォンをひと口頬張る。この調子で食べていたら、太ってしまいそう。だけど、どれもおいしくて幸せな気分に浸ることができた。

　真山さんが言うとおり、デパートは〝夢〟を買う場所なのかもしれない。

　お正月でもなければ、こんなに豪華なお菓子の詰め合わせを自分で買ったりはしない。手土産にすることはあっても、自分の口に入る機会は少ない。

　結局、十一時少し前にすっかり準備が整い、コートまで羽織って、真山さんを待つばかり。だけど、仕事ではないのに真山さんに会えることで、緊張がピークに達していた。だって、デートみたいだもの。

　もちろん真山さんにそんなつもりがないことはわかっている。〝偵察〟なわけだし、こうして誘ってもらえるのも、残業のご褒美だろう。

　手に汗握りながらソワソワして待っていると、テーブルの上のスマホが震えた。

「もしもし」

　すぐに出てしまって恥ずかしい。まるで、待ち構えていたみたい。

『西里さん、おはよ。いや、こんにちはだね』

　相変わらず優しい声。

「こ、こんにちは」

『今、下まで来てるんだけど……』

「あ、はいっ！　すぐに行きます！」

　しまった。テンションが高すぎたかもしれない。電話を切ってから後悔したけど、彼に会いたいと、はやる気持ちが抑えられない。家を出て階段を駆け下りると、彼が笑顔で迎えてくれた。

「お待たせしました」

「じゃあ、行こうか」

　真山さんは黒いダウンコートに、細身のジーンズという服装。スーツ姿しか見たことがないから、なんだか意外だったけれど、カジュアルな洋服もよく似合っている。

「ランチ、僕の知っている店でもいい？」

「はい。私、あまり知らなくて……」

　ランチが楽しみという女子も多い。だけど、コスプレひと筋の私は〝食べる〟より〝作る〟だったから、おいしい店をあまり知らない。

「僕も知らないよ。ほら、仕事人間だし？」

　真山さんはおどけたように言って、クスッと笑う。

　私にしてみれば、仕事人間というよりは情熱溢れる人だと思う。

　彼は、五駅向こうの駅で電車を降りると、裏通りに入っていく。

「あそこ。同期に教えてもらったんだけど、すごくうまいんだ」

『リアン』という名の店は、小さいけれど客でいっぱいだった。

「いらっしゃいませ。あけましておめでとうございます」

　店主らしき人が、笑顔で私たちを迎えてくれる。

「おめでとうございます。正月から大盛況ですね。席、空いてますか？」

「えぇっと、カウンターでもいいですか？」

　店内を見渡したけれど、他は空いてない。

「西里さん、いい？」

「はい、もちろん」

　そうは言ったものの、カウンターということは、真山さんとの距離が近い。緊張する…。

「あら、公きみ孝たか君じゃないの」

　トイレのほうから歩いてきた、とてもいかつい体をした人が、真山さんを見つけて声をかけてきた。間違いなく男の人だと思うけど……濃すぎるピンクの口紅と、整いすぎた眉に目が釘くぎ付けになる。

　唖然としていると、真山さんは丁寧に頭を下げた。

「あけましておめでとうございます、早さ乙おと女め様」

「あらー、ここでは百ゆ合りちゃんでしょ？」

　百合、ちゃん？　やっぱり……オネエ？

「あはは。そうでした」

　真山さんは苦笑しているものの、彼女のほうはまったく気にしている素振りもない。

　どういう知り合いなんだろう？

「ちょっと、彼女できたわけ？」

　血走る目でギロッと睨にらまれてドキッとする。

「いえいえ。同僚ですよ。西里さん、こちら、うちのお客様で早乙女様」

　真山さんに紹介され、慌てて頭を下げる。

「いつもありがとうございます。西里です」

「西里さん、下の名前は？」

「藍華、です」

「それじゃ、藍ちゃんね。それで公孝君は、正月早々、口説くわけね」

「えっ!?」

　早乙女様の発言に、私が驚いて目を見開くと、真山さんは苦笑している。

「違いますよ」

「はいはい。仕方ないわね、お邪魔虫は消えるわ。藍ちゃん食べたら報告しなさいよー。あっ、私なら今日でもオッケ」

　とんでもないことを口にしながらも、平然とした顔をした早乙女様は「じゃあね」と大きな体を揺らしながら去っていった。

「えぇっと……全然悪い人じゃないんだ。うちの大切なお客様で、客だからって横柄な態度をとるわけじゃないし、けっこういろんなことをきちんと考えてる人で……」

　真山さんが困った顔をして懸命に言葉を探しているから、おかしい。

「ただ、ちょっとストレートすぎるから、初めてだとビックリだよね」

　たしかにストレートな人だった。

「大丈夫です。ビックリはしましたけど、楽しそうな方ですね」

「うんうん。楽しいのは保証する」

　私にメニューを差し出した真山さんは、クスッと笑った。

「それに……ちょっと当たってるしね」

「え？」

『当たってる』って、なにが？　真山さんの言葉に首を傾げたけれど、「さぁ、なににする？」とはぐらかされてしまった。

　メニューの写真はどれもおいしそうで、すぐには選べない。厨ちゅう房ぼうから漂ってくる少し焦げたような匂いも、食欲を誘う。

「オススメは、牛ホホ肉のシチューかな。お肉がトロトロで、口の中で溶けるんだ」

　私が迷っていると、アドバイスをくれる。

「じゃあ、それにします」

「気に入れば、また来ようよ」

「はい！」

『また来よう』って、誘ってもらえた？　いや、社交辞令かな……。いろいろ考えて、勝手に心を躍らせる。

　真山さんは、白身魚とホタテのグリルを注文した。

「休みの日までごめんね」

「いえ。予定もありませんでしたから、うれしいです」

　たとえ予定があったとしても、真山さんと一緒にいられるほうを選んだかもしれない。それくらい、誘ってもらえたのはうれしかった。

「ついでと言ってはなんだけど……初売りの帰りに、制服を見に来ないかな、と思って。イヤだったら断ってくれて――」

「いいんですか!?」

　真山さんの言葉の途中で、思わず身を乗り出す。興奮のあまり、大きな声が出た。

　いよいよこの日がやってきた！　ずっと楽しみにしていたのだから、断るわけがない。

「あはは。西里さん、本当にうちの制服が好きなんだね」

「あっ……」

　しまった。この調子では、いつか制服フェチだとバレてしまいそう。

　高鳴る気持ちを抑え、こっそり深呼吸する。真山さんとこうして食事できて、制服まで見られるなんて、今日はなんて最高の日なのだろう。

　それからすぐにやってきたビーフシチューは、彼の言うとおり噛かむ必要がないくらい牛肉が柔らかく、大満足のひと品だった。

「真山さん、常連さんなんですか？」

「うん。実は実家にひとりで住んでいて、食事はここにお世話になることが多いかな」

　彼は少し寂しげな顔をして、そう口にした。

「ひとりで？」

「父はもうずいぶん前に亡くなっていて、兄弟もいなくてね。寂しいものだよ」

　お母様が亡くなったのは聞いていたけど、ひとりきりだなんて知らなかった。

「お父様も……」

「うん。なんというか、もういい歳だしひとりで不自由はしないんだけど、いざという時に頼れる人がいないというのは、心細いものだよ」

　これだけしっかりした真山さんが、誰かに頼るというようなことはないのかもしれない。それでも、そういう安心感が欲しいというのにはうなずける。

　実家に父も母も健在の私ですら、たまらなく寂しい夜もある。そんな時はいつも、家族の声に助けられてきた。

「母を亡くしてから、家族っていいものだなとしみじみ感じてる。特に、東郷に来てくださる家族連れのお客様を見るとね」

　彼は目を伏せ、悲しげな表情を見せる。

「そう、ですね」

　私も、父や母と手をつないで東郷百貨店に行っていた頃のことはよく思い出す。だけど、真山さんはいつも素敵な笑顔を向けてくれるから、そんな寂しい思いを抱えているなんて、意外だった。

　リアンを出ると、いざ出陣。さらに二駅電車に乗り、ライバルデパートの初売りへ向かった。

　少し遅めに来たというのに、正面玄関はかなりの人で溢れている。福袋の紙袋をいくつも持った人もいるし、どこかへ慌てて走っていく人も。

「うわ、すごい」

「ホントだね。僕たちはいつもあちら側だから、客としての戦争はなかなか新鮮」

　クスッと笑う真山さんは、混雑する入口を抜けるとエスカレーターに向かった。

「催事場、行ってみようか」

「はい」

　福袋が集められた催事場は、東郷同様、まるで満員電車のようだった。昨日、押されるワゴンを必死に支えていたことを思い出す。

「キャッ」

　私たちの後からも、人の波が押し寄せる。そして、商品めがけて容赦なく突進してくるから、転びそうになった。

「大丈夫？」

「はい……」

　真山さんが私の腕を掴つかんでくれたおかげで、なんとか転ばずに済んだものの、他の客のパワーに圧倒される。

「こっち」

　腕を掴んだままの真山さんは、催事場の一番端に私を誘導した。彼に触れられている部分が、熱を帯びてきて鼓動が速まってしまう。そして、離れていった手を寂しく思い、ひとりで頬を赤らめた。

　東郷百貨店より少し規模の大きいこのデパートの初売りは、いつもニュースに取り上げられる。

「すごい人……」

　思わず漏らした言葉に、真山さんが反応した。

「そうだね。大盛況だ。ここは、新しいブランドを積極的に取り入れて成功したんだよ。他のデパートが思いきった改革をできなかった時代に、一気に客をかっさらっていった」

　たしかに、この辺りではここにしかないブランドショップが多数あると聞く。

「同じことをしても追いつけない。東郷は東郷なりの戦略を練らないとね」

　彼は一瞬鋭い目をして、仕事の顔になった。

「はい」

　そのひとつが、デザート重だったのかもしれない。デザート重に参加した店はこのデパートにもある。だけど、各店舗の代表作を少しずつ集めた商品は、東郷にしかない。

「西里さんって、Ｓサイズだよね」

「えっ？　そう、です」

　突然サイズを聞かれて驚いたけど、その理由はすぐにわかった。

「ここにいて。ひとつ取ってくる」

　真山さんはあっという間に人の波に呑まれていく。

　数分後、戻ってきた彼の手には紙袋が握られていた。「負傷したよ」と笑う彼の手の甲にはひっかき傷があり、驚いてしまった。

「大丈夫ですか！」

「平気、平気」と苦笑する彼は、「これ、買ってくる」とレジに向かう。彼の手に握られているのは、婦人物の衣料品の福袋だった。

「待ってください。これ……」

『婦人物ですよ？』と言いそうになって口をつぐむ。そんな基本的なことを間違えるわけがない。おそらく中身の偵察だろう。

「私が買いますから」

　福袋にはＳサイズと書かれている。中身を確認した後、私にくれるつもりなのかもしれない。

「なに言ってるの。僕が西里さんを無理やり連れてきたんだから。悪いけど、少し待っててくれる？」

　いくら私が買うと言っても、彼は折れないだろう。それなら……。

「私も一緒に並びます」

「いいよ、いいよ」

「でも、婦人物片手にレジに並ぶ真山さん、変ですよ？」

　そう言うと、真山さんは「それもそうか」と笑い、隣に並ぶことを許してくれた。

「毎年買ってるんですか？」

「いや、初めてだ。去年までは営業本部じゃなかったからね。だから、西里さんがいてくれて心強い。実はひとりで来る勇気がなかったんだよ」

　屈託のない笑顔を私に向けてくれる彼は、仕事の時よりずっと優しい顔をしている。

　それから十五分ほど待って、やっとレジにたどり着いた。

「一万八百円になります」

　福袋にも、やはり消費税。この八百円のせいでおつりを必要とする客が出てきてしまい、レジ待ちの列を長くしている気もする。おつりを出すというわずかな時間も、塵ちりも積もれば山となる。

「もう脱出しようか」

　背の高い真山さんは、頭ひとつ抜けている。でも私は、人の波にもみくちゃにされ、クタクタだった。

「あーっ、髪が……」

　催事場から脱出する時、チラッと鏡に映った自分の姿に唖然とした。肩下十五センチほどあるストレートの髪は、念入りにトリートメントして整えてきたのに、ぼさぼさになっている。

「乾燥してて静電気もすごいね。でも、この髪きれいだから、大丈夫だよ」

　彼はそう言いながら私の髪を手で数回撫でるから、途端に鼓動がうるさくなる。

　きっと直してくれただけ。でも……その優しい触れ方が、まるで愛しい人の髪に触れているかのようで、顔が真っ赤に染まってしまった。

「エレベーターに突入するから、手を握ってもいい？」

「えっ？　……はい」

　彼は私の返事と同時に、手首をギュッと掴んできた。でも、こうしていなければはぐれてしまいそうなほどの人の数だった。

　エレガがいなくなってしまったエレベーターは、ぎゅうぎゅう詰め。ブザーが鳴り、乗れない人が出るほどだった。

「ちょっとごめん」

　真ん中辺りに立った真山さんは、私の腰に手を回し、自分の体に寄りかからせてくれた。それは、うしろの人の大きな紙袋が、私に思いっきり当たっていたからだ。

　それでもこんなに密着すると、緊張のあまり倒れそうになる。

　途中で乗り降りはあったものの、満員なのには変わりなく、そのまま一階にたどり着いた。

「はー、なかなかすごかった」

　私の手を握ったままエレベーターを降りた真山さんは、平然とした顔をしている。対照的に私は、まるで抱き寄せられたかのようなあのひと時に照れてしまい、顔を上げられない。

　やっとのことで外に出ると、晴れ渡っているものの、空気が冷たい。

「うーん。空気がうまい」

　空を見上げた真山さんは大きく深呼吸した。本当に、空気がおいしい。あの人混みの中では、まともに酸素を取り込めた気がしなかった。

「冷えますね」

「そうだね。雪が降りそうだ」

　雪が降ると、途端に出足が鈍る。小売業は、天気も味方につけないと大変だ。

「付き合ってくれてありがとう。中身の詮索をするんだけど、一緒に見てもらえないかな。やっぱり、女性物は女性の意見がないと。男の僕があれこれ言っても説得力に欠ける」

　彼は少しおどけた様子でそう口にした。

「はい」

　私も中身が気になる。東郷となにが違うのか、興味深々だった。

「それじゃ、家に来てもらってもいい？　制服もあるから」

　制服！　いよいよ憧れの制服と対面できる。抑えきれないほどの喜びが湧き上がってきた。

　再び電車に乗り込むと、私の家の最寄り駅から二駅先まで行き、駅前から続く長い坂道を歩く。ここは、閑静な住宅街。大きな家だらけで圧倒される。

「ここなんだけど、散らかってるかも」

　真山さんはポケットから鍵を出すと、大きな一軒家に入っていく。

「えっ、こんなに大きな家なんですか？」

　純和風の二階建ての家は、庭まであって風情がある。てっきりマンションに住んでいるものだと思っていたから、かなりの衝撃だった。

「代々ここに家があってね。親父が立て替えたから、家はわりと新しいんだ。さぁ、どうぞ」

　彼に促された私は、緊張しながらブーツを脱いだ。

「おじゃま、します」

　真山さんは私を南向きの和室に案内すると、ヒーターのスイッチを入れてくれる。そして、部屋の真ん中に置かれているこたつのスイッチも入れてくれた。

「寒かったでしょ。温まって」

「こたつ、懐かしいです」

　実家にはあるけれど、今のマンションにはない。

「そうだよね。ひとり暮らしだと部屋も狭くなってしまうから、持ってる人も少ないのかな」

　たしかにそうかもしれない。こたつは魅力的だけど、部屋が狭いと足の踏み場がなくなってしまう。

「私、こたつに入ると、つい寝ちゃうんです」

「あれ、西里さんも？　僕もよくここで朝まで」

　クスクス笑う真山さんは、「中身見てみて」と福袋を私に渡して、別の部屋に行ってしまった。

　福袋に手をかけながら、キョロキョロ見回す。窓の近くの畳は、少し日焼けしているもののまだ新しいし、柱は太くて立派。こんなに大きな家だと思っていなかったから、余計に緊張してしまう。

　興奮しっぱなしの気持ちを落ち着けるために、大きく深呼吸してから福袋を開ける。大きな紙袋にパンパンに詰まっていた中身は……。

「あっ、ダウンだ」

　これだけで一万円の元は取れそうな、ロング丈の白いダウンコート。

「このセーター、使えそう」

　今度目に入ったのは、黒いタートルネックのセーター。シンプルなセーターは、使い回しができそうで、ポイントが高い。それから……。

「やっぱりダウンか。あ、コーヒーどうぞ」

　真山さんがコーヒーを持って入ってきた。

「すみません。ありがとうございます」

「いえいえ。お砂糖とミルクいる？」

「いえ、大丈夫です」

　真山さんからコーヒーを受け取ると、冷えた手をカップで温めた。

「このボリュームからしてダウンだと思ったけど、なかなかよさそうだ」

　真山さんはダウンを手にすると、すぐにタグを見ている。

「これが目玉かな。有名ブランドのものではないけど、おそらく最初は四万はしたんじゃないかな」

「四万、ですか。かなり頑張ってますね」

　私も福袋を詰めていて驚いた。東郷の福袋も、昨日まで倍以上の値段だったものをポンポン詰め込んでいたからだ。

「売れ残るよりはいいからね。来年に持ち越すにも、倉庫代がバカにならない」

　だから、基本的に売り切ったほうがいいらしい。

「このセーターも使いやすそうです。だけど、他は色が……」

　コートとセーター以外は、好みの分かれそうな色のものだった。他にはスカートと靴下が入っていたけど、赤やオレンジといった派手なものばかり。

「色は好きずきだけど……コートが気に入れば、元が取れた感じだね」

「そうですね。これで一万なら満足かもしれません」

　目玉商品が使いやすい色でよかった。

「うちのほうがちょっと負けてるなぁ。メーカー協賛品も多そうだ」

　福袋にはメーカーが在庫処分をしたくて、安く売ってくれるものも入っている。さらには、最初から福袋用としてコストダウンして作られたものもある。

「ですが、このセーター、アクリルです」

　東郷の福袋にもセーターは入っていたけど、ウールだった。

「西里さんなら、どっちがよかった？」

「うーん。正直こっちのほうが……」

　いつの間にか、真山さんとふたりだけの福袋会議が始まっていた。

「あと、あのレジ待ちがうんざりしたので、ちょうど一万にしたらどうかと思いました」

　それならおつりを出す手間が省けて、レジ待ちの時間短縮につながるはずだ。

「なるほど」

「あっ、すみません。私、売上達成の大変さも知らないのに……」

　ただの派遣社員が、こんなに意見を言うなんておこがましいとハッとした。真山さんにつられて勝手に口が動いてしまった。

「なに言ってるの。すごくためになるよ。一万にするというアイデアは採用だよ。実は僕も、並んでてうんざりした」

　クスッと笑った真山さんは立ち上がった。

「ごめん。コーヒー冷めたね」

　私も真山さんもコーヒーの半分も飲んでいない。話が始まったら、ふたりとも没頭してしまった。彼の仕事に対する情熱は、気持ちいいくらい熱い。

「淹いれ直してくる」

「すみません」

　真山さんがキッチンに行ってしまうと、途端にソワソワし始めた。福袋の中身の吟味が終わってしまった今、残るは制服との対面のみ。むしろそれがメインイベントの私は、緊張を隠せない。

「お待たせ」

　再び真山さんがやってきて、湯気の立つコーヒーを私の前に置いてくれた。

「ありがとうございます」

「西里さんと話してると、時間が経つのも忘れちゃうな」

「私もです」

　仕事の話とはいえ、楽しくて仕方ない。

「これ、一回本部に持っていくけど、気に入ったものは西里さんにあげるよ」

「いえ、真山さんが買ったんですから」

「だって俺、着ないだろ？」

　おかしそうにクスクス笑う真山さんは、とても優しい目をしている。そんな彼が『俺』と言ったのを聞いて、一瞬心臓がドクンと跳ねた。ずっと『僕』だったから。

「それじゃあ、遠慮なくいただきます」

　真山さんとこんなに楽しい時間を過ごして、お土産付きなんて、得した気分。

「さて、仕事の話はこの辺にして、制服持ってくるよ」

　彼が立ち上がると、再び激しく心臓が打ち始めた。

　真山さんの足音が、二階に上がっていく。いよいよだ。しばらくすると、今度は、トントントンと軽快に階段を下りてくるのが聞こえて……。

「お待たせ」

　彼の手には、二着の制服。あぁ、これだ。写真でしか見たことがない、紺のワンピース。

「素敵」

　今は退職の際に制服も回収されてしまうけれど、昔はこうして手元に残してある人もいるとは聞いた。

「もう古いけど、母が大切に保管してたから、一応状態はいいと思うよ。こういうのって、売りに出すとマニアがそこそこの値段で買うらしいね」

「そりぁ、もちろん！　あっ……」

　興奮して、大きな声が出てしまった。だけど、買えるものなら多少高くても欲しいのが制服フェチの本音だった。

「あはは。ホントに好きだね」

　恥ずかしくなってうつむくと、「よければ着てみる？」という天の声が聞こえたけれど……。

「いえいえ、着るなんて、そんな」

　こんなに大切なものに手を通すなんて、恐れ多い。だけど、本当は着てみたくてたまらない。

「こんなに好きなんだから、母も西里さんならＯＫって言ってそうだ。サイズも大丈夫そうだし……。着替え、隣の部屋を使って？」

　真山さんはふすまを開け、制服を持っていく。

「着替えたら見せてね。俺も東郷百貨店の歴史に、興味深々」

　私を隣の部屋に誘導した彼は、「じゃあ」とふすまを閉めた。

　どうしよう。うれしいやら恥ずかしいやらで、自分の気持ちが混乱中。でも、せっかくだし……ね。

　自分にそう言い聞かせて制服を手に取ると、緊張のあまりに手が震えている。東郷の制服のコスプレは何度もしてきたけど、真山さんの言うとおり、本物の制服には東郷百貨店の歴史が刻まれている。

　まずは濃紺のワンピース。隣の部屋に真山さんがいることも手伝って、緊張がピークに達する。それでも着てみたいという欲求には勝てず、着ていた服をためらいながら脱ぎ、ワンピースに袖を通す。

　体の線に沿ったデザインで、サイズが心配だったけれど、まるで私のもののようにぴったりだった。それなのに、型紙が工夫されているのか、動きは妨げられない。こういうところが、素人の私の作品とは違う。

　そして、なんといっても白い丸襟。これが清楚なイメージを印象づけている。赤いエナメルベルトもきちんと残されていて、最後にそれを締めると、気持ちまで引き締まる気がした。

「着替えた？」

　隣の部屋から真山さんの声がする。

「……はい」

　恥ずかしかったけど、ゆっくりとふすまを開けた。

「おぉ！　古い形だと思ってたけど、意外と新鮮。それに、西里さんに似合ってる」

　私の頭からつま先まで舐なめるように視線を這はわせる彼の前では、恥ずかしくて顔を上げられない。

「ありがとうございます」

　それでも、感極まって泣きそうだった。私はこの制服に憧れ、これを着ることを目標に頑張ってきた。そう思うと、まるで夢が叶ったかのようだ。

「スマホ持ってる？　写真撮ってあげるよ」

　彼の言葉に、ギクッとして緊張が走る。公園でコスプレした時のことがバレたのではないかと思ったからだ。だけど、写真は欲しい。

「お願い、します」

　断るのもおかしいと思い、バッグの中からスマホを取り出して真山さんに渡した。

「はい、笑って」

『笑って』と言われても、緊張しすぎて笑えない。

「そういえばデザート重、食べた？」

「はい。すごくおいしかったです！」

　――カシャ。

「いい笑顔いただき」

「あ……」

　私を笑わせてくれたんだ。簡単に引っかかった私は、思わずクスッと笑ってしまう。

　――カシャ。

「もう一枚」

「ありがとうございます」

　少し緊張の緩んだ私は、彼からスマホを受け取ると、早速撮ってもらった写真をプレビューした。

「すごい。感激です」

　隣の部屋には鏡がなく、自分の制服姿を見たのはそれが初めてだった。だけど、感激のあまり涙目になってしまって、顔を伏せる。

「そんなに喜んでもらえるなんて、なんだかこっちが申し訳ないよ」

　そして真山さんは、「もうひとつも着てごらん？」と勧めてくれる。

　隣の部屋に戻った私は、興奮が収まらないまま、もう一枚の制服を手にした。

　それは、鮮やかな水色の半袖ワンピースだった。首元が開襟で、ちょっと懐かしさを感じるようなデザインだけど、それがまたいい。スカートはタイトで膝上の長さ。おそらくミニスカートが流行った頃のものなのだろう。仕上げに、きれいに畳まれていた赤いスカーフを首元に巻いた。この制服姿のエレガの写真を見たことがあるけれど、彼女たちは横でリボン結びしていた。だから私も……。

「どうでしょうか……」

　今度は着替えると、自分からふすまを開けた。

「これはまた……」

　真山さんに見つめられると、照れくさくてたまらない。しかも今度は彼が立ち上がり、近寄ってきたから慌てた。

「すごく、きれいだよ」

「あ、ありがとうございます」

　一瞬、沈黙が流れる。恥ずかしくて顔を上げられない私は、彼が今、どんな表情をしているのかわからない。

「抱きしめたくなるほど、きれいだ」

「えっ？」

　彼の発言に驚いて視線を上げると、ちょっとバツの悪そうな顔。私はエレベーターの中のことを思い出して、顔から火が噴き出しそうになった。

「なに言ってるんだろうね、俺。西里さんがあんまりきれいだから……。それにしても、お袋もこうやって働いてたんだな」

　感慨深い様子の真山さんを見て、迷ったけれど着てよかったと思う。でも、鼓動が速まったまま収まりそうにない。

「それじゃあ、写真、いくよ」

　さっきと同じように私のスマホを構える真山さんは「ほら、顔が硬い」と私を笑顔にさせる。数枚シャッターを切った後、スマホを私に手渡した。

「うれしい……」

　真山さんの撮った写真は、公園で会ったあの時と同じように、全身のものと上半身のものがある。これで、東郷百貨店の制服を着るという長年の夢が叶った。

　派遣としてしか係わることができていないけれど、こうして制服を着られたことで、いっそう仕事への気持ちが高ぶる。きっと正社員になってみせる。

　気持ち新たに自分の服に着替えて再び戻ると、真山さんはこたつに入っていた。

「寒いだろう？　こっちにどうぞ」

　真山さんは私に向かいを勧める。

「ありがとうございます」

　隣の部屋は冷えた。だけど、心はホカホカだった。

「そういえば、前の写真はどうしたの？」

「前、の？」

「うん。公園で撮った……」

　再び写真を見ようとスマホを操っていた手が、完全に止まった。やっぱり、バレてる……。

「なんの、ことでしょう……」と言いながらも、だんだん声が小さくなる。

「公園で俺が写真撮ったの、西里さんだよね。すごく似合ってたよ」

　どうしよう。どうやって言い訳しよう……。通常、制服を借りることなんて絶対にできない。あれは私ではないと言い張るしか、ない。だけど、『私ではありません』という嘘うそがどうしても言えない。心臓がドクドクと激しく暴れ始めて、破れそうだ。

「制服、どうしたの？　受付に誰か友達がいる？」

「いえっ、あの……」

　人生最大のピンチがやってきた。

「あのロケーション、すごくよかった。うしろに東郷の本館がばっちり入るし、パンフレットに載せたいくらいだ」

「あっ、えっと……」

　そんなに褒めてもらっても、かえって困る。マックスだったテンションが、一気に下がる。

「どうしたの？　元気、ないね。西里さん、受付じゃないから気がつかなかったけど、どこかで会った人だと思ってたんだよ。でもあの姿、凛々しくてホントにきれいだったな」

　真山さんはあの時のことを思い出しているのか、柔らかい笑みを見せるけれど、私は一気に地獄行き。

「あの……ごめんなさい」

　このスマホには写真が残っているし、ここまではっきりと思い出されてしまっては、もう隠し通せない。

「ごめんなさいって？」

「私、東郷百貨店の受付嬢に憧れて、実は自分で……」

〝制服に憧れて〟ではなく、〝受付嬢に憧れて〟にしてみたけど、あながち嘘ではない。

「自分？　自分でって、まさか作ったの？」

　私は小さくうなずいた。

　真山さんとこうしてお近づきになれて、仕事への熱意にも好感が持てて……。話も合うし、もしかしたら素敵な恋でも始まらないかしら、なんて淡い希望を抱いていたのに、これで終わった。いや、それどころか、勝手に制服のレプリカを作ったなんて、きっとクビ。

　うつむいて、彼の次の言葉を待つ。少し寒いくらいなのに、手は汗でびっしょりだった。制服を着せてもらえたと、浮かれている場合ではなかった。

「それは、すごいね。自分で作れるのもすごいし、そこまでして受付嬢の気分を味わいたいなんて情熱を持った人、他にはいないよ」

「えっ？」

　予想外の発言に驚いて顔を上げると、彼は私を見つめてニコニコ顔。

　あれ、怒られて、ない？

「そっか。ラッピングの技術も感心したけど、もともと手先が器用なんだね。これはますます将来有望。衣料品売場なんかでも活躍できそうだ」

『活躍できそう』って、私、まだ東郷で働かせてもらえるの？

「あの、私……クビじゃ……」

　恐る恐る聞いてみると、彼は不思議そうな顔をして口を開く。

「クビ？　こんなにいい人材をクビにするわけないだろ？　制服だって、まぁ勝手に作ったかもしれないけど、別にそれを着て悪いことをしたわけじゃないよね」

「もちろんです。外で着たのはあの時だけで……」と言いつつ、受付嬢気分で写真を撮ってもらったなんて、やっぱり恥ずかしい。

「それならＯＫ。西里さんが制服を作ったことは、俺の心の中だけにとどめておくよ」

「ありがとう、ございます」

　深々と頭を下げると「とんでもない」とまた笑う。

「よければその制服、持って帰って？」

「えっ、これ、ですか？」

　ハンガーにかけて鴨かも居いにつるしてある制服に目をやって尋ねると、彼はうなずいた。

「うん。ふたつとも」

　これは、真山さんのお母さんの形見なのに。

「そんなことできません。こんなに大切なものを私が持ち帰るなんて」

「大切だからだよ。残念ながら、俺には価値がわからないんだ。西里さんなら、大切にしてくれるでしょ？」

「もちろんです！」

　もちろん、一生大切にする。レプリカですら、時々クローゼットから出してシワになっていないか確かめ、防虫剤と除湿剤を欠かすことなく置いているのに。でも……さすがにお母さんの制服をいただくなんて、図々しい。

「でもやっぱり、お母様の大切な形見ですから、この家に置いておいてください」

「そっか……」

　真山さんはコーヒーをひと口飲むと、私をじっと見つめる。

「それなら、またここに来てくれないか？」

　それは、どういう意味？

　私が首を傾げると、真山さんは再び口を開いた。

「いや、見たくなったらいつでもどうぞ。それより西里さん、まだ時間ある？」

「はい。特に予定はありません」

「それじゃあ……」と彼は立ち上がり、部屋を出ていく。

　いったいどうしたのだろう。

「これ、昨日手に入れたんだ」

　すぐに戻ってきた真山さんが東郷の紙袋から取り出したのは、重箱だった。おせち、だ。

「昨日は走り回った疲れが出たのか、帰ってきてすぐに寝てしまって、箸がつけられなかったんだ。もしよければ、正月気分を一緒に味わわない？」

「いいんですか？」

　おせちなんて、実家を出てから食べた記憶がない。ひとりで作る気にもなれないし、おせちよりおいしいと思うものはたくさんある。だけど、正月気分に浸るには、やっぱりおせちが一番だ。

「餅もあるんだけど、焼こうにも網がなかった……。これだから男のひとり暮らしは」と彼は自嘲気味に笑う。

「あの、電子レンジとオーブントースター、ありますか？」

「うん。全然最新式じゃないのなら」

　真山さんの言い方がおかしくて、思わず吹き出してしまった。

「それなら、焼けますよ。キッチンをお借りしてもいいですか？」

「もちろんいいけど、レンジとオーブン？」

　不思議そうな顔をする真山さんに案内されたキッチンは、きれいに片付いていた。というか、あまり使った形跡がない。自分ではほとんど作らないのだろう。

　餅を受け取ると、まずは電子レンジで温める。柔らかくなってきたところで取り出し、今度はパンを焼けるくらいの小さなオーブントースターに入れて、再び熱する。

「へぇー、餅は網だと思い込んでた。あ、膨らんできた」

　しきりに感心している真山さんは、オーブントースターを覗き込んでいる。

「出来上がりです」

　海の苔りを巻き、しょうゆをかけて出来上がり。ふっくらと膨らんで、なかなかうまい具合に焼き上がった。

「西里さんの手料理まで食べられるなんて、なんて贅沢な正月だ」

　彼は餅の乗った皿を持ち、にっこり笑う。

「あはは。私はお餅を焼いただけですよ」

「いや、西里さんに作ってもらったことに意味がある」

　お餅と豪華なおせちなんて、ひとりでは絶対に用意しないだろう。でもまさか、真山さんと一緒に正月気分を満喫できるとは、思ってもいなかった。

「後で送っていくから、ゆっくりしていって？」

　帰りの心配までしてくれるなんて、本当に優しい人。

「そんなこと、気にしないでください。ひとりで帰れます」

「まさか。誘っておいて、そんなことできないよ。それとも、泊まっていく？」

「えっ！　と、泊まって……。い、いえっ」

『泊まっていく？』という言葉に思いっきり動揺して、お茶を吹き出しそうになった。

　そんな私とは違い、彼は「それは残念」とマイペース。単なる部下に親切心で言ってくれたに違いないのに、私ったら……。

「さぁ、どうぞ」

「はい。それでは、遠慮なくいただきます」

　箸を手にしたものの、未だ激しい鼓動が収まらず真山さんの顔をまともに見られない。必死に平常心を保ちながらそう言うと、彼もまた箸をおせちに伸ばす。こうして同じものを突っつくなんて、彼は平気かもしれないけど、私は緊張で手に汗握る。

「有名な料亭のものも販売したけど、これは東郷オリジナル。価格は抑え気味でも、ブランド店に負けないおいしさを目指したんだよ」

　これがオリジナル？　さぞかし立派な料亭のものだとばかり思っていたのに。

「食べて感想を聞かせてほしいな。来年に生かしたいんだ。実はチェックのために、一番小さいのをいただいたんだ」

　小さめだけど、おそらく買えば一万は超えるだろう。そんなおせちを味わえるなんてラッキーだと思ったものの、来年の売上に直結するかもしれない味見は、責任重大。背筋をピンと伸ばして気持ちを引き締めると、その様子を見ていた真山さんがすごくおかしそうに笑う。

「ごめん、ごめん。リラックスして？　試験じゃないんだから」

「はい、すみません」

　ひとりでこんなに張り切って、恥ずかしい。頬がジワジワと赤らむのを感じてうつむくと、彼は「実は僕もデパートのおせちは久しぶりすぎて、よくわからなくてね」とつぶやく。

「そうなんですか？」

「そうそう。ひとりになってからは、おせちというものを一度も食べてないよ」

　私と一緒だ。

「意外です。真山さんは毎年食べていらっしゃるのかと」

「いやいや、全然。ほら、ファーストフードのほうがおいしいと思う時期もあるだろう？」

　もしかしたら、今もそうかもしれない。わざわざ高いお金を出して、食べようとは思わない。

「だけど、逆に考えると、そこにビジネスチャンスがあると思うんだ」

「なるほど」

　真山さんの深い思考に驚かされる。売上を伸ばすには、今まで買わなかった人を取り込むことも重要なポイント。そのひとつが、デザート重だったのかもしれない。おそらく、若い女の子が手にしたはず。

「だから、率直に意見を聞かせて？　難しいことを聞きたいわけじゃないんだ」

　私のようにいつもはおせちを口にしないひとり暮らしのＯＬが、どう感じるかを言えばいいのなら、難しくはない。

「わかりました。役に立たないかもしれませんが……」

「大丈夫。客の意見をどう商品に反映させるかは、俺の腕の見せ所だよ？　なんて、偉そうなこと言ってみた」

　真山さんと話していると楽しくて、自然と気持ちがリラックスしてくる。

「それでは、真山さんに尻拭いしていただくということで、私はおいしくいただきます」

「まずいな。大きなこと、言いすぎた」

　穏やかな時間が流れる。ひとり暮らしを始めてから、こんなに笑顔になれたのは初めてかもしれない。

「見た目は、本当に美しいですね」

　盛りつけは言うことなし。お正月らしく、金粉まで使われている。定番の数の子や田作り、黒豆に昆布巻きはもちろん入っているし、エビも大ぶりだ。薄切りだけどアワビらしきものも見える。

　私は最初に、黒豆に手を伸ばした。

「私、黒豆大好きなんです。これ、すごくおいしい」

　ひどく甘すぎるものもあるけれど、これはあっさりしていて食べやすい。

「薄味じゃない？」

　真山さんも同じように黒豆を食べ、問いかける。

「うーん。そう言われるとそうかもしれません。若い人は、濃い味のほうを好むかも」

　そうは言ったものの、私はこの味を気に入った。

「そうだね。好みの問題かな？」

　その後も勧められるままに少しずつ堪能して、お餅も平らげてしまった。

「すごくおいしかったです。ごちそうさまでした」

　今までおせちを敬遠していたことを後悔した。やっぱり、私たちのようなＯＬには高いものだけど、それだけの価値があるように感じる。

　向かいに座る真山さんは、よく食べる。だけど、決してガツガツしているわけではなく、食べ方はこの家に似合って上品だった。

「うん。なかなかだった。改善点があるとすれば……」

『仕事バカ』と彼は言うけど、そのとおりかもしれない。常に商品のこと、東郷のことを考えている。だけど、それをイヤだとは思わない。

「若い層へのアピールが足りないかもしれないな。実はこのサイズ、ひとり暮らしの人をターゲットにして導入したんだけど、『別に食べなくてもいいや』って言われたらそれまでだしなぁ」

　今までの私のよう。食べてみてもらえれば、来年も買ってもらえるだけの魅力ある商品でも、まずは買ってもらえるきっかけが必要だろう。

「もっと気軽に、おせちを食べてみようと思える魅力が欲しいな」

　真山さんは腕組みをして考え始めた。

　デザート重は、若い年代をターゲットにして成功した。あんなふうに、魅力あるおせちにするには……。

「そうだ！　組み合わせが自由にできるようにしたらどうでしょう。料理ひとつひとつに値段をつけて、好きに選べるようにするんです。こういう定番の和食の他に、たしか洋食や中華もありますよね」

　やはり好き嫌いはあるもの。どうせなら、好きなものをたくさん食べたい。

「なるほど！」

　真山さんの目が輝く。

「でも、手間がかかりますよ、ね……」

　私の思いつきは、いつも余計な仕事を作ってしまう。社員に睨まれても文句が言えない。

「それはそうだけど、バイトを製造ラインに増員すればできるかもしれない。ナイスアイデアだ」

　褒められて恥ずかしくなった私は、顔を伏せた。

「すみません。派遣の分際で」

「いや、西里さんにはどれだけ助けられたか。ワクワクしてきた。早速、企画書を書くよ」

　私のアイデア採用は、真山さんの中では決まりらしい。

　自分の提案が、大好きな東郷百貨店の商品になるかもしれないなんて夢のようだ。欲を言えば、これで受付ができたら最高だけど。

　その後もおせちについて語り合い、遅くなってしまうと、真山さんが車を出すと言ってくれた。

「福袋は一旦会社に持っていくから、その後渡すよ」

「本当にいただいていいんですか？」

「そうしてもらえると助かる」

　彼の車は、ネオンの煌めく街並みを駆け抜ける。いつも見る風景なのに、いっそう輝いて見えるのは、隣に素敵な男性がいるからかもしれない。

　電車と徒歩だと二十分以上はかかるのに、十分もかからず、マンションに着いて驚いた。

「わざわざありがとうございました」

　お礼を言って車から降りると、彼も降りてきた。

「今日は楽しかったよ。付き合わせてごめんね」

「いえ、私も楽しかったです」

　とうとう制服に対面できたばかりか、試着してみるという経験までできた。制服のレプリカを作っていることはバレてしまったけれど、特に変な人とも思われなかったようだし、なにより彼とこんなに長く話せたのが幸せだった。

「それじゃあ、おやすみなさい」

「西里さん」

　小さく頭を下げると、彼が私の名を口にした。

「……はい」

　顔を上げて彼を見つめると、すこぶる真剣な顔つきで私に視線を絡ませる。

「俺、実はずっと西里さんのことばかり考えてる。……好き、なんだ」

「えっ？」

　今、なんて言ったの？

「こんなに楽しく時間が過ごせる人に、初めて出会った。俺……西里さんに惹かれてる。西里さんのことをもっと知りたい」

　彼の透き通った瞳に吸い寄せられる。その瞳に自分が映っているのだと思うと、胸の奥がギュッと締めつけられるように苦しくなる。もちろん、イヤな痛みではない。もしかして、これが……恋、というもの？

　一度も誰かに恋をした経験のない私には、この胸の痛みが恋心だと確信が持てない。

　彼はたしかに憧れの人だったけれど、自分とは違う世界の人、だったというか……。そんな彼に告白されるという事態に至るとは、想像すらしていなかった。

「もし西里さんに想う人がいないなら、付き合ってくれないか」

　男らしくきっぱりと口にした彼は、緊張で震えそうな私から視線をそらさない。

　私に〝想う人〟がいるとすれば、それは間違いなく彼だ。会社で彼の姿を見かけるたびに胸をときめかせ、話しかけられると緊張で手に汗握り……。それでも、話していると楽しくて仕方がない。そして……こうして告白されて、うれしくてたまらない。

　やっぱり、私……彼に、恋してる。

「あのっ……」

　声が上ずって、その先の言葉が続かない。

「俺、知ってのとおり仕事バカだけど、できる限り西里さんとの時間をとるつもりだ」

　仕事バカは私も同じ。彼と東郷の未来について語るのが楽しくてたまらないもの。

「真山さんと東郷百貨店のことを話すの、私も楽しいです」

「ホントに？」

　彼は驚いたような声を上げる。

「だから、真山さんと一緒にいられたら……うれしい、かも」

「それじゃあ？」

　私はコクンとうなずいてみせた。すると……。

「あっ……」

「ごめん。もう抑えられない」

　気がつけば彼に腕を引かれ、胸の中に収まっていた。エレベーターの中の控えめな手の添え方とは違う。私の背中に回った彼の力強い腕は、私を捉えて離さない。

「今日一日、ずっと我慢してた。こうしたくてたまらなかった」

　制服を着てみせた時、彼は『抱きしめたくなるほど、きれいだ』と言ってくれたけど、あれはもしかして本心だったの？

「藍華、さん」

「えっ？」

「そう、呼んでもいいかな」

「……はい」

　さらに力がこもる。彼に『藍華』と呼ばれるだけで、胸の奥がたちまち疼うずきだして、自分でもどうしようもなくなってしまった。

「俺、突っ走ってるな……。藍華さんのこと、なにも考えずに抱きしめたりして」

　ゆっくり私を解放した彼は、肩に手を置いたまま少しバツの悪そうな顔をしている。

「いえ。あのっ……はい、大丈夫です」

　そう言いながらも、胸の高鳴りを抑えきれない。憧れの制服を着ることができて、憧れの人から告白されて……今日は今までの人生の中で最高の一日だった。

「実は、初売りの偵察は口実だった」

　彼は恥ずかしそうに口にした。

「口実？」

「うん。偵察しないといけないとは思っていたし、福袋を手に入れるつもりだったのは本当だけど、藍華さんと正月を一緒に過ごしたかった。制服を見においでというのも、実はもっと一緒にいたかったから」

　正直な人。だけど、私と一緒に過ごしたかったと言われて、うれしくないわけがない。

「でもあの制服姿、本当にきれいだった」

　彼はあの時の光景を思い出したのか、うっとりした目で私を見つめる。

「いえ。あの……」

「藍華さんの制服姿、破壊力抜群だった」

「はか、い？」

　どういうこと？

　首を傾げると、彼が「理性が崩壊しそうだった」とつぶやくから、思わずうつむいた。

　なんだか会社の真山さんと違う。こんなこと絶対に口にしそうにない人だと思っていたのに。でもそれは、私を〝女〟として見てくれている証なのかもしれない。

「一番欲しいものが手に入るなんて、正月から最高だ」

　真山さんは少し照れくさそうに微笑み、ほのかに私たちを照らし続ける三日月を見上げた。空気が澄んでいるせいか、くっきりと浮かび上がっている月は、私たちの幸せを祝福してくれているかのよう。私も幸せな気持ちで満タンだった。

　そして、彼の『一番欲しいもの』という言葉に、完全に打ちのめされてしまった。そんなに大切に想ってくれていたなんて、幸せすぎて泣きそうだった。

「ごめん。俺、舞い上がりすぎて変だ」

　真山さんは気まずそうにつぶやくけれど、舞い上がっているのは私も同じ。

「いえ。私も、うれしいです」

「ありがとう」

　彼は再び私を抱き寄せ、「ふーっ」と大きな溜息をついた。

「名残惜しいけど、今日はこれで。今度の休み、デートしてくれる？」

「はい、もちろん」

「電話する」

　真山さんは私がマンションに入るまで見送ると、帰っていった。

「ちょっと、どうしよう」

　まさか、あの真山さんの彼女になれるなんて。美晴の情報では、真山ファンは東郷の至る所にいるらしい。だけど、彼の彼女になれるのはたったひとり。それが私だなんて、今でも信じられない。

　シリアスなサスペンスドラマが放送されているテレビをつけてみたものの、まったく集中できなくて、勝手に頬が緩んでくる。

「夢じゃない、よね？」

　真山さんがくれたデザート重が、テーブルの上に置いてある。それに手を伸ばして、チョコレートタルトを取り出し、口に入れた。

「やっぱりおいしい。大丈夫、夢じゃない」

　ほろ苦い大人の味で人気のあるそのチョコレートタルトは、初めて食べた。タルトを食べながら思い出すのは、真山さんの笑顔。

　今まで自分のことを『僕』と言っていた彼が、『俺』と言っていた。それに、仕事のできる紳士的な上司だと思っていた彼の〝男〟の部分を垣間見れた。素の姿を見たようで、彼との距離が一気に縮まった気がする。

　正月早々、おいしいデザートと立派なおせち……そして、素敵な彼氏を手に入れた。最高のスタートだ。

　その日は、興奮でなかなか寝つけなかった。










初めてのキス




「おはようございます」

　一月三日の東郷百貨店でも、福袋争奪戦は続く。

　ロッカーに行くと、少し疲れた顔をした美晴が着替えを済ませたところだった。

「藍華、おはよ。元気だねー。私、一日で疲れちゃって、昨日はずっと寝てたわよ」

　元旦はただでさえ忙しいのに、パート職員の休みが多く、私たち派遣はフル稼働。

「食品売場、忙しかったんだね」

「そりぁもう、人、人、人よ！　レジの行列は閉店まで続いたわ」

　美晴は食品売場の福袋販売のヘルプに入っていたけれど、東郷の食品福袋はお得感満載だと評判で、毎年かなりの人が押し寄せるらしい。

「そっか、お疲れ」

　私もすぐに着替えを済ませ、美晴を人気のないバックヤードに連れ出した。

「美晴、あのね……内緒にしといてほしいんだけど」

「どうしたの？　まさか辞めるなんて言わないわよね」

「言わないわよ」

　たしかに過酷な労働環境かもしれないけど、楽しくてたまらないのだから。

「それじゃあ、なに？」

「うん。私、真山さんと……」

「真山さんがどうかした？」

　そこまで言っても、美晴は気がつく気配もない。〝まさか〟だろう。

「付き合うことになった」

「はぁっ!?」

「ちょっと。声が大きいよ」

　慌てて美晴の口を押さえると、彼女は目を見開いている。

「ホントなの？」

　真山さんと一緒に残業をしていたことは、美晴も知っている。食事に連れていってもらったことも。

「うん。昨日、他のデパートの初売りに誘われて、それで――」

　美晴も私が制服フェチだとは知らない。制服を着せてもらえたことは省いて、事の成り行きを大まかに話した。

「あの真山さんがついに落ち着いたか……。知らないぞ。嫉妬だらけだよ、きっと」

「ちょっと、脅さないでよ」

　そうは言いながらも、クスクス笑う美晴は「よかったね」と喜んでくれている。

「それじゃ、今日も張り切っていきましょうか」

　美晴も元気が出たようだ。私たちは、それぞれの持ち場に向かった。

　催事場に向かうと社員が配置につきつつあった。開店まであと十分。福袋のワゴンの用意はできている。

「西里さん、ちょっと」

「はい」

　バックヤードで在庫チェックをしていると、真山さんがやってきた。上司の顔をした彼はいつ見ても凛々しくて、ドキドキする。スーツ姿は様になっているし、忙しいはずなのに表情には余裕を感じる。

「悪いんだけど、今日も迷子をお願いできないかな？　会議室は確保してあるし、おもちゃも」

「はい。わかりました」

　今までとまったく変わらない様子の真山さんに、ちょっと寂しさを覚える。

　彼は私に会議室の鍵を預けると、すぐにどこかに行ってしまった。

　まだ開店前の静かなバックヤードを通り会議室に向かうと、大量のおもちゃと絵本が用意されていた。今日も元旦に負けないくらいの来客が予想されている。また迷子が出るだろう。

　おもちゃの整理をしていると、すぐに売場の社員が迷子を連れてきた。

　その日の迷子は、午前中の二時間だけで八人もいた。両親が探して見つけた場合を除くから、実際はもっとすごい数のはず。

　そして十三時が過ぎた頃、真山さんがやってきた。

「西里さん、十番どうぞ」

〝十番〟というのは、東郷では昼休憩のこと。

「でも……」

　私の代わりがいない。子供たちを放っておくわけにはいかない。

「俺が代わるから」

「真山さんが？」

　私が驚くと、彼は笑ってうなずいた。

「大丈夫。こう見えても子供は得意分野」

　立ち上がった私の耳元で囁く彼は「さぁ、遊ぶぞー」と子供たちの輪に入っていく。

　そういえば、初めて会った時も泣いている子を慰めてあげていたっけ。子供好きなんて、ますます好感度が上がる。

　私は、子供たちと遊び始めた真山さんに小さく頭を下げて、会議室を出た。

　昼休憩は基本一時間。だけど、真山さんのことを考えると少しでも早く戻りたい。近所のコンビニでサンドウィッチを買って、あの公園のベンチでパクパク口に入れる。缶コーヒーで無理やり流し込んだからか、味もよくわからない。それほどお腹が減っていたわけではないけれど、もう休憩はとれそうにない。夜まで体力がもつように、食事をとっておくのも大切なこと。

　食べ終えると、公園から急いで戻る。東郷の周辺道路は、大きな福袋を抱えた人たちでごった返していた。

「お疲れさまです。代わります」

「えっ？　まだ二十分しか……」

　小走りで帰ってきたせいで息を切らせている私に、真山さんは驚いたような顔をする。

「真山さんもお昼まだでは？」

　食べている間に気がついた。十三時だったから、彼はランチを済ませてきたものだと思っていたけど、きっとそうではない。上司といえど、自分が率先して走り回る人だから。

「まぁ、ね。だけどお昼はなしでも、大丈夫だから」

「ダメですよ。まだまだこれからが勝負です。これ」

　一方的にコンビニの袋を手渡すと、シャツの袖をまくり上げた彼の筋肉質な腕が目に入り、胸がドクンと音を立てた。

「それじゃあ、折り紙しようか」

　顔が火ほ照てるのを感じながら、なんでもない顔をして、彼の代わりに子供たちの輪の中に入る。

　袋の中には、私が食べたものと同じサンドウィッチとブラックコーヒー。たくさん食べる彼には、絶対に足りない量。だけど、ゆっくりランチなんてできないだろう。少しだけでも食べてほしい。

　私が遊び始めると、彼は小さく手を上げて出ていく。

　職場に恋人がいるって、いいかもしれない。彼の顔を見るだけで、頑張る気力がわいてくるから。

　十八時を過ぎると、来客数も落ち着いてきた。だけど、まだ迷子がひとり残っている。

　ひとりだけになってしまった五歳の女の子は、今にも泣きそうだった。次々と仲間がいなくなるのだから、心細いに決まっている。私は、彼女を膝に乗せて絵本を読むことにした。

「むかしむかし、あるところに……」

　お話が好きだったその女の子は、すぐに物語の世界に引き込まれニコニコしだしたから、ホッとした。そして、物語がちょうど終わる頃、やっとお母さんがやってきた。

「すみません。ありがとうございました」

「いえいえ。とってもいい子にしてましたよ」

　迷子全員を保護者に引き渡せたことで、気が抜ける。

　業務延長を言い渡されているわけではないけど……もしかしたらまだ迷子が来るかもしれない。散らかったおもちゃを片付けながら、しばらく待つことにした。

　すると数分後、真山さんが顔を出した。

「お疲れさま。あとは各売場でなんとかできそうだし、今日は上がってもいいよ」

「はい。お疲れさまでした」

〝上司〟の真山さんに頭を下げると「うまかったよ」と声が聞こえた。

「サンドウィッチ、ありがとう」

　彼の笑顔には本当に癒やされる。笑顔を見るだけで幸せな気持ちに浸れるなんて、おかしいかな？

「真山さん、まだお仕事ですか？」

「そうだね。残念だけど、まだ帰れそうにない」

『残念』というのは、私と一緒に帰れなくて、ということ？　勝手にそう解釈をして、頬を赤らめる。

「無理、しないでくださいね」

「藍華さん、ありがと」

　最後に恋人の顔になった彼は、そう言い残して忙しそうに去っていった。




　それから数日、少しずつ客足も普段どおりに戻ってきた。だけどその間、真山さんと会社で何度も顔を合わせたものの、デートは叶わなかった。

　やっと木曜になって休みが取れると、出勤している真山さんに、なにかしたくなった。

　これからもこうして休みがすれ違うだろう。仕事も忙しく残業も多い彼と、会社帰りにデートするのも難しい。でもそれを嘆いているばかりでは、私たちはダメになってしまう。そう考えた私は、ひとりの時間を楽しみつつ、真山さんのためにできることを考えた。

「お料理、頑張っちゃう？」

　洋服作りは得意だけど、特に料理が得意というわけではない。それでも、毎日外食だという彼に、なにか家庭的な料理を作ってあげたい。

　きっと地下の惣菜のほうが何倍もおいしい。そういったものを試食している彼に、私の料理なんてと思ったけれど、コンビニのサンドウィッチをあんなに喜んでくれたのだから、頑張れば絶対に食べてくれる。

　インターネットであれこれ調べて悩んだ結果、中華を作ることにした。

　自転車で十分ほどのスーパーに、買い出しに向かう。こんなにウキウキした気持ちで買い物をするのは初めてかもしれない。

「ちょっと買いすぎちゃった……」

　重すぎる買い物バッグを持って帰ると、さっそく調理を開始した。

　作るのは、エビチリとマーボーナスと青梗菜の炒いためもの。

　真山さんが何時に帰ってくるかはわからない。出来上がったものを弁当箱に詰め、彼の家まで持っていくつもりだった。

　まずは、エビの下ごしらえから。プリプリの食感にするには、卵白で膜を作るといい。

　豆とう板ばん醤じゃんを使うのは、久しぶり。うまくできるか心配だったけれど、部屋中ににんにくの香ばしい匂いが漂い始め、ちょっと楽しくなってきた。好きな人のために作る料理は、こんなにテンションが上がるものだとは知らなかった。

「上出来」

　出来上がったエビチリを試食すると、けっこういける。マーボーナスも青梗菜も、満足いく仕上がりだった。

　最後に、ご飯をチャーハンにすることにした。炒める前に、ご飯と生卵を混ぜておくのがポイント。こうすることで、ご飯全体に卵のコーティングができて、パラパラに仕上がる。さすがにチャーハンはいつも作っていることもあって、なかなかの出来だった。

　大きい弁当箱がなくて、プラスチック製の容器に分けて入れると、真山さんにメールをしたためた。

【お疲れさまです。会社を出る頃に連絡をください】

　夕食を作りました。と書こうとしてやめた。サプライズにしておこう。

　ソワソワしながらメールを待っていたけれど、二十時を過ぎても返信がない。忙しいから仕方ないといくら思っても、彼からのメールが待ち遠しくてたまらない。

　結局、なにも手につかなくなって、テーブルに置いたスマホを眺めて溜息をつくばかり。〝仕事バカ〟でも……そんな彼が素敵だと思ったけど、もう挫折？

　いけない。こんなことを考えていたら、本当に破局してしまう。まだ始まったばかりなのに。

「ラッピング……」

　なにかして待っていようと思ったものの、今からミシンを引っ張り出す元気はない。それならとパソコンを立ち上げ、いろいろなラッピング方法が載っているサイトを探し出し、練習することにした。いつか役立つかもしれないと思ったからだ。

　新聞広告を包装紙に見立てて、家にあるものを包んでみる。どんな形でもひととおり包めるようにはなっていたけど、まだまだバリエーションが少ない。

「これは時間がかかりすぎ」

　忙しい時には無理だと思うものもあったけれど、ちょっとしたひと手間で美しく見える包み方も発見した。

　ラッピングに没頭して三十分。突然スマホが震えた。それは、真山さんからの電話だった。

「もしもし」

『ごめん。メールくれてたのに気がつかなかった』

　彼の声を聞けただけで、不安だった気持ちが一気に晴れる。

「いえ。お仕事終わりましたか？」

『うん。もう帰れそうだ。それより、なにかあった？』

「えっと……」

　あなたのために頑張ってみました。とは、照れくさくて言えない。

「今から家に行ってもいいですか？」

『もちろんいいけど……俺が行くよ。もう遅いから心配』

「いえ、そんなわざわざ」

　勝手にご飯を用意しておいて、疲れている彼に来てもらうなんてあり得ない。

『あはは。藍華さんに会いたいんだ。わざわざでも』

　クスクス笑う彼は、『すぐ行くから』と電話を切った。私はといえば、スマホを手にしたまま、耳まで真っ赤。『会いたい』と言われただけなのに。

「私、経験なさすぎ」

　真山さんに出会ってから、ドキドキすることばかりだ。

　学生時代に、デートのまねごとのようなことをしたことはあった。だけど、一度会っただけでそれきりになってしまった。その人とは、どうしても性格が合わなかった。互いの趣味や嗜し好こうが、まったく違ったから。

　その後勤めた文具メーカーはおじさんばかりで、恋愛対象になる人も見当たらなかった。だから、この歳にしてエッチの経験もない。

　ちょっと待ってよ？　真山さんがここに来る？

　急に冷静になった私は、部屋を見渡した。一応、掃除機はかけてあるけれど……。散らかっていたキッチンを慌てて片付け始める。洗い物は済ませてあったけど、所々汚れている。

　掃除に没頭し始めると、あっという間に時間が過ぎてしまう。フキンを洗っていると、玄関のチャイムが鳴って驚いた。

　時計を見ると、彼との電話から三十分が過ぎている。いけない。真山さんだ。なにかを始めると没頭してしまう癖を直さなければ。

　急いで濡ぬれた手を拭き、玄関を開けると……。

「遅くなってごめん」

　そこには、息を切らせた真山さんの姿があった。

　もしかして、走ってきてくれたの？

　大切にされていると感じて、自然と口元が緩む。

「いえ。来てくれてうれしいです。あっ……」

　思わず声を上げたのは、彼が私を抱き寄せたから。

「藍華さん不足だった。会いたかった」

　会社でクールに立ち回っている彼は、プライベートではこんなに甘い。

　突然のハグに驚き、直立不動になってしまったけれど、仕事のことだけでなく私のことも気にしていてくれたのだと思うと、うれしくてたまらない。

　本当に、私の彼氏なんだ。

　今さらだけど、そんなことを思って幸せな気持ちに浸った。

「やっと、抱きしめられた。ずっと我慢してたんだ」

　私をそっと解放した真山さんは、少し照れた笑顔を見せる。彼のストレートな言葉に恥ずかしくなり、視線を合わせられなくなった。

「あの、散らかってますけど、どうぞ」

　頬が赤く染まるのを感じながら、うつむいて彼を促す。彼を部屋に入れるのは初めてのこと。鼓動はさらに速まり、収まる気配がない。

「お邪魔します」

　１ＤＫの我が家は、玄関のドアを開けると小さな玄関ホール。正面の扉の向こうが、八畳ほどのダイニングキッチン。その奥が寝室にしている四・五畳の洋室で、ベッドだけで満タンになっている。決して広くはないけれど、ひとり暮らしには十分で、交通の便もよくて気に入っている。

「あっ……」

　ダイニングに置いてあるテーブルの上の散らかりように唖然とした。キッチンの片付けに必死になって、すっかり頭から抜けていた。

「ごめんなさい。すぐに片付け――」

「藍華さん、すごい」

　置きっぱなしにしてあった、ラッピングの練習に使った広告を彼が手に取る。

「いえ、すごくは……」

　こっそり練習しようと思ってたのに、恥ずかしい。

「デパートの仕事をこんなに好きでいてくれて、俺もうれしいよ」

　頬を緩める彼を見て、もっと頑張ろうと思う。彼が喜んでくれると、私まで気持ちが高揚する。

「もっとうまくできるようになりたくて。あの、狭くてすみません」

　広告を片付けながら、彼をソファに誘導する。だけど、立派な真山さんの家を思うと、あまりに狭くて恥ずかしい。ブラウンのソファも、やっとふたり座れるくらいの大きさしかない。

「ひとりなんだから当然だよ。俺も大阪時代は、１Ｋだったんだ。玄関入ったらベッドが見えて。寝に帰るだけだったから、十分だったけど」

　彼はそう言うと、クスッと笑った。

「真山さん、大阪には希望されて？」

「あぁ、まぁ、いろいろあってね」

　少し困った顔をした彼を見て、聞いてはいけなかったかもしれないと口をつぐんだ。

「これは？」

　真山さんがテーブルの上の料理に気がつき、指差した。

「あの、真山さんの家に持っていこうと思って……」

「作ってくれたの？　それはうれしい。藍華さんがご飯まだだったら、食事にでも誘おうと思ってたんだよ」

　彼が大げさなほどに喜んでくれる。

「よければ、食べてください」

「もちろん！」

　容器に詰めたものの、再びお皿に出してレンジで温め始めた。

「作り立てじゃないですし、おいしくなかったらごめんなさい」

「いや、すごくいい匂い」

　テーブルの上にいっぱいに並んだ料理に目を輝かせる彼は、きちんと「いただきます」と手を合わせてから、最初にエビチリに箸を伸ばした。

　彼がエビを口に運ぶ様子を、固唾を呑んで見守る。口に合えばいいけど……。

「うまい！」

　地下のおいしい惣菜を何度も食べたことがある彼に褒められると、ちょっと恐縮してしまう。

「このエビ、プリプリ」

「ありがとうございます」

　下ごしらえを頑張った甲斐があった。

「藍華さん、料理うまいんだね」

「いえ、そんなことは」

　よかった。好きな人が喜んでくれるのは、やっぱりうれしい。

「あっ……」

　ふたり同時に青梗菜に手が伸びて、慌てて手を引く。すると、「気が合った」と笑う彼は、私の取り皿に青梗菜を乗せてくれた。

「ありがとう、ございます」

　彼の使った箸が自分の食べる料理に触れただけで胸を高鳴らせているなんて、子供のようだと自分でも思う。それでも、初めて〝彼氏〟ができた私には、それくらいドキドキする瞬間だった。

　普段はさほど食べない私も、彼につられて箸が進み、他の料理もあっという間に食べ終えてしまった。お腹が満タンで苦しいほど。

「ごちそうさま。まさか藍華さんの手料理が食べられるなんて、思ってもいなかったよ。仕事を頑張ってよかった」

　これくらいのことで喜んでくれる彼を見ていると、もっと頑張ってみようと思う。

「いえ。真山さん、舌が肥えていらっしゃるでしょうし……」

「俺のために作ってもらえるなんて、贅沢だ。どんな高級料理よりおいしいよ」

「そう言っていただけると……」

　あまりに褒めるから恥ずかしくなってうつむくと、真山さんは再び口を開いた。

「プライベートで、敬語はいらない。俺たち、恋人同士だろう？」

　ハッとして頭を上げると、少し照れたような彼の顔。

「……はい」

　本当に恋人なんだと、胸がジワジワ温まってくる。こんなに素敵な人が、私の彼氏。これは、夢じゃない。

　テーブルの向かいに座っている彼は、そのまま私から視線をそらさない。

「藍華」

「えっ？」

「好きだよ」

　初めての呼び捨ての後、体を乗り出してきた彼は、私の唇に優しいキスをする。温かくて柔らかい感覚は、これまでにないほどに私の鼓動を速めさせた。

　あまりに突然の出来事に、目を見開いたまま固まる私。キスの時も、目を閉じるのを忘れていた。

「強引、だった？」

　きっと、テンパりすぎておかしな顔をしていたのだろう。心配した真山さんが、私の顔を覗き込む。

「いえ、あの……」

「困った顔してる藍華も、かわいいけど」

「えっ」

　彼の思わぬひと言に、目を見開いた。

　キスすら初めての私は、こんな時どういうリアクションをしていいのかわからない。裁縫だけでなく、恋の勉強もしておけばよかった……。

「俺、藍華と付き合えることになって、かなり舞い上がってる」

　それなら、私も。真山さんの言動に一喜一憂してドキドキしたり、会えないことを寂しく思ったり。きっと、これが恋というもの。そして真山さんも同じように思ってくれていることに、喜びを感じる。

「私も、です」

　恥ずかしくて顔を伏せたままそう口にすると、「よかった」と安堵の声が聞こえる。

「でも、あの……」

「ん？」

「あの、藍華って……」

「あっ、呼び捨てはイヤだった？」

　そうじゃなくて……。

「いえ。藍華って呼んでください。そのほうがうれしいです」

　憧れのシチュエーション。好きな男の人に呼び捨てされるのが夢だった。

「藍華」

　彼は優しい音色で私を呼ぶ。

「大切に、する」

「……はい」

　目頭が熱い。恋って、本当に素敵。名前を呼ばれるだけで、こんなに幸せなのだから。

　ふたり並んで後片付けをすると、同どう棲せいしているみたいで無性に胸が高鳴る。私が皿を洗い、拭いてくれる彼に渡すと、時々触れる肘に意識が集中してしまう。

「今度の休み、どこか行こうか」

　彼は皿を拭く手を止め、私の顔を覗き込む。

「はい！」

　年末年始は、まさに馬車馬のように働いた。彼と一緒にのんびりしたい。

　真山さんはしばらくして帰っていった。帰り際に私を抱き寄せ、額にキスをして。

　恋愛初心者だと伝えなかったけれど、私があまりにぎこちないから、もしかしたら伝わっているのかもしれない。

　彼と一緒にいられたのは、ほんの二時間ほどのことだった。それでも、すごく幸せだった。

　こんな日が続きますように。

　未だドキドキが止まらない胸に手をあて、そう祈った。










夢への一歩




　正月商戦がひと段落しても、仕事はいくらでもある。私たち派遣組は相変わらずバックヤードの仕事だったけど、ラッピングの勉強を続けているおかげか、いろいろな部署からラッピングの依頼を受けることが増えた。

「藍華、モテモテ」

「あはは」

　あちこちに引っ張っていかれる私を見て、美晴が笑う。だけど、派遣社員でも頑張れば認めてもらえることを知った。

「西里さん」

　婦人服売場のバックヤードで仕事をしていた私を呼んだのは、真山さんだった。

「はい」

　名前を呼ばれただけで頬が赤く染まってしまうのは、どうにもならないらしい。

「ラッピングを頼みたいんだ。僕の大切なお客様でね」

　真山さんに連れていかれたのは、時計売場。そこにいたのは、あの大きな体の……。

「あら、藍ちゃん」

「早乙女様、いらっしゃいませ」

　真山さんと一緒に行ったリアンで出会った、あの人だった。

「西里がラッピングいたします」

「まぁ、ありがと。大切な人の結婚祝いなのよね」

　赤を基調とした和柄のワンピースをまとった早乙女様は、体の大きさも手伝って、とても目立っている。

「それは、おめでとうございます」

　深々と頭を下げると、「ちっともめでたくないわよ。私のダーリンだったのにぃ」と悔しがっている。

　早乙女様って、やっぱり……男の人が好きみたい。

　とはいえ、顔は笑っている。こうしてお祝いを用意するのだから、本当は喜んでいるに違いない。

「なににしようか迷って公孝君に相談したら、時計はどうかって。ふたりの寝室に置いてもらって、時計を見るたびに私を思い出すなんていいじゃない？」

　それはちょっと困る、かも？

「あはは」と笑う真山さんは顔が引きつっている。でも、そんなことを気にする様子もない早乙女様は豪快に笑う。ちょっと変わった人だけど、悪い人ではない気がする。

「これにするわ」

　服装のイメージから、キラキラで派手すぎるものを選ぶのではないかと心配したけど、早乙女様が選んだ時計はアンティーク調の渋いかけ時計だった。これなら長く使えそう。なかなかのセンスの持ち主だ。

「それではお包みしますので、よろしければ店内をご覧になってお待ちください」

　真山さんから会計の済んだ商品を受け取ると、バックヤードに向かった。真山さんは早乙女様と一緒に別の売場に行ったようだ。

　どんなラッピングにしよう。結婚祝いだから派手に……。出来上がりを想像しながら、包装紙やリボンをあててみる。

　箱に入った時計は、ラッピングしやすかった。まずは、ごく普通に箱を包装紙で包んだ後、不織布を巻きつける。その不織布を中央でワイヤーで絞り、リボンふうにする。次に、ワイヤーが見えないようにリボンを結んで隠す。最後にかけたリボンも二色使い、ゴージャスにした。ちょっとコストが心配だけど、高い時計だったし、このくらい許されるかな……。

　ちょうど出来上がった頃、早乙女様が帰ってきた。

「公孝君、商売上手ね。あの指輪、気になっちゃう」

「よろしければお取り置きしますが」

「そうねぇ。そうしてくれる？」

　どうやら、もうひとつ売れたらしい。

「こちらでいかがでしょう？」

　ラッピングを見せると、「まぁー！」という早乙女様の大きな声が響いた。

「これ、藍ちゃんが？」

　大きなリボンをじっと見つめる早乙女様は、妙に感心したような声を上げる。

「はい。お気に召しましたか？」

「もちろんよ！　あなた、かわいいだけじゃないのね。いいじゃない。仕事のできる女って、いいわ」

『仕事のできる』というほどではないけれど、ラッピングは練習したから、褒められるのはうれしい。

「それで、公孝君に食べられたの？」

　今度は大きな体を乗り出してきて、私の耳元で囁く。

「いえっ、あのっ……」

　とんでもない質問に頬を赤らめてうつむくと「純情なのね」と笑われてしまった。

「今日はとっても満足よ。さぁて、早速これを贈りに行ってくるわ」

　早乙女様は、嵐のように去っていった。

　真山さんと一緒に早乙女様を見送りながら、『食べられたの？』という質問がぐるぐる頭の中で回っていた。つまりそれって、アレ、よね……。

「西里さん、どうかした？」

　真顔の真山さんが不思議そうに私を見つめるから、一瞬焦る。今は心の中を覗かないで！

「い、いえ。婦人服に、戻りますね」

　真山さんにこんなことを考えていると気づかれたら、恥ずかしすぎる。彼と視線を合わさないまま、小さく頭を下げてから社員通路に向かった。すると彼はすぐに追いかけてきて、私の腕を捕まえる。

「藍華、ありがとう。すごく助かったよ。今日、何時上がり？」

「十八時の予定です」

「了解。俺も早く上がれるように頑張るから、公園の向こうのカフェで待っててくれないか？」

　小さな声で私に囁く真山さんは、上司から恋人の顔になった。

「はい」

「それじゃ、婦人服もよろしく」

　上司の顔と恋人の顔、どちらの真山さんも素敵。こうして同じ屋根の下に彼がいると思うだけで、やる気がムクムクと湧いてくる。

　その日はさほど忙しくなることもなく、予定していた十八時で業務は終了した。

　更衣室に向かうと、ちょうど仕事上がりの受付嬢もやってきた。

　いいな。私もこの制服を着て、開店の時に一列に並んで挨拶をしたい。真山さんも時々並んでいるらしいから、もしかしたら隣でできるのに……。

　だけど美晴の情報では、女の世界は怖いらしい。見えないケンカはいくらでもあるし、男性社員の奪い合いも珍しくないのだとか。だから、『真山さんとの付き合いは秘密にしておいたほうがいいわよ』とアドバイスされた。

　もともとデパートは、女性従業員のほうが圧倒的に多い。男性社員は幹部候補生として育てられるらしいけど、売場より事務所にこもって会議のほうが多い。真山さんのように店内を回ってアイデアを考えている人は、その分残業が増えることもあって、少数だ。そうすると女性従業員は、恋愛対象となる男性とはなかなか出会えない。私は真山さんに出会えて、ラッキーだった。

　それでも美晴は、とあるアパレルテナントの責任者と最近仲がいい。彼は東郷百貨店専属ではなく、この地域のエリアマネージャーで、いつもいるわけではなく、なかなか恋も進展しないようだけど。

「お疲れさまでした」

　私服に着替え、更衣室に残る女性社員に挨拶をすると、会社を後にした。

　真山さんに制服姿を見られてしまった公園を横切ると、指定されたカフェは目の前。なかなか落ち着いたたたずまいの店は、彼の雰囲気にぴったりだ。昼間はランチで込み合っているけれど、この時間は客も少ない。

　通りが見渡せる席に座り、カフェラテを注文してスマホを確認したけれど、彼からの連絡はない。それから、カフェラテをゆっくり飲んだものの、彼はなかなか姿を現さなかった。きっと忙しいのだろう。

　仕事をキビキビとしている彼の姿が好きだけど、恋人としてはちょっと寂しいかも。一緒にいられる時間がなかなか取れない。それでも、それをわかっていて彼に恋したのだから、諦めるしかない。

　しばらくボーッと外を眺めていると、やっと真山さんの姿が大きな窓越しに見えた。

「藍華、遅くなってごめん」

「いえ、大丈夫です」

　本当は少し寂しかった。だけど、彼の顔を見た瞬間、そんなことはどうでもよくなる。

「ごめん。別の所に食事にでもと思っていたんだけど……」

　彼は、空になりそうなカップを見て、申し訳なさそうな顔をする。

「いえ、ここにもありますし。真山さん、お腹空いてませんか？」

「実は空いてる」

　恥ずかしそうに笑った彼は、「今度穴埋めする」と言いながらコートを脱いで隣の空いている席に置くと、ネクタイを少し緩める。そして、ウェイトレスからメニューを受け取った。

「藍華はなににする？」

　メニューの数は少ないけれど、どれもおいしそう。

「私は……チキンカレーにします」

「じゃあ俺も」

　彼はすぐにウェイトレスを呼び、注文を済ませた。

「会議だったんですか？」

「うん。実は、東郷の五十周年になにかしたいと思っていて……」

「五十周年なんですね」

「そうだよ。俺たちより歴史あり、だ」

　もちろん東郷に長い歴史があることは知っていたけど、今年がその節目だとは知らなかった。そんな年に東郷で働いていられるのは、幸せなことなのかもしれない。

「それで、なにをするんですか？」

　真山さんのことだ。他の人が思いつかないような企画を考えているに違いない。

「うん。藍華にヒントをもらってね」

「私？」

　私がなにかしただろうか。

「歴代の制服を集めて、ファッションショーをしようかと」

「あ……」

　頭が真っ白になって、しばらく思考が止まる。

　それはやっぱり、あの制服姿を見たからだよ、ね……。

　最悪だ。忘れてほしいのに、なかなか忘れてくれない。とりあえず、あれ以外の制服のレプリカまで持っているということはバレていないのだから、セーフ？

「藍華、俺の仕事を手伝ってくれない？」

「私、が？」

「うん。その企画、藍華が適任だと思うんだ。制服、好きだろう？」

　小さくうなずいた。好きもなにも、三度の飯より好きかもしれない。だけど、制服フェチなことはこれ以上バレたくない。好きでひとつ作っちゃいました、くらいのレベルでとどめておきたい。

「歴代の制服、覚えてない？」

　初代から今に至るまで必死に調べたから、もちろん覚えている。そのうち作ったものも、もう十作以上ある。

「……覚えて、ます」

　恥ずかしかったけど正直に答えると、「やっぱり」と満面の笑みが返ってくる。

「俺はいまいちわからないし、手伝ってもらえるとうれしい」

　最高に楽しそうな仕事だった。だけど、派遣の立場の私が携わることではない気がする。私たちは、あくまで裏方だ。

「でも……私、派遣ですし」

「社員採用の繰り上げが決まったんだ。実は藍華の仕事に対する情熱を知ってから、ぜひ本部に欲しい人材がいると人事に推薦してた」

『推しておく』と彼は言っていたけれど、本当に行動に移してくれたなんて、知らなかった。

「近々、正式に通達があるはずだけど、藍華にはもう知らせてもいいと人事には許可をもらってある」

「私、本当に社員になれるの？」

　いつか社員になれたら……と思って仕事に励んできた。だけど、もう少し先のことだと思っていた。

「そうだよ。もちろん、私情で推薦していたわけじゃない。いろんな売場から、藍華のよい評判を耳にするんだ。ラッピングの技術は社員以上だし、真面目にコツコツ働いている姿は、誰もが認めるところだよ」

「ありがとう、ございます……」

　声が震える。そして、自然と涙が溢れてきた。以前、不採用の通知が来た時に流した涙とは違う。遠回りしたけど、やっと夢にたどり着いた。

「藍華は本当に素直だな」

　私の頬に流れる涙をそっと拭ってくれた彼は、優しく微笑む。

「真山さん、本当にありがとう……」

「お礼を言うのは、俺のほうだよ。東郷に来てくれてありがとう。藍華に出会えて、俺の仕事も絶好調だ。守りたい人ができると、頑張れるんだ」

『守りたい人』って……。どうしよう。これ以上ドキドキさせないで。

　はにかみながら言った彼は、もう一度頬の涙を拭ってくれた。




「美晴、私ね……」

　次の日。出勤早々、美晴に正社員になれそうだと打ち明けると、自分はまだだというのに、跳び上がって喜んでくれた。

「よかった！　絶対に藍華の天職だもん。私も頑張るよ。正直言って、最初は派遣期間終えたら別の仕事を探そうかと思ってたんだ」

　美晴の思わぬ告白に、驚きすぎて声も出ない。

「だって休みは平日で、仕事もハードだし。だけど藍華のおかげで、やりがいを感じるようになったの」

「ホントに？　美晴がそう思ってくれたなら、うれしいよ」

　これからも彼女と一緒に働きたい。

「それで、希望の受付いけるの？」

「うーん……」

　私は、多忙を極める本部の手伝い要員として採用になるらしい。本部の部長もそう望んでいると聞いているし、もちろん真山さんも。それに、今は受付も人員が足りている。

「多分、無理だと思う。でも、頑張るよ」

　本当は、受付に立ちたかった。他の仕事がイヤなわけではない。今の仕事にもやりがいを感じているし、真山さんの企画もぜひ手伝いたい。だけど、憧れは未だ消えてはいない。

「そうだね。そのうちチャンスがあるかもしれないもんね」

「うん」

　美晴の言うとおり。異動があるのだから、可能性はゼロではない。

「でも、気をつけなさいよ。正社員の世界って、けっこうドロドロしてるみたいだし。ほら、時々イヤな人いるじゃん」

「……うん」

　私が福袋にリボンを付けていた時、『派遣がこんなことやると、社員もやらなくちゃいけなくなるのよ』と露骨に文句を言う人もいたし、あきらかに私たち派遣を下に見て、命令口調の人もいた。

「まぁ、真山さんがいるから、大丈夫か」

「えへへ」

　きっと大丈夫。だって、やりたい仕事なのだから。




　正月が終わると、今度はバレンタイン。

　正式に採用を打診され承諾したものの、今月いっぱいはまだ派遣の身分。私も美晴も、催事に駆り出されることになった。

　バレンタインは各テナントで大量のチョコを用意しているけれど、最近は自分のために買う〝ちょっと贅沢なチョコ〟が人気だとか。

　東郷百貨店も、催事場でチョコレートフェアが行われることになった。

　各地から有名なチョコレート菓子を集め一斉に売り出すと、初売り並みの混雑で圧倒される。今回は、各メーカーがあらかじめラッピングしたものを納入してくるから、ひたすら売り子に徹した。

「すごいね。万単位だもん」

　やっと取れた休憩時間に、美晴が感嘆の溜息をつく。

「うん。ビックリしちゃった。私、買ったことないもん」

　思わずそう漏らすと、彼女は目を見開いた。

「えっ？　手作り専門？」

「ううん。あげたこと、ない」

　そういえば、義理ですらあげたことがない。

「ホントに!?」

　美晴の驚きっぷりに、私が目を丸くする。

「あれ……もしかして、変？」

「変だよー！　だって女子が一年で一番ワクワクする時期でしょ」

　そう決めつける美晴に笑ってしまう。

「美晴はアパレルテナントのあの人に渡すの？」

「えっ？　……まぁ、ね」

「告っちゃう？」

　私がそう聞くと、照れたような顔をして小さくうなずいた。

「うまくいくといいね」と言いつつも、私はうまくいくと確信している。ふたりは最近、よく食事に行っているし、彼は美晴の担当売場にもちょくちょく顔を出すから。

「藍華も作りなよ。きっと彼、喜ぶよ」

「……うん」

　それからすぐに売場に戻った私は、たくさんのチョコレートを目の前にして、真山さんのためになにを作ろうか考える。

　ひとつ目標ができた私は、それから仕事にますます励んだ。




　真山さんは本格的に五十周年の企画に入ったようだ。やはり歴代制服ショーをするらしく、資料集めが始まった。

　彼の役に立てればと、今まで集めた制服の資料を差し出すと、「いつの間に調べたの」と、彼は目を丸くして驚いた。

　だけど、「長い年月がかかってます」とは言えず、笑ってごまかした。真山さんは「その分残業が減った」と、仕事帰りにデートに誘ってくれることが増えた。

　とはいえ、食事に行くので精いっぱい。それでも、忙しい彼が私との時間を大切にしてくれているのがわかって、幸せなひと時だった。







第四章










ライバル現る




　やっと休日が重なった私たちは、時間を惜しむように、朝早くからデートをすることにした。

「真山さん、疲れてないですか？」

　私を迎えに来てくれた彼は、「藍華に会えるなら平気」と笑う。

　彼はシンプルな服装が好みのようで、今日は紺のタートルネックのセーターと、チノパン姿。おそらく東郷でそろえたものだから、それなりの品質のものに違いない。

　私はといえば、東郷の商品で全部そろえるほどのお金もなく、今まで持っていたものをコーディネートしただけ。ライトブラウンのタートルネックセーターに、ブラックのツイードスカート。これに、あの福袋に入っていた白いコートを羽織ると、それなりには見える。

　さりげなく手を握られた私は照れくさくて、まともに彼の顔を見ることもできなかった。

　まず向かったのは、映画館。東郷の最寄り駅を越え三駅行くと、大きな映画館がある。

　平日のモーニングショーは空いていた。休日に休みの取れない私たちだけど、こういう恩恵もある。

「なににしよう？」

　特になにをと決めていなかった私たちは、チケット売場の列に並んであれこれ考える。

「真山さんはいつもなにを見るんですか？」

「俺、映画なんてすごく久しぶりなんだ。だから全然わからないや」

　クスッと笑う真山さんは、それでも「あれにしようか」と、海外の大きな賞をとったというミステリーに私を誘導する。

　真山さん、彼女いなかったのかな……。『仕事バカだから』といつも言うけど、こんな素敵な人に彼女がいなかったなんて信じられない。

　ミステリーは映像に迫力があって、最後まで犯人がわからずドキドキさせられた。だけど、もっとドキドキしたのは……彼が私の手をずっと握っていたこと。彼は思った以上に甘い。キビキビと仕事をこなしている姿しか知らない人には、絶対に想像できないだろう。

「はぁ、犯人、全然予想と違ってた」

「私も」

　顔を見合わせて笑う私たちの距離は、確実に近づいている。

「ちょっと腹空かない？　飯、行こうか」

「はい！」

　こんなに長くふたりでいられるのは、初売りの時以来。

「リアン行く？」

「いいですね。あのレストラン、すごくおいしかったです」

「それじゃあ、行こうか」

　お昼には少し早かったけれど、再び駅へと向かった。

　ゆっくり歩きだした真山さんの腕にそっと掴まる。私にしては勇気を出した行動だった。だけど、彼にもっともっと近づきたい。

　一瞬驚いたような顔をした彼は、照れたように微笑んで足を進める。

「今度、食事を作りに行ってもいいですか？」

「ホントに？　それはうれしい。そうだ、藍華に家の合鍵渡そうと思ってたんだ」

　彼は立ち止まると、ポケットから鍵を取り出し、私に差し出す。

「でも……」

　合鍵なんて大切なもの、預かってもいいのだろうか。

「俺、やっぱり残業が読めないだろ？　カフェで待たせるの、本当は心配なんだ。藍華がイヤじゃなければ、俺の家で待っててくれるとうれしい」

「真山さん……」

　家の鍵を渡してくれるなんて、胸がいっぱいになる。たしかに最近はすれ違いばかりで寂しいけれど、この鍵があるだけで、本当に彼の大切な存在になれたのだと実感できて、安心する。

「ありがとうございます。今度食事を作って待ってます」

「それは楽しみだ。いつ来てくれても構わないから」

　うれしさに頬を緩ませながら、バッグに鍵をしまって再び彼の腕をとる。

　平日の昼間のせいか、いつもより空いている駅の構内を、幸せな気分に浸りながら歩いていくと、真山さんが突然立ち止まった。

　彼を見上げると、真っ直ぐ前を見つめて少し険しい顔をしている。だけどすぐ、何事もなかったかのように再び歩き始めた。

「公孝さん」

　数メートル歩いた所で、突然彼の名前が呼ばれた。おそらく、さっき彼の目がとらえた人だろう。

　名前を呼ばれた彼は、諦めたように立ち止まる。

　彼を『公孝』と下の名前で呼びとめた女性は、スラッと背が高く髪をふわふわに巻いていて、実に上品に見える。ナチュラルなメイクだけど、目鼻立ちがはっきりしていて、いわゆる〝美人〟。そして、質のよさそうなチャコールグレーのウールのコートに高いヒールのブーツ。ひと言で言えば、大人の女。私とはまるで違う。

「お久しぶり。彼女？」

「あぁ」

　いつもの彼らしくなく、ぶっきらぼうに返事をすると、「それじゃあ」と立ち去ろうとする。

「待って！」

　するとその女性は、歩きだした私たちの前に立ち塞がった。

「私、あの人と別れて帰ってきたの。どうしてもあなたを忘れられなくて、東郷に行ったけどお休みだって聞いたから、諦めて帰ろうとしてたところなの」

『あなたを忘れられなくて』って……。この人と真山さんは、もしかして……。彼は、こんなにきれいな人と恋をしていたの？

「それならそのまま帰ってくれ。もう話すことはない」

　氷のように冷たい真山さんの姿を初めて見た。声は低く、表情ひとつ変えない。

「公孝さん、お願い。話を聞いて？」

　私がいるというのにまったく気にする様子もない彼女は、真山さんに食い下がる。

「佳よし乃の。もう俺たちは終わったんだ。失礼するよ」

『終わった』ということは、やっぱり付き合っていたということ？

　私の手首をギュッと握った真山さんは、佳乃さんから逃れるように先を急ぐ。

　私は見てはいけないものを見てしまったかのような感覚に襲われて、ただ呆ぼう然ぜんと、彼に引きずられるように歩くことしかできなかった。

「私はやり直したいの」

　うしろで佳乃さんの声がした。

『やり直したい』という言葉に、ビクッと反応してしまう。だけど、真山さんは振り返ることすらなく、私を連れてその場を去った。

　強く握られた手首が痛い。

「真山さん？」

「ごめん」

　乗るはずの電車の改札は、通り過ぎてしまった。別の出口に近づいた時に声をかけると、我に返った様子の彼はやっと私の手を離した。

「藍華、ごめん」

　何度も謝罪の言葉を口にして眉をひそめる彼からは、いつもの余裕を感じない。

「いえ……」

　言葉が出てこない。佳乃さんの登場がすごくショックで、頭の中が真っ白だった。

　無論、真山さんの態度を見て、彼のほうに彼女に未練がないことはわかった。それに、過去に彼女がいたことを責めるつもりもない。でも、佳乃さんの言葉が胸に刺さって抜けない。

「彼女とは、大阪に行く前に付き合っていた。でもきっぱり別れていて、それから会ってもいない」

『気にしないで』とはとても言えず、うなずくことしかできない。

「もう俺には関係のない人。それがすべてだ」

　真山さんは私に説明しながら、唇を噛みしめている。

　そう言われても、すぐに気持ちの整理なんてできない。真山さんの言うとおり、『それがすべて』なのかもしれない。だけど、モヤモヤしてすべてを受け止めきれないのは、私の恋愛経験が少なすぎるから？

「どうして……」

『別れたの？』と聞きたいのに、怖くて聞けない。大阪に転勤になったから仕方なく、かもしれない。本当は気持ちが残っていたのに、かもしれない。

　考えがよくない方向にばかり転がって、口をつぐんだ。だって、女の私から見ても彼女はとてもきれいだったし、私なんかより真山さんにお似合いだと感じてしまったから。

「藍華、俺を信じてくれないか」

　彼は私の両肩に手を置き、苦しげな顔をして言葉を吐き出すけれど……。

「ごめんなさい。ちょっと時間をください」

　私は彼の前から走り去った。

　彼のことが信じられないわけではない。だけど、あのまま一緒にいたら、イヤなことまで口にしてしまいそうな気がした。

　そんなに前に別れた彼女が、どうしてやり直したいなんて言ってくるの？

　動揺しすぎて、自分がどこに向かおうとしているのかもわからない。

　過去に付き合った人がいるのは悪いことじゃない。むしろ彼ほどの人なら、彼女がいないほうがおかしい。だけど……。

　気がつくと、自分の家の前にいた。

　幸せの階段を一気に駆け上がったと思っていたのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　手探りでバッグの中から鍵を出すと、それはさっき真山さんから預かったばかりの鍵だった。

　胸が苦しい。こんなに彼との距離が近づいたのに……。

　今度こそ自分の部屋の鍵を出そうとすると、バッグの中でスマホの小さなランプが点滅しているのに気がついた。留守番電話だ。

　部屋に入りそれを再生すると……。

『藍華、今日はイヤな思いをさせて、ごめん』

　真山さんの苦しげなひと言に、胸がつぶれそうだった。




　くしくも次の日から、正社員として真山さんの手伝いをすることになっていた。

　この日を待ち望んでいたのに、気が重い。それに、昨夜はまともに眠ることができず、体調も最悪だった。

「西里さん、頑張ってくださいね」

　人事に顔を出すと、部長が私に声をかけてくれた。

「はい」

　そして、いよいよ制服が支給された。

　残念ながら憧れの受付の制服ではなく、売場の社員と同じ制服。だけど、やっと夢にまで見た東郷の制服を手にできたからか、鼓動が速くなる。

「真山君が、西里さんは本部で活躍できる能力を持った人材だと太鼓判を押すから、期待しているんだよ。でも実は、売場からも来てほしいという声が多かったんだ」

　人事部長はにっこり笑った。

「ありがとうございます」

『来てほしい』と言ってもらえるのは光栄だった。頑張ってきたご褒美をいただいた気分。

　更衣室で真新しい制服に着替えると、気持ちがシャキッとする。

　やっと着られた。憧れの東郷百貨店の一員に、なれた。

　だけど、あんな別れ方をした真山さんにどんな顔で会えばいいのかわからなくて、気分がなかなか上がらない。

「藍華、似合うじゃない」

　ちょうど出勤してきた美晴は、私を見つけてニコニコ顔。

「ありがとう」

「私も頑張ろ。三月まで全力を尽くすわ」

「うん、待ってる。私も美晴と仕事したいよ」

　きっと彼女なら大丈夫だろう。真面目な彼女は、評判もいい。

「でも、真山さんのアシスタントなんてね」

　他の人には聞こえないように耳元で囁いた美晴は、私たちの間になにがあったのか知らない。

「……うん」

「あれ？　もっと喜びなさいよ」

　小さくうなずいた私は、緊張が解けないまま一旦人事に戻った。そして、人事の担当者に案内されて、いよいよ営業本部に向かう。

「いきなり本部は緊張するかもしれないけど、西里さんの力を存分に発揮してほしい。指導担当が真山君のようだし、心配いらないよ。彼の企画はことごとくよい成績を収めていて、勉強になるはずだ」

　必要以上に肩に力が入る。ただの制服フェチに大役が務まるだろうか。

「はい」

　私とは無縁の場所だった営業本部を訪れるのは、それが初めてだった。

　――トントン。

　ノックの後、人事担当者が本部に足を踏み入れる。そして、私も続いた。

「失礼します」

　頭を下げると、ざわついていたフロアが一瞬静まる。

「今日付けで配属になる西里君です」

「西里です。よろしくお願いします」

　幹部社員はここにはいないとはいえ、実際に東郷を引っ張っている人たちを前にして、緊張で心臓が暴れ始める。

「初めまして、部長の山やま下したです」

　わざわざ席を立って挨拶をしてくれた山下部長は、貫録のある優しそうなオジサマだった。

「聞いているかと思うけど、当面、真山君の企画を手伝ってもらうよ。女性の視点が必要な企画だからね」

　制服ファッションショーのことだろう。

「はい。頑張ります。どうかご指導ください」

　頭を下げると、真山さんが立ち上がって私のほうにやってきた。

「西里さん、よろしく。君のデスクはこっち」

　当然他人行儀な真山さんに案内されたのは、なんと彼の隣の席だった。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ。緊張しなくていいよ。西里さんのアイデア、期待してる」

　にっこり笑う彼は、いつもと変わりなかった。

　それから真山さんは、私を周りの人たちに紹介した後、実に淡々と仕事の話を始めた。

「早速だけど、これが企画書。一度目を通してわからないことは質問してくれる？　西里さんには、主に制服の調達をお願いすることになると思う。もちろん、アイデアがあったら遠慮なく言ってほしい」

　まるで昨日のことなんてなかったかのような彼に、少し驚く。

　気にしているのは、私だけなのかな。もちろん、公私の区別はつけるつもり。だけど、ここまでサバサバできない。

「ちょっと売場に行ってくる。とりあえず読んでおいて？」

　私に厚い書類を手渡した真山さんは、すぐにフロアを出ていった。

　企画書なるものを初めて目にした。こんなに重要な仕事に就いたことがない私は、少しおどおどしていた。

　今までは、言われたことさえこなしていればよかった。そこにプラスアルファのアイデアを付け加えるだけで、『よくやった』と褒めてもらえた。だけど、ここの仕事は違う。イチから企画を立ち上げ、人の動きはもちろん、それにかかる経費と売上のバランスまで予測しなければならない。失敗すれば、東郷が傾くかもしれないほどの責任が伴う。

　景気が絶好調とは言い難いこのご時世で、どこのデパートも生き残りをかけてさまざまな手を打ってくる。それに負けたら終わり。

　いつの間にか、真山さんが帰ってきたことにも気がつかないほど、夢中になって企画書を読んでいた。

「はぁー」

　思わず大きな溜息が出てしまう。私の想像をはるかに超える、大変な仕事。だけどその分、やりがいはありそうだ。

「どう？」

「あっ、真山さん……」

　突然真山さんに話しかけられ、驚きながら口を開く。

「この制服調達ですが……すべてをそろえるおつもりですか？」

「そうできればいいんだけど……」

「となると、すさまじい数になります。おそらく現存していないものもあります」

　五十年も前のものまではさすがに……。

「そうだね。それで困ってる」

「それなら、代表する何点かにされてはどうでしょう。東郷を象徴するような制服がいくつかあります」

　頭の中に何点か浮かぶ。どの時代にも、評判になった制服とそうでないものがある。

「なるほど、それならいけるかもしれないね。実は全部集めることにこだわっていたら企画が進みそうになくて、困ってたんだ」

　真山さんは優しい笑顔を見せる。

「残っていないものはレプリカを作って、とも思っていたんだけど、オーダーにするとコストがかかりすぎてね」

『レプリカ』というのは多分……私が作った制服にヒントを得たに違いない。

「西里さん。ここにある制服の中から、どれを残すべきか考えてみてくれない？」

「わかりました」

　仕事に没頭していたら、いつの間にか彼に対するモヤモヤした気持ちが薄れていた。彼は自分のことを『仕事バカ』と言うけれど、私も同じかもしれない。

　言われたとおりピックアップを始めると、真山さんのデスクの内線が鳴った。

「わかりました。すぐに行きます」

　真山さんは電話を切ると、私に声をかける。

「お客様が君に会いたいと売場に来ていらっしゃる。一緒に来てもらえる？」

「私、ですか？」

　裏方ばかりだった私に会いたい客って？

　不思議に思ったけれど、彼の後に続いてフロアを出る。

　従業員専用のフロアは、閑散としていて少し寂しい。

「藍華」

　誰もいない廊下で、彼は私をそう呼んだ。

「……はい」

「実は、藍華を呼んでるの、早乙女様なんだ」

「えっ？　私に、なにか……」

「うん……あのさ」

　バツの悪そうな顔をした真山さんは、「ラッピングをっていうのは、多分口実だな」とボソリとつぶやく。

「どういうことでしょう？」

「あの人、ちょっとおせっかいが好きでね」

　言葉を濁す真山さんに首を傾げながら、そのまま先へと急ぐ。

　早乙女様はチョコレート売場にいた。大きな体で一目瞭然。ましてバレンタインを前にしたこの時期に、女の子が溢れるこの場所では、目立つとしか言いようがない。

「来た来た。藍ちゃん、おひさ」

「いらっしゃいませ」

　丁寧に頭を下げると、プーンと香水の甘い匂いが鼻をくすぐる。その横で、昨日まで一緒に働いていた人たちが、私をチラチラ見ているのが気になった。

「あの子、営業本部なんだって」

「へぇ、誰と寝たのかしら」

　ボソッとつぶやく社員たち。

　派遣から一気に本部に入ったことで、多少の嫉妬や僻ひがみがあることは覚悟していた。だけど、露骨に耳にすると胸が痛い。

「あらまぁ、ここは腐った女の巣窟なのね」

　早乙女様の所までイヤミが聞こえてしまったらしく、彼女はその社員たちを睨みつけた。

「お客様の前だ。口を慎みなさい」

　次に声を上げたのは、真山さん。その凛々しい姿に心臓が跳ねる。

「悔しかったら、藍ちゃん以上の仕事してみなさいよ。私は彼女にラッピングしてもらいたいわ」

「早乙女様。気分を害されたようで、申し訳ありません」

　私は深く頭を下げ、謝罪した。お客様にそんなことまで言わせてしまうなんて、あってはならないことだ。

「いいのよ。あなたのせいじゃないわ。そうそう、藍ちゃん。これ、もっとかわいくしてほしいの」

　突然、早乙女様の声のトーンが〝女〟になった。

「承知しました」

「それじゃ、よろしく」

　真山さんは、早乙女様から精算済みの商品を受け取った私に耳元でつぶやくと、さっきの社員たちのほうに向かった。

　紙袋の中には、三十ほどのチョコが並んでいる。

「早乙女様、こんなにお買い上げくださったんですか？」

「だってぇ。バレンタインは、女の一大イベントじゃないの」

　早乙女様の心は、すっかり乙女のようだ。

「はぁ……」

「この一番大きなのは、ダーリンに。きっと喜んでくれるわ」

「あはは」

　なんと言ったらいいのかわからず、笑ってごまかす。

「ねぇ、藍ちゃんは手作り？」

　早乙女様は私の耳元に手をかざして、コソッとつぶやく。

「いえ、私は……」

　手作りするつもりだったのに、佳乃さんの存在が私にブレーキをかける。

「手作りしなさいよ。でも、もうひとつ付けるのよ？　ちゃんとラッピングして」

「もうひとつ？」

「もちろんチョコじゃないわよ。自分にリボン付けて『ア、ゲ、ル』でイチコロよ」

　真山さんのことを言っているんだ。途端に耳が熱くなる。

「あー、そうそう。昨日、リアンで昼間からビールをがぶ飲みしてた男がいたわよ。ケンカでもしたのかしらね」

　ニヤリと笑う早乙女様が、ちょっと怖い。

　真山さんが『おせっかいな人』なんて言っていたけど、もしかして仲直りさせようと？

「早乙女様、あのっ……」

「ん？」

「やっぱり私、手作りします」

「あらまぁ。自分にリボンも忘れずにね」

　つぶらな瞳でウインクされて、思わずたじろぐ。

　自分にリボンをするとは言ってないんだけど……。

　昨日はちょっと混乱しただけで、真山さんのことを嫌いになったわけではない。それどころか、佳乃さんの存在にショックを受けたのは、それだけ彼のことを好きになっているのだと気がついた。

「とりあえず、お包みしますね。ラッピング方法のご希望はありますか？」

「うん。造花でいいんだけど、一輪ずつ付けたいのよ。デザート重についていたの、素敵だったから。花は藍ちゃんのセンスに任せるわ」

　デザート重も買ってくれたんだ。早乙女様なら、ひとりでモリモリ食べそうだ。

「ありがとうございます。それでは手配します」

　すぐに営業本部に戻って真山さんを捕まえ、早乙女様の希望を伝える。

「わかった。造花は手配する。なにがいいと思う？」

「はい。早乙女様はロマンチックな方のようですし、小さなバラなんていかがでしよう？」

「了解」

　クスッと笑う真山さんは、「たしかにロマンチストだ」とつぶやきながら内線をかけ始める。

「在庫があるようだ。催事場に運んでもらうから、頼める？」

「はい」

「いきなり業務外の仕事、悪いね」

　そんなことはない。たしかに、制服ファッションショーのために私は本部にいるけれど、売場全部を取り仕切っている所なのだから、真山さんのようにヘルプに出るのは当然だ。

「楽しいですし、大丈夫です」

　真山さんに頭を下げて再び催事場に向かうと、彼は後を追ってきた。

「藍華」

　私が立ち止まると、彼は行く手を阻むように私の前に立った。そして……。

「俺は藍華が好きだ」

「真山さん……」

「それだけ、伝えたかった」

「引き留めてごめん」と前をどいてくれた彼に、小さく会釈して再び催事場に戻った。

　真山さんのストレートな言葉は、胸に突き刺さった。きっと嘘ではないだろう。あの目を見れば、わかる。

　私も、真山さんが好き。

　仕事中だから、これ以上の会話は難しい。今日帰ったら気持ちをぶつけよう。このまま終わるなんて絶対にイヤ。

　あの社員たちがいる所に戻るのは気が重かったけれど、私は仕事を認めてもらえて、本部に入れたはず。それなら、自信を持って働こう。それに、おそらく真山さんが釘を刺してくれたから。

　それから、早乙女様のラッピングに取りかかった。ひとつひとつ丁寧に、心を込めて。私にできることはこれしかない。

　その間、他の社員の目は気になったけれど、嫉妬されるほどいい環境をもらえたのだと、自分に言い聞かせた。

　他の売場から戻ってきた早乙女様が、その中のひとつを手に取ってじーっと見つめる。どうしよう……気に入ってもらえてない？　イヤな汗が出るから、なにか言ってほしい。

「さすがね」

「ありがとうございます」

　やっと空気が肺に入ってきた。私のことを敵視している社員たちの前で失敗したら……と、本当は怖かった。

「これで、ダーリンのハートはばっちり私のものよ。ねぇ、藍ちゃん」

　早乙女様は私を手招きして、耳に手をあてる。

「忘れちゃダメよ。『ア、ゲ、ル』だからね」

「いえ、あの……」

　今度は冷や汗が出る。早乙女様のマイペースなところは、リアンで初めて会った時と同じ。

「あら、もたもたしてると、公孝君に食べてもらうわよ、私」

「食べて……」

　食べてというのは、その……。一瞬、真山さんと早乙女様が抱き合っている姿が頭をよぎる。それは、ちょっと困る。

「さてと。とりあえず義理から配り始めるわよ。それじゃ、またね」

「ありがとうございました」

　売場を後にする早乙女様の手には、大きな紙袋が三つ。だけど、早乙女様が大きすぎて、ひどく小さく見えた。

　催事を離れた私は、再び営業本部に向かった。

　結局その日は、真山さんや他の人の手伝いで企画は進まなかった。

　十五時ごろになって、『大阪からお越しの真山様、お伝えしたいことがございます。一階、化粧品売場にお越しください』という店内放送が入った。すると、隣の席でパソコンのキーボードを叩たたいていた真山さんが立ち上がった。

　たしかに〝真山さん〟という名前が呼び出された。でも、お客様のことでしょ？と思ったけれど……。

「行ってきます」

「警備に連絡しておく」

「お願いします」

　山下部長とのやり取りの後、真山さんは急ぐように出ていった。

「あの……どうしたんですか？」

　私の向かいの席に座る、真山さんと同期入社の近こん藤どうさんに尋ねると、「初めてだもんね」と、なにがあったのか教えてくれた。

『大阪からお越しの真山様』は、まぎれもなく真山さんのことで、化粧品売場に不審者が現れたか、もしくは万引きがあったということをそれとなく知らせているらしい。

「だから、警備なんですね」

「うん、そう。けっこうあるんだよ、万引き。万引きされては商売あがったりだから、お客様に知られないようにこっそり対処するんだ」

「知りませんでした」

　それじゃあ今頃、真山さんは犯人と対たい峙じしてるの？　急に心配になった。

「あの、危なくはないんですか？」

「うーん。今まで身の危険があったということはないんだけど、ゼロではないよね。警備が数人駆けつけて待機するからおそらく問題ないけど、お客様の安全がなにより大切だしね」

　それは理解できる。でも……。

「心配？」

　近藤さんは私の顔を覗き込む。

「えぇ……」

　いや『えぇ……』どころか、ものすごく。

「真山なら大丈夫だよ。彼は空手の有段者だから」

「そうなんですか？」

　大きくうなずいた近藤さんは、再びパソコンに向かった。

　真山さんが空手……。彼の大きな手は力強かったけど、知らなかった。

　しばらくすると、真山さんが帰ってきた。彼の無事を確認すると、安心のあまり脱力する。なにごともなくて、よかった。

「酔っ払いが侵入していましたので、警備室へお連れしました。身元がわからなければ、警察に連絡します」

「そうか、お疲れ」

　部長に報告した真山さんは、再び席に着いた。

「真山、お疲れ。西里さんが心配してたよ」

　近藤さんにバラされて焦る。

「えっ……いえ……」

「それは、ごめん。大丈夫だよ」

「はい」

　まともに真山さんの顔が見られない。うつむいて書類を読むフリをした。

　好きな人がこんなに近くにいると、意識しすぎて胸が苦しい。隣にいられるのはうれしいけれど、近すぎるのも考えもの。

「西里さんは、あがっていいよ」

「はい。お疲れさまでした」

　終業時間の十八時になっても、誰も立ち上がる人はいない。もちろん、真山さんも。気を利かせた部長が声をかけてくれたから、フロアを出た。

　本当は私も一緒に残業して、役に立ちたい。だけど、今の能力では到底無理。言われたことをこなすことしかできなくて、かえって足手まといになってしまう。

　更衣室で着替え、すぐに会社を出ると、途中のスーパーで買い物をして真山さんの家に向かった。彼と約束をしたわけではないけれど、今日はどうしても話がしたい。

『俺は藍華が好きだ』と言われた時、彼への恋心を再確認した。そして、このまま終わりたくないと思った。

　たしかに佳乃さんはきれいな人だった。私が持ち合わせていない大人の魅力もある。だけど、少なくとも真山さんは私と付き合いたいと思ってくれたのだから、自信を持って突き進もう。

　真山さんに預かった鍵で初めて玄関を開ける時は、あまりの緊張に手が震え、買い物袋から玉ねぎが落ちてしまったほどだった。

「お邪魔します」

　誰もいないのはわかっているけど、一応声をかけ、すぐにキッチンに向かう。

　真山さんがいつ帰ってくるのかわからないから、早めに準備に取りかかった。

　自炊はしないと言っていたけど、炊飯器と包丁、なべなどの調理道具はそろっている。舌の肥えている彼に、なにを作ったらいいのか迷ったけれど、最近雑誌で見ておいしそうだと思った料理にチャレンジすることにした。

　メインのチキンソテーには、きのことオニオンの濃厚なクリームソースを添えて。それから、にんにくとバジルを効かせたアスパラベーコン。豆腐のピカタには、甘辛く味付けをした。最後に炊き上がったご飯は、サフランライス。

　ひとりだとなかなか作らない手の込んだ料理も、久しぶりにすると楽しかった。もともとなにかを作ることが好きな私は、一度はまると、とことんやる性格らしい。

　ひととおり出来上がると、時計は二十時を指していた。それでも、真山さんが帰ってくる気配はない。

　仕方なく持ってきた企画書を取り出して読み始めた。だけど、主のいない家にひとりでいるのは、どこかソワソワする。妙な緊張感が抜けないまま読んでいると……。

「従業員から!?」

　企画書の最後のほうに、【ファッションショーのモデルは、全従業員から募集する】とあって、目を見開いた。

　もしかして、私にもチャンスがある？

　テンションがマックスになった頃……。

「藍華？」

　玄関のドアが開く音がして、彼の声が聞こえた。立ち上がって迎えに行こうとすると……。

「藍華……」

　ドタバタと和室に駆け込んできた彼は目を見開いた。

「勝手にごめんなさい」

「いや……いつ来てくれても構わないよ」

　彼は口に手をあてて、呆然と立ち尽くす。こんなに驚かれると、私まで鼓動が速まってきてしまった。

「私……」

　声が震える。彼に自分の想いをきちんと伝えたいのに、緊張で口の中がカラカラに乾いてしまった。すると、彼が先に口を開く。

「俺は藍華が好きだ」

　昼間と同じ言葉から、彼の真剣な想いを感じる。そして彼は私に一歩近づき、真っ直ぐな視線を向ける。

「でも、藍華を傷つけてしまって……」

　彼は苦しげな顔をして唇を噛みしめた。

　違う。あれは佳乃さんが一方的に気持ちを伝えただけ。真山さんはどうしようもなかった。

「俺にこんなことを言う資格はないかもしれない。でも、藍華を離したくない」

「真山さん……」

　やっぱり、いつも真っ直ぐで情熱溢れる彼が好き。

「私……」

　大きく深呼吸して心を落ち着かせようとしたけれど、うまくいかない。でも、どうしても今の気持ちを彼に伝えたい。

「佳乃さんがあんまりきれいだから、動揺してしまいました。私なんかでは勝てないと思いました」

　胸の内を洗いざらい話してしまおう。彼に恋い焦がれる気持ちを、そのまま伝えたい。佳乃さんがそうしたように。

「でも、私は真山さんが、好きです」

「藍華……」

「本当のことを言うと、私……こうして誰かとお付き合いするの、初めてなんです」

　彼は少し驚いたような顔をして、小さくうなずく。

「だから、どうしていいのか、わからない……」

　緊張のあまり、ポタリポタリとこぼれていく涙が、止まらなくなった。

「そんなこと、心配いらない」

　きっと真山さんならそう言ってくれると信じていた。それでも、不安だった。

「真山さんが好きなんです。そばにいたい」

「藍華……」

　彼は私を抱き寄せた。骨が砕けてしまいそうなほど強く。

「俺も、藍華が好きだ。佳乃とはたしかに昔、付き合っていた。その事実は消えない。だけど、今は藍華しか見えない」

「真山、さん……」

「藍華を失うなんて、考えられない」

　彼のコートをギュッと掴む。今度流れていく涙は、安堵の涙。

「俺を信じてくれないか？」

　佳乃さんに会った時と同じセリフ。あの時は素直にうなずけなかったけど……。

「はい」

　私は彼を信じる。だって、こんなに好きなんだから。

　ゆっくり私から離れた彼は、頬に伝う涙を大きな手で拭ってくれる。

　彼の顔をもっと見たいのに、涙のシャッターが邪魔をする。一度まばたきをすると、彼がゆっくり近づいてきて……甘い吐息がかかり、柔らかい唇が重なった。

　ほんの少し触れただけで離れてくれたのは、恋愛初心者の私に気を遣ってくれたのかもしれない。二度目のキスは、少し塩辛かった。

　再び抱き寄せられた彼の腕の中で、ぬくもりを貪る。彼が好きだと言ってくれるなら、信じよう。

「藍華」

　その後、言葉は続かなかった。だけど、彼の優しい声は私の心を落ち着かせる。

　どれくらいそうしていただろう。涙が止まり渇いてきた頃、やっと彼は私を離した。

「実はさっき、藍華の家に行ったんだ」

「私の？」

「どうしても、きちんと話をしたかった」

　真山さんも？　彼が遅かったのはそのせいだったんだ。

「でも部屋も真っ暗で、応答もなくて……すごく焦った。これで藍華と終わってしまうんじゃないかと、怖かった」

　だから、帰ってきた時、あんなに驚いていたの？

「でも、こうして藍華が待っていてくれて、俺……どれだけうれしかったか」

　たまらず、という感じで再び私を抱き寄せる彼の手が、少しだけ震えている。

「真山さん……」

　彼の肩に顔をうずめ、しがみつく。彼もまた私の背中に回した手を離すことはない。このままずっと抱き合っていられたらいいのにと思うほど、心が解けて混ざり合うのを感じた。

　それからしばらく私を抱きしめ続けた彼は、腕の力を緩めると、「いい匂いがする」と照れくさそうに微笑む。

「真山さんに食べてほしくて、ご飯を作りました」

「ありがとう」

　彼が着替えている間に料理を温め始めると、高ぶりすぎた気持ちがやっと落ち着いてきた。そして、チキンのソースがコトコトと音を立てるのを聞きながら、なにがあっても彼を信じてついていこうと強く思った。

　初めて作ったチキンのソテーは、ちょっと味見したところではなかなかおいしくできている。

「うまそうだ」

　真山さんがキッチンに入ってきた。

「頑張って作ったんですけど……あっ」

　振り向こうとすると、突然うしろから抱き寄せられ、驚いてしまう。

「あぁ、ずっとこうしていたい」

「そんな……。ご飯食べられませんよ？」

　そうは言ったものの、私も同じ気持ちだった。

　彼は私の前ではとびきり甘い。会社でストイックに仕事に励む彼は一見、恋愛なんて興味がないように見える。だから、きっと誰もこの姿を知らない。私だけの秘密。

「もうできますから」

　そう言っても、彼は私を離そうとしない。

「うん。もうちょっと」

　意外と子供っぽい彼に笑みがこぼれる。

　……早乙女様が『リアンで昼間からビールをがぶ飲みしてた男がいた』と言っていたけど、私がひと晩不安の中で過ごしたように、彼も？

　そう考えると、すぐに感情が揺れ動いてしまう未熟な私とは違い、常に冷静沈着だと思っていた真山さんのことが身近に感じられてうれしくなった。

「でも、冷めちゃいます」

「それじゃあ、キス」

「えっ？」

　驚いて振り向くと、すぐさま唇が重なった。

　私の全身を真っ赤に染めた唇は「急にお腹空いてきた」と拍子抜けするような言葉を紡ぎだす。そのギャップがおかしくて思わず笑ってしまった。

「寒いから、こたつで食べる？」と言う真山さんと協力して、ふたりで料理を運ぶ。

「いいな、こういうの。家に帰ってきたら電気がついてて、部屋も暖められてて……なにより、藍華がいる」

　すべての料理を運び終えると、フォークを並べながら彼はつぶやく。そう言われるとなんだか照れくさくて、自然と頬が緩んでしまった。

「また、来てくれる？」

「はい」

　好きな人と一緒の食事は、どうしてこんなにおいしいのだろう。いつもより食が進む。それは真山さんも同じようで、何度もお替わりをしてくれた。

　そして、楽しい夕食が終わると、彼は車で家まで送ってくれた。

「藍華。すごくおいしかった。ごちそうさま」

　私が車を降りると、彼もわざわざ降りてくる。

「いえ。また作りますね」

　月明かりに照らされた彼の笑顔は、私の心を穏やかにする。

「それじゃあ、おやすみ」

　一歩近づいた彼は、私の肩に手をかけ、額にキスを落とす。

「おやすみ、なさい」

　途端に体が火照りだす。

　額にキスされただけでこんなに舞い上がるのは、やっぱりおかしいかな？

　もう、不安にならなくてもいい。自信を持って、彼女だと言ってもいい。そんなワクワクした気持ちと興奮で、その日はよく眠れなかった。










波乱のバレンタイン




　翌日以降、仕事は忙しさを増すばかりだった。制服ファッションショーの企画も現実味を帯びてきて、倉庫から制服を探し出す作業も始めた。

「んー、埃ほこりっぽいな」

　真山さんが眉をひそめる。

「本当ですね。……あっ、私、ひとつ見つけました」

　たくさんの段ボールの中から見つけたのは、数年前の夏服。

「おぉ、懐かしい。俺が大阪に行く前のだ」

　淡いピンクのジャケットに、黒のタイトスカート。タイトスカートには縦に一本赤いライン。ボーラーという形の帽子にも赤いラインが一本入っている。このちょっとした〝東郷らしさ〟が憎い。

　憧れの制服にこうして出会えて、テンションは最高潮だった。

　その後も探し続けて、二十年ほど前までのものはいくつか見つけることができた。

「これ、虫にやられてます」

　せっかく見つけた制服も、保管状態がよくなかったせいか使えないものも多い。

「はぁ、想像以上に大変そうだ。もっと昔のものは、見つけられそうにないな」

　真山さんは大きな溜息をつく。

「本当ですね」

「お袋みたいに、自宅に保管している人を見つけるのも至難の業だ。写真を見て作るしか、ないか……」

　やっぱり作るんだ。完全に同じものとはいかなくても、近いものは作れるはず。

「そういえば、モデルの公募、藍華も出す？」

　倉庫からいくつかの制服を抱えて出ると、真山さんがなにげなく尋ねてくる。

　そりゃあもちろん、制服は着たい。だけど社員になり営業本部に配属になってから、至る所で私の悪い噂うわさが広がっていて、ためらわれる。もちろんそれは噂であって事実無根だけど、本部に入るために部長と関係を持ったとか、誰とでも寝るとか……うんざりするような陰口に、正直疲れ果てていた。これ以上目立ったら、いっそうひどくなりそうだ。

「どうしようか迷ってます」

　私が言葉を濁すと、「すごく似合ってたから、応募すればいいのに」と微笑む。

　早乙女様が来店した時、私の陰口に対して怒ってくれた真山さんだけど、それ以降のことは知らない。皆そんなにバカじゃない。わからないように陰で言っている。

　だけど真山さんに心配かけたくなくて、にっこり笑ってごまかした。

　営業本部に戻ると、近藤さんが真山さんを探していた。

「おぉ、いたいた。館内放送をかけようかと思ってたところだったよ」

「なに？」

「うん、お客様。土つち屋やさんって言ってたけど……あの受付にいた土屋さん？　この前も訪ねてきたよ」

『この前も』って、もしかして……。

　真山さんは倉庫から持ってきた制服をデスクに置くと、「ふぅ」と小さく溜息を漏らす。その様子を見て、それが佳乃さんだと確信した。

「どこにいるって？」

「受付に。お前、彼女と……」

　近藤さんも、真山さんと佳乃さんが付き合っていたことを知っているのだろう。

「ちょっと行ってくる」

　近藤さんの質問にはなにも答えず、真山さんはフロアを出ていった。

　早速私は、持ってきた制服のチェックを始めた。汚れはないか、破れてはいないか。チェックして使えるものはクリーニングに出さなければならない。だけど……どうしても真山さんが気になって、なかなか仕事がはかどらない。

　ソワソワしていると、十五分ほどして彼は帰ってきた。

「西里さん、どう？　使えそう？」

　真山さんは、いつもとなんら変わりない様子で私に尋ねる。

「はい。えっと……これとこれは大丈夫そうです」

　どう考えても、十五分の仕事としては成果が少ない。おそらくそれに気がついた彼は「俺も手伝うよ」と隣に座った。

　佳乃さんとなにがあったのだろう。尋ねたくてたまらない。だけど、今は仕事中。

「うーん。状態がよくないね。とりあえず何点かはレプリカを発注しよう。えぇっと、絶対欲しいのは……」

　真山さんは私が提案した欲しい制服の一覧表をめくり、指示を出す。

「この初期のものは絶対に見つかりそうにないね。これと、これ。あとは……この赤い制服もないね」

　それは、私がコスプレに走るきっかけとなった赤いジャケット。

「とりあえず、見積もり取って？」

「わかりました」

　いいな。着たいな……。この赤いジャケットを着て歩く自分の姿を想像して、溜息が漏れそうだった。

　その日は、佳乃さんのことが気になり、悶もん々もんとした気持ちのまま仕事を終えた。

　相変わらず仕事の終わらない真山さんよりひと足先に会社を出る。すると、駅に向かう途中でスマホが震えているのに気がついて、急いで取り出した。それは、真山さんからのメールだった。

【今日は遅くなりそう。待っててもらっても申し訳ないと思ってメールした】

　彼の家に行っても無駄だということだろう。

　一度は返信しようとしたけれど、手が止まってしまった。

　仕事なの？

　佳乃さんが訪ねてきたことを思い出して、もしかして彼は佳乃さんと会うのではないかと疑ってしまう。メールを開いたまま立ち尽くしていると、今度は電話が鳴り、ひどく慌てた。電話の相手は、メールをくれたばかりの真山さんだった。

「もしもし」

『藍華、俺。さっきメールしたけど、見てくれた？』

「はい」

『言わないほうがいいかと思ったけど、余計に藍華を不安にさせるかもしれないと思って……』

　それは、どういうこと？

　ドクンと心臓が打った。

『実は佳乃に呼び出されてる。ああやって会社に来られるのは困る。一度きちんと話をしてくる』

　やっぱり……。

「……はい」

　こうやって正直に話してくれたことはうれしい。だけど、聞いたところで気持ちは晴れなかった。かえって苦しくなっただけ。

『ホントにごめん。明日、きちんと話すから』

「わかり、ました」

　本当は泣きそうだった。だけど、彼を信じなくては。

　どれだけそう思っても、完全に不安が消えることはない。電話が切れた後も、しばらく呆然と立ち尽くしていた。

「明日、バレンタインなのに」

　見上げた夜空には星が無数に瞬いている。なのに私の心には、暗雲が立ち込める。

　家に帰って簡単に食事を済ませると、真山さんへのバレンタインのプレゼントを作るために、再びキッチンに立った。

　クヨクヨ悩んでも仕方がない。この前、気持ちを確認し合えたじゃない。私は私らしく頑張ればいいのよ。そう思い直し、チョコを溶かし始めた。

　だけど真山さん、明日はチョコをいっぱいもらうんだろうな。ライバルは佳乃さんだけではない。美晴の情報だと、あちこちの売場に真山ファンがいるらしい。

　チョコレートたっぷりのガトーショコラは、思いのほかよい出来だった。甘いものがそれほど得意ではないと聞いているから、ビターな味に仕上げてみた。

　人生初のバレンタインプレゼント。東郷では毎年義理チョコが配られると耳にしたから、本部の人たちにも作らなくてはと思ったものの、日々の仕事が忙しくて全員分は難しく、結局買ってしまった。真山さんだけ、特別だ。

　用意していた箱にガトーショコラを切り分けて入れ、リボンでかわいく飾りつけた。

　プレゼントが完成して、なにげなくスマホを覗いたけれど、特に連絡はない。今頃、佳乃さんと話しているのだろうか。

　だけど、どうすることもできない私は、お風呂に入るとすぐにベッドに入った。




　モヤモヤした気持ちのまま眠りについたのに、疲れていてぐっすり眠ったせいか、目覚めはよかった。カーテンを全開にして、太陽の光で体内時計をリセットする。

　さて、今日も頑張ろう。

「うーん」

　大きく伸びをしてベッドを出ると、急いで身支度を整え、家を飛び出した。

「おはようございます」

「西里さん、おはよ」

　挨拶を返してくれたのは、本部で私の他にひとりだけいる女性、主任の中なか津つさん。さっぱりとした性格の持ち主で、いつも明るい。彼女は売場を二年だけ経験して、本部に抜ばっ擢てきされたのだとか。仕事も早いし発言も的確で、私の憧れだった。

　制服ファッションショーも、当初の予定では彼女が担当するはずだったらしいけど、どうやらまったく興味がないらしい。その代わり、日用品のスペシャリストで、彼女の提案で仕入れる商品は飛ぶように売れるのだとか。

「西里さん、チョコ持ってきた？」

　私にチョコを用意したほうがいいと教えてくれたのも彼女。意外にも、楽しみにしている男性社員は多いのだとか。

「はい」

　小声で私に語りかけた彼女は「帰りの時間がまちまちだから、配っちゃおう」と提案してきた。彼女は数年前に結婚していて、もちろんすべて義理チョコだ。

「今日はバレンタインなので」

　口火を切った中津さんは、まず部長にチョコを渡した。私も続けて渡すと、大喜びしてくれる。

「おぉ、ありがとう。西里君が来てくれたから、今年はふたつだ」

　他の人たちも喜んでくれて、いつもは売上額が飛び交い殺伐とした雰囲気の営業本部も、少しだけ明るくなった。

「西里さん、ありがと」

　真山さんにも、もちろん皆と同じものを手渡した。彼のためにだけ作ったガトーショコラは、ロッカーの中にしまってある。

　その日は、バレンタインの駆け込み購入が見込まれていた。買い忘れていた人や足らなくなった人が走り込んでくる。それに加えて、少し値段が下げられたチョコを自分のために購入しに来る人もいた。

「売上、達成しました」

　パソコンを睨んでいた近藤さんが大きな声で叫ぶと、拍手が起こる。いつもよりずっと早い目標達成だった。すぐに、館内に流されている音楽が変えられ、従業員にそれを知らせる。

「やったな。バレンタイン商戦、大成功だ」

「お疲れ、近藤」

　周りの人たちから次々とねぎらいの言葉がかかる。バレンタインの企画は、近藤さんが主にしかけてきた。今までに販売経験のない有名店のチョコをそろえるのはもちろん、デパート初出店という目玉ショップが大きく売上を牽引したようだ。

「はい。抹茶生チョコが売上良好でした。来年も目玉を準備しないと」

　近藤さんは生き生きとした表情を浮かべている。

「俺も頑張るか」

　そう言う真山さんは、制服ファッションショーまでメインとなる企画はない。もちろん他の企画の手伝いがあるから、仕事はいくらでもあるのだけど。

「次はホワイトデーと駅弁だぞ。この調子で頼む」

　部長の言葉に、皆が大きくうなずいた。

　それから真山さんは、駅弁フェア企画の手伝いで走り回っていて、ろくに話すこともできなかった。それでも、彼の表情が明るかったから、佳乃さんとの話はうまくいったとばかり思っていた。

　定時を少し過ぎたところでフロアを出て更衣室に行くと、私のロッカーが少し開いている。しっかり閉め忘れたかな？と不思議に思いながら開けると……。

「どうして？」

　真山さんに渡すはずのガトーショコラの箱が破れていて、ケーキも下に落ちている。

「藍華、お疲れ」

　その時、美晴と数人の社員が入ってきた。

「どうしたの？」

　青い顔をして立ち尽くしている私の異変に、美晴が気づいた。

「なに、これ！」

　ガトーショコラを拾い上げた美晴は、破られていた箱にしまうと、私を更衣室から引っ張り出して倉庫に向かった。

「ちょっと、どうしたの？」

「わからない」

　どうしてこんなことになっているのか、本当にわからない。昼休憩の時は、こんなふうになっていなかったのに。

「まさか……。イヤな噂は耳にしたけど……」

「噂？」

　すると美晴は眉間にシワを寄せ、大きな溜息をついた。

「うん。十番の時、社員食堂で隣が受付だったのね。それで彼女たちの話が聞こえちゃったんだけど……」

　一瞬ためらうように口をつぐんだ美晴だけど、意を決したように話し始めた。

「藍華が真山さんにしつこく言い寄ってて、それで真山さんが困ってるから、皆でなんとかしようとか……」

「そんな……」

　どうしてそんなことになってるの？

　怒りが沸々と湧いてくる。

「あのケーキ、真山さんへのプレゼントだよね」

「うん……」

　頭が真っ白になる。佳乃さんのことがすっかり片付いて、これから真山さんとの楽しい日々が待っているとばかり思っていたのに。

　でも今は、真山さんにケーキを届けたいという気持ちが先走った。

「まだ家にケーキがあるの。取りに行く」

　私がそう言うと、美晴は苦しげな顔をして、小さくうなずく。

「藍華……負けないで。応援してる」

「うん」

　美晴の話では、受付の人が私のケーキをメチャクチャにしたに違いない。もしかしたら、その中に真山さんのことを好きな人がいるのかもしれない。だから、私が彼と一緒に仕事をしていることを恨んで？

「私も頑張る」

　美晴はキリリとした顔で私を見つめた。

「もしかして、約束してるの？」

　きっと相手は、アパレルテナントの人だ。

「うん。一緒に幸せになろうね」

「うん！」

　美晴と話せたことで落ち着いた私は、すぐに着替えて会社を飛び出した。

　走ったせいで「はぁはぁ」と上がった息を整えながら冷蔵庫を開け、残っていたガトーショコラを切り分けると、箱の予備がないことに気がついた。

　仕方なく皿に乗せてラップをかける。これではプレゼントには見えないけれど、今はこれ以上どうすることもできない。

　とにかく気持ちだけは伝えたいと、慌てて家を出ようとすると、スマホが鳴っていることに気がついた。

【もうすぐ着くから】

　それは、真山さんからのメールだった。昨日のこともあるから、早めに切り上げてきてくれたに違いない。だけど、もうすぐとなると私のほうが遅い。

【ごめんなさい。すぐに行きます】

　それだけ返信すると、元来た道を慌てて引き返した。

　途中、電車の中で何度かスマホが震えたけど、出ることができなかった。

「遅くなって、ごめんなさい」

「先に帰ってると思ったから心配したよ」

　チャイムを鳴らすとすぐに真山さんが出てきてくれた。息を荒げる私に驚きながら、どこか安堵したような顔をしている。

「ごめんなさい。訳あって家に……」

　肩で大きく息をしたまま、紙袋からケーキを取り出した。

「バレンタインのケーキです。でも、ラッピングしたのに落としてしまって。それで家に取りに……」

「そうだったのか。藍華、ありがとう。うれしいよ」

　真山さんはお皿に乗っただけのガトーショコラを、満面の笑顔で受け取ってくれた。

「とにかく上がって？」

　本当は食事も用意したかったのに、できなかった。それでも、今日の目的はなんとか果たせてホッとした。

　いつもの和室に行くと、すでに部屋は暖まっていた。

「藍華、すごくうれしいよ。でも……本当に落としたの？」

　真山さんはガトーショコラを大切そうにこたつに置き、少し困った顔でそう言った。

「えっ……」

「変な噂を耳にしてね。藍華になにかあったんじゃないかと心配した」

　まさか、美晴の言っていた噂を聞いてしまったの？

「いえ、なにも」

　動揺して目が泳いでしまう。

　本当のことを言うべきだろうか。それとも、私が乗り越えればいいこと？

　そんなことを考えていると、真山さんは再び口を開いた。

「俺は藍華のことを守りたい。それに……多分、佳乃の仕業だ」

「まさか、佳乃さんがこんなことを？」

　思わぬ人の名前が出て、ひどく驚く。

「やっぱり、誰かにやられたんだね」

「あっ……」

　真山さんにうまく誘導されてしまった私は、仕方なくうなずいた。

「ごめん、俺のせいだ。昨日佳乃に会って、もう二度と来ないでくれと伝えた」

　固唾を呑んで、続く彼の言葉に耳を傾ける。

「俺は藍華と付き合っていて、だから佳乃に来られるのは迷惑だとはっきり伝えた。それで、藍華が東郷の社員だということも話した」

　でも、美晴が聞いたのは受付の人の話だったはず。それに……。

「佳乃さんがロッカーに入れるわけが……」

「佳乃は昔、東郷の受付にいた。その頃からの友人が、まだ受付にいる」

　それを聞いて、点と点が線でつながった。どうしてあんな噂が立ったのか不思議に思っていたけれど、やっと理由がわかった。

「それじゃあ、その人が？」

「おそらくそうだ。噂を流したのも、ケーキを台無しにしたのも。藍華に誤解されたくないから、この際、全部正直に話すよ。実は、佳乃は副社長の娘なんだ」

「そうなんですか!?」

　驚きすぎて、大きな声が出てしまった。

「俺が入社して五年くらい経った頃、佳乃に告白されて付き合い始めて……。付き合うなら真剣にと思っていた俺は、副社長に挨拶に行ったんだ。だけど、当時まだ売場の平社員だった俺は、佳乃にはふさわしくないと言われた」

「そんな……」

　そんなことで人の価値は決まらないのに。

「俺としては、何度通っても許してもらう気でいた。でも佳乃は、交際を反対されたことで、俺との付き合いをためらいだした」

　彼女の気持ちは、その程度だったの？

「そのすぐ後、彼女に見合い話が持ち上がり、彼女はその相手と付き合い始めた。俺は彼女が見合いをしたことすら、しばらく知らなかった」

　それは、二股ということ？　いくら反対されたからって、ひどすぎる。

「その見合い相手は、メディア戦略がうまく、あっという間に大きくなったアパレル会社の社長で、俺より五つ年上の男。佳乃はそいつと生きていくことを選んだんだ。俺はあっさり捨てられた」

「ひどい……」

　彼がそんなに辛い経験をしているなんて、少しも知らなかった。

「それから、とんとん拍子で結婚が決まり、海外進出を考えてロスに渡ったその男に彼女はついていった。その頃、俺に大阪への転勤話が持ち上がったんだ。副社長が手を回したのはあきらかだったけど、仕事のステップアップのためと前向きに考えてその話を受けた。でも……」

「ふー」と短い溜息を吐いた彼は、再び口を開いた。

「当時は俺がショックを受けて大阪に行くんだと、くだらない噂も飛んだよ。未練は、まったくなかったんだけどね」

「それなら、どうして今頃？」

『あの人と別れて帰ってきたの』と佳乃さんは言った。離婚したということ？

「その男の事業が失敗して、会社は倒産したらしい。それで、別れて帰ってきたみたいだ……」

　彼は苦々しい顔をして、小さな溜息をつく。

「だからって、今さら……」

　これほど真山さんを傷つけたのに、やり直したいなんて、勝手すぎる。

「うん。佳乃の言い分では、親に決められたからそうしただけだ、と。自分は被害者で、本当は俺のことがずっと好きだったと言うんだ。だけど、それは違う。『佳乃が自分で選んだ人生だ』とはっきり言ってきた」

　真山さんの言うとおりだ。私なら、いくら親に勧められたからといって、大好きな彼氏がいるのに別の人と付き合ったりできない。

「冷たいかもしれないけど、正直、今は佳乃に対してなんの感情もない。当時は怒りや憎しみもあったけど、それすらどうでもいいと思うほど、心が離れた」

　真山さんは私から目をそらさないまま、言葉を続ける。

「それでも心にダメージはあったらしくて、誰かと付き合うのが怖くなった。また裏切られるんじゃないかと考えると、そういう感情すら持たなくなった」

　ダメージがあって当然だ。信じていた人に裏切られることほど辛いことはない。

「だけど、藍華に出会って……この人を逃してはいけないと感じた。だから彼女には藍華のことを正直に話したのに、まさか藍華まで傷つけるなんて……」

「真山さん！」

　真山さんは少しも悪くない。そう思ったら、大きな声が出た。

「私、大丈夫ですから。だって、真山さんと一緒にいるの、楽しいんです。あ、そうだ。ご飯まだでしたね。作れなくて、ごめんなさい」

　もうこの話は終わり。真山さんが過去に負った傷は、簡単には癒えないかもしれない。でも、私がきっと忘れさせてみせる。

　制服以外のことで、こんなに強い気持ちを持ったのは初めてだった。

「藍華……本当にごめん」

「なに食べますか？　私、お腹が空いちゃいました」

　辛そうな彼の顔は、もう見たくない。

「そう、だね。デリバリーしようか。でも、先にケーキをいただいていい？」

　私の気持ちが届いたのか、彼は気持ちを切り替えるかのように笑顔を作ってみせた。

「はい！」

　ピザの注文を済ませると、コーヒーを淹れ、ガトーショコラを食べることにした。大きな口で頬張った真山さんは、何度も小さくうなずく。

　どう、かな……。

「うまい！　こんなにうまいケーキ、初めてだよ」

　彼は、ちょっと大げさすぎるほどに褒めてくれる。

「よかったー。ところで真山さん、チョコはいくつもらったんですか？」

　ちょっと意地悪な質問を投げかけてみる。

　すると彼は視線を斜め上に向け、「えぇっと……」と考え込む。

「十……いや、十五？」

「そんなに！」

「いや、でも……これが一番うれしいよ」

　少し焦る真山さんがおかしい。

「いいんです。ちょっと嫉妬しただけです」

「嫉妬？」

「あっ、いえ……」

　嫉妬したのは本当だった。やっぱり私だけの真山さんでいてほしい。だけど、彼のことが大好きだと告白してしまったかのようで、焦る。

「俺は藍華が好きだよ」

　こたつの向こうに座っていた彼が身を乗り出して、あっという間に唇を重ねる。少し甘くて柔らかい唇は、私に自信をくれた。

「ずっとそばにいてほしい」

　少しだけ顔を離した真山さんが、私に視線を絡ませる。

「はい。ずっと、そばに……」

　そして、もう一度唇が重なった。

　彼の唇が離れていくと、照れくさくてうつむいた。

「ヤバイ。今、最高に幸せ」

　ストレートに気持ちを口にしてくれるから、ちょっとだけくすぐったい。でも彼と同じ感情を共有できて、私もとても幸せだ。いろいろあったけど、彼との距離がまた縮まった気がして、うれしかった。

　それからすぐに、頼んだピザがやってきた。

　真山さんは細いのに意外と食べる。大きなピザはあっという間になくなった。

「藍華、足りた？」

「もちろんです。だってケーキも食べましたから」

「少食だなぁ」

　彼は空手をしていたからか、筋肉質でガッシリはしているけど、決して太ってはいない。一日中あちこちの売場を歩き回っているから、このくらい食べないと足りないのかもしれない。

「もう、こんな時間だ」

　彼は壁にかかる時計を見上げ、つぶやいた。もう二十二時を過ぎている。

「遅くまでごめんなさい。帰ります」

　疲れている真山さんに無理をさせてはいけない。名残惜しいけれど、立ち上がって部屋の片隅に置いておいたバッグを持った。すると……。

「帰らないで、ほしい」

「えっ？」

　背中越しに彼の低い声がして、心臓が跳ねる。

「藍華……」

　溜息交じりの彼の声が耳にかかったかと思うと、うしろから強く抱き寄せられた。その瞬間、早乙女様の言っていた『ア、ゲ、ル』の言葉が頭をよぎる。

　私だって帰りたくない。でも……恋愛初心者の私は、どうしていいのかすらわからない。

　速まる鼓動を感じながら彼の腕に触れる。筋肉質で硬い彼の腕は、緩むことがない。

「私……」

　この先に進むことをためらってしまう。だけど、こうして抱き寄せられると幸せでたまらない。

「藍華、怖い？」

　彼の質問にビクッと震える。それでも、常に私の気持ちを考えてくれる彼なら、不安さえも全部受けとめてくれるだろう。

　彼の腕の中でクルッと振り返り、抱きついた。

「怖いです。でも……私も真山さんと一緒にいたい」

　彼の手にいっそう力がこもり、バッグが下に転がった。

　それからすぐに触れた唇は熱を帯びていた。彼に必死にしがみつくと、私を壁に追いつめ、情熱的なキスを繰り返してくる。恥ずかしくてうつむくたびに、それを許さないとばかりに私の顎に手をかけ、何度も角度を変えて唇を覆う。そして彼の舌が私の唇に触れ、こじ開けた。

「ん……」

　温かい彼の舌が私のそれと絡まる。こうして大好きな人とつながることができるなんて、恥ずかしいけれどうれしい。

「好きだ」

　やがて離れた唇は、今度は耳元で優しい音を作り出す。

　真山さんは額に唇を押しつけると、不意に私を抱き上げた。そしてそのまま部屋を出て玄関ホールを通り、別の部屋に入っていく。そこは、寝室だった。

　暖められていた和室とは違い、震えそうに寒い。彼は私をベッドに優しく下ろすと、すぐにヒーターのスイッチを入れる。

「寒いな」

　艶っぽい目で私を見下ろすくせにクスクス笑う彼のおかげで、少しだけ緊張が緩む。

　すぐに真顔になった彼は、愛おしそうに目を細め、頬にそっと触れた。そして枕元にあったリモコンで電気を消した。

　柔らかい唇が再び私の唇を覆った後、首筋を這いだす。どうしていいのかわからない私は、体を硬くしてギュッと目を閉じる。

「藍華？」

　私の様子に気がついた真山さんが、顔を上げる。

「大丈夫です。ちょっと緊張して……」

　初めてなのだから、仕方がない。

「実は俺も」

「えっ？」

「藍華のことが好きすぎて、壊してしまわないか心配だ」

　そんな愛の囁きは、私の気持ちを緩ませる。彼なら、きっと優しくしてくれる。

　それから彼は、何度もキスを繰り返してくれた。その間に私の体の強ばりは消えていき、いつの間にかシャツのボタンが外されていた。

「藍華」

　何度も名前を口にしてくれるのは、私の緊張を和らげるためだろう。

「あっ……」

　ブラの上から優しく胸に触れられただけで、思わず声が出る。すると彼は、弧を描くように何度も何度も揉もみしだいた。やがてブラが外されて、胸の先端に彼の指が触れる。

「ん……」

　初めての感覚にビクッと震えると、吸いつくようなキスが落とされた。それから首筋を這う彼の舌が、やがて胸の谷間に向かい……。

「真山さん……」

　思わず彼の名を呼んだ。

「藍華、名前呼んで？」

「……公孝、さん」

　下の名を口にした瞬間、彼と私の間の距離が一気に縮まった気すらした。

　それからどうしたのかよく覚えていない。ただ、夢中で彼にしがみつき、悶もだえた。

　彼に触れられる場所が、いちいち熱を帯びる。息がうまく吸えなくて……いや、好きな人に触れられているという喜びで胸がいっぱいになり、涙が溢れる。

「公孝さん……」

　たまらなく彼のキスが欲しい。彼の首に手を回し、伸び上がって唇を求めたけれど、すぐにはキスをくれない。

「どうして、ほしいの？」

「えっ……」

「藍華の口から、言って？」

　もう十分恥ずかしいのに、キスしてほしいなんてとても言えない。

　イヤイヤと首を横に振ると、私の鼻に鼻をくっつける彼は「言ってごらん」とさらに急かす。こんなに近くに彼の唇があるのに、触れてくれない。そのもどかしさが私の体をさらに熱くした。

「俺は欲しいよ。藍華のすべてが、欲しい」

　切なげな声でそう囁かれると、私の中の理性がはじけ飛んでいく。

「お願い。キス、して？」

「よくできました」

　キスをねだるなんて、恥ずかしくてたまらない。それでも彼のキスが欲しい。

　すぐに唇を覆った彼は舌を滑り込ませてきた。手をギュッと握られたままの激しいキスは、私を夢中にさせる。

　こうして肌を重ねながらする口づけは、彼をより身近に感じることができて、幸福感で満たされる。幸せすぎて感極まってしまった私の目尻から、ひと粒の涙がこぼれていった。

「藍華、まだ怖い？」

　暗闇に慣れてきた目が、公孝さんの心配そうな顔をとらえる。

「ううん。幸せ、なの」

「……俺も」

　再び唇を重ねた彼は、それから私を激しく、けれど優しく貪った。

「あ……っ」

　やがて彼が入ってくると、苦しくて、痛くて、声が出る。

「藍華、大丈夫？」

「ごめんなさい。続けてください」

　初めての洗礼は、思っていたより辛かった。彼の腕にギュッと掴まり、無意識に爪を立ててしまう。

　私が苦しげな顔をするたび体を離してくれる彼は、硬く縮こまった体をほぐすかのように何度も愛あい撫ぶを与えてくれるけれど、うまくいかない。すると……。

「無理しなくていい。今日はここまで」

　彼は私の隣に体を横たえると、首の下に腕を差し入れて抱き寄せてくれた。

「でも……」

「大丈夫。俺は十分幸せだよ」

　温かい肌が触れ合うだけで、私はこんなに幸せ。だけど、彼のほうは……きっと足りない。それなのに……。

「ごめんな。怖かっただろう？」

　何度も私の髪をすいて心配そうに囁く彼に、私は首を振った。謝らなければならないのは、私のほう。

「ごめんなさい。私――」

「藍華とこうして一緒にいられて、最高の気分だ」

　私がなにか言う前に、彼が遮る。

　公孝さんがそう言ってくれるなら……少しだけ甘えよう。この歳で初めてなのは恥ずかしいくらいだけど、それでも初めてが公孝さんでよかった。

「今日はこのまま眠ろう」

「……はい」

　再び重なる唇が、ジンジンと熱い。最後までできなかったけど、私にとっては大きな前進だった。




「おはよ」

　部屋がうっすらと明るくなっているのに気がついて目を開けると、目の前で公孝さんが私を見つめていた。

「わっ！　おはよう、ございます」

　寝顔を見られてた？

　恥ずかしくなって布団をかぶると、まだ裸なことに気がついた。

「あっ！」

「どうしたの？　『わっ』とか『あっ』とか……」

　クスクス笑う彼は余裕の表情。そして……。

「おはようの、キス」

　あっという間に唇を重ねた彼は、「まだ足らない」なんて、もう一度唇を塞ぐ。

「ダメだ。止まらない」

「と、止めてください」

　三度目のキスでようやく観念した彼は、「服を着て出ておいで？」と私を残して部屋を出ていった。

　私、彼に昨日……。

　ふと昨夜の行為を思い出すと、顔がカーッと熱くなり鼓動が勢いを増す。あんなことをしておいて普通に話しているなんて、不思議。

　初めての恋は、想像以上に心臓に負担のかかるものだった。

　慌てて下着をつけてシャツを羽織り、手で髪を整えてキッチンに顔を出すと、コーヒーのいい香りが漂っていた。

「藍華も飲むだろ？」

「……はい」

　スッと差し出されたコーヒーを受け取ると、少しだけ手が触れた。するとそれだけで、また昨夜のことを思い出し、頬を赤らめる。

「朝飯、ないんだよ。どうしようか……」

「公孝さん、いつも食べないんですか？　あんなに忙しくしてるんだから、食べないとダメですよ」

　なにげなくそう言うと、彼は私を見つめたまま動かない。

　あれ？　どうか、した？

　不安になって彼を見つめていると、コーヒーを持ったまま近づいてきた彼に不意にキスされ、驚いた。

　今度は私が唖然として立ち尽くす。すると公孝さんは照れたように微笑み、「うれしいな」とつぶやく。

　なに、が？

「会社以外では『公孝』と呼んでくれる？」

「あっ」

　早乙女様が『公孝君』と呼んでいるのを聞いてから、彼を下の名で呼ぶことを実は夢見てきた。だから、昨日それが現実になって……うれしくて、つい。

「……はい」

　次に照れるのは、私の番だった。

　昨日はケーキを落とされて最悪の気分になった。だけど、こうして彼と爽やかな朝を迎えられたのだから、よしとしよう。

　それから私たちは一緒に家を出て、駅前のファーストフードで朝食をとった。

「それじゃあ、後で」

「はい」

　店の前で別れて、私は一旦、自分の家に戻ることにした。

「藍華、待って」

　彼から離れようとすると、手を引かれる。

「俺が守るから。なにかあったら、必ず知らせて」

　彼は真剣な顔をして、私に訴えるように言った。

「……はい」

『俺が守るから』という言葉に、胸がドクンと大きく打った。彼は、私の彼氏。自信を持って、堂々としていればいい。

　出勤して更衣室に向かうと、美晴が待ち構えていた。

「来た来た」

「おはよ、美晴」

「なんだ、ずいぶん清々しい顔してるじゃん」

「うん。心配かけてごめん。私、やっぱり真山さんのことが好き。だから、大丈夫」

　公孝さんと話ができて、気持ちを確認し合えたことで、少し落ち着けた。

　制服フェチをやめられないように、公孝さんに恋することも、やめられない。

「藍華……」

　美晴はホッとしたような顔をして、微笑んだ。

「それより、美晴はどうだったのよ？」

「えっ？　あはは」

　笑ってごまかすのは、許さないんだから。

「その顔だとうまくいったんだ」

「……うん。実は、彼のほうから告白してくれて」

「やった！」

　美晴も幸せを掴んだ。これで彼女も正社員になれれば最高だ。

「おはようございます」

　大きな声で挨拶をしながら営業本部に入ると「おはよ」と公孝さんが笑ってくれた。

　制服ファッションショーの企画は着々と進んでいる。公孝さんは間近に迫った駅弁フェアのほうにかかりきりで、ファッションショーの大部分は私に任せられていた。

「真山さん、モデルの件ですが、そろそろ募集かけないと……」

「そうだったね。それじゃあ、募集要項を作ってもらえる？」

「わかりました」

　募集の案内をパソコンで制作し、真山さんにＯＫをもらうと、コピー室に向かった。

「西里さん。悪いけどこれもお願いできる？　十部でいいんだけど」

　すると公孝さんもやってきて、私に別の資料を差し出した。

「わかりました」

　彼から書類を受け取ると、彼は私の隣に立つ。

「コピーしてお持ちしますよ」

「うん」

　なぜだか歯切れの悪い彼は、コピー機から出てくる募集要項を見つめる。

「藍華の制服姿、見たかったな」

「えっ？」

　すると彼は指でカメラのファインダーのような形を作り、片目を閉じて覗き込んだ。

「公園での藍華、本当の受付嬢みたいだったのに」

「もう、やめてください」

　公園で見つかってしまったコスプレを思い出し、恥ずかしさに顔が火照る。

「あの時の藍華は輝いていたよ。本当にきれいだった」

「えっ……」

『輝いていた』という彼の言葉を聞き、心の奥のなにかが動いた気がした。

　あの時は、本当に楽しかった。公孝さんに見つかってしまって焦りに焦ったけど、長年の夢が叶ったかのようで、本当に幸せだった。目の前に堂々と受付の制服を着るというチャンスがあるのに、チャレンジしなくても後悔しない？

「売場に行ってくるから、コピーはデスクに置いておいて」

「わかりました」

　上司の顔に戻った彼は、コピー室を出ていった。

　刷り上がった募集要項を手に取って、しばらく考える。

　これ以上、目立ちたくはない。でも、本当は……制服を着て舞台に立ちたい。

　相反する気持ちが、心の中で戦い始めた。

　公孝さんに頼まれたコピーも済ませて本部に戻り、しばらく別の仕事に没頭していると、彼が帰ってきた。

「西里さん、コピーありがとう」

「いえ。あの……」

　周りの目を気にしてばかりいないで、勇気を出せ、私。彼も応援してくれる。

「私も、モデルに応募してもいいですか？」

　そう伝えると、一瞬間が空いた後、公孝さんは口を開いた。

「もちろん、だよ」

　うれしそうに微笑む彼を見て、この決断は間違っていないと確信した。










心も体も




　それから数日。受付の人の直接的な嫌がらせは、特になかった。ただ、美晴の情報では、やっぱり私のよくない噂が流されているらしい。

　だけど、ファッションショーの企画にかかりきりだった私は、バックヤードの手伝いに出ることもなく、直に耳にすることはなかった。

　そんなある日――。

「藍華」

「どうしたの？」

　仕事を終え更衣室に向かうと、もうずっと前に帰ったと思っていた美晴が私を待ち構えていた。

「うん。ちょっとお茶行こ」

　ここでは話せないことなのか、美晴は私をカフェに誘った。

　公孝さんと何度も待ち合わせをしたカフェでコーヒーを頼むと、早速美晴が口を開いた。

「今日ね、受付嬢が食堂でまたくだらない噂話をしていて……」

　美晴は言葉を濁してくれたけど、私の悪口だろう。

「そこに真山さんが通りかかったの」

　なぜだか彼女は口元を緩める。

「真山さんが？」

「うん。それで、その話が聞こえちゃったみたいなんだけど、『君たちは、他人を下げなければ自分の価値を示せないのか』って、ビシッと」

　公孝さんが、そんなことを？

「もー、かっこよくて、私が惚ほれちゃいそうだったよ」

　美晴はコーヒーに手を伸ばしながら、「いい男だね」なんてしみじみつぶやくから、私が恥ずかしくなってしまった。

「藍華の彼が真山さんでよかった」

「うん。ありがとう」

　美晴の言葉に耳を傾けながら、まだ熱いコーヒーをゆっくり味わいながら飲んだ。

　私を庇かばってくれた公孝さんの行為を知り、胸がいっぱいで、これ以上なんと言ったらいいのかわからない。

「辛い時はひとりで抱えないで真山さんを頼るのよ？　私もいるからね」

「美晴……ありがとね」

　持つべきものは親友だ。彼女の優しさに瞳が潤む。

　それから、美晴の彼氏の話になり、ふたりでのろけ合戦。楽しい話は、心を穏やかにしてくれるから、たまにはこういうのもいい。こうやってパワーを蓄えて、また前を向いて歩いていこう。




　そして、次の日。私は使われていない会議室で、倉庫に保管されていた制服の補修をしていた。ボタンが取れかかっているもの、縫い目がほつれてきているものが数点あり、経費を抑えるために私が直すことになったのだ。

　もちろん、私が制服を作れるくらい裁縫が好きだと知っている公孝さんは、全面的に信頼して任せてくれた。こんなところで自分の能力が生かせるとは思っていなかったけど。

　――トントン。

　突然ノックの音がして驚いた。作業に没頭していると、あっという間に時間が過ぎる。時計を見ると、もう十九時半だった。

「はい」

「西里さん、お疲れ」

　顔を出したのは、公孝さん。

「お疲れさまです」

「さすがだね。きれいに仕上がってる」

　ほつれを直したジャケットを手にして、まじまじと見つめた彼は、「すごく助かる」と微笑んでくれた。

「今日はもう上がってもいいよ」

「でも、もう少しですし」

　あと二着。ボタン付けだけ残っている。

「急ぎじゃないから、明日でも。それに、最近残業続きだろう？　きっと彼氏が寂しがってるよ」

　公孝さんは「彼女が、の間違いか」と苦笑する。

「駅弁の準備、ひと段落ついたんだ。俺も今日は早く上がれそうでね」

　彼とは、バレンタインのあの夜以来ずっとすれ違っていたから、気持ちが一気に持ち上がる。

「じゃあ、そろそろ終わりにします」

「うん、お疲れさま」

「お疲れさまでした」

　上司と部下の会話を交わした私たちは、『部屋で待ってる』とアイコンタクトした。

　デスクの上に散らかっている制服と裁縫道具を片付け、慌てて着替えに向かうと、更衣室には誰もいなくてホッとした。ケーキのことがあってから、意図的に混む時間は更衣室に近寄らないようにしている。

　公孝さんが受付嬢に釘を刺してくれたみたいだけど、佳乃さんは諦めてくれただろうか。

　駅までの道を小走りになりながら急ぐ。早く彼に会いたい。会社で毎日会っていても、ふたりきりで会えるのとは違う。

　ちょうど滑り込んできた電車に駆け込むと、ラッシュを少し過ぎているからか、比較的空いていた。

　席に座り窓の外を眺める。人と人の関係って難しい。少し得意なことがあると嫉妬され、努力して手に入れた地位ですら、否定される。

「はぁ」

　思わず溜息が漏れてしまう。だけど、今だけ。それより楽しいことを考えよう。私には公孝さんという理解者がいるのだから。

　やがて彼の家の最寄り駅に到着してスマホを確認すると、公孝さんからメールが入っていた。

【ごめん。副社長から呼ばれた。少し遅れるけど、待ってて】

〝副社長〟という文字に、心臓が大きな音を立てる。

　佳乃さんのお父様だ。仕事の話？　それとも……。

　だけど私にはどうすることもできない。彼を信じて、待つだけ。余計なことを考えないようにと、スーパーに寄って食材を調達し、夕食を作ることにした。

　今日の献立は和食。サバの味み噌そ煮にと、筑ちく前ぜん煮に。それと、明太子ソースをかけた冷奴。味噌すらなかった彼の家に調味料が増えていくのが、同棲しているみたいでちょっとうれしい。

「あっ！」

　材料を手際よく準備して、料理に没頭しているつもりだったのに、焦げ臭い匂いに気がついた。

「やっちゃった」

　慌ててコンロの火を止め、筑前煮の鍋のふたを開けると、少し焦げているもののギリギリセーフ。

　どうやらいつの間にか考え事をして、ボーッとしていたようだ。

　――ピンポーン。

　その時、玄関のチャイムが鳴った。公孝さんが帰ってきた。

「はい」

　コンロの火をすべて消すと、駆け出した。

「お帰りなさい！」

　公孝さんに飛びつかんばかりの勢いで玄関を開け、彼の顔を見ると、全身の力が抜けていく。

「ただいま。いい匂いだ」

「あっ、ちょっと焦げ臭いですよね……」

「いや、急に腹減ってきた。着替えてくる」

　彼はそのまま二階へと上がっていく。

　彼は副社長のことはなにも口にしなかったけど、やっぱり仕事の話なのだろうか。

　さっきまでの心配が取り越し苦労だったかもしれないと胸を撫で下ろしたけれど、着替えてきた彼は、テーブルに料理を運ぶ私の手を止めた。

「ちょっと、先にいい？」

「はい」

　バクバクと音を立て始めた心臓に気がつきながら、返事をした。

　いつもの柔らかい雰囲気が消えている彼は、私の両肩に手を置いて、真っ直ぐな視線を送る。

「実は佳乃が……」

　その名前が出た瞬間、私の心配が当たっていたことを知った。

「副社長に俺たちのことを話したらしい。社内恋愛禁止ではないし、もちろん俺はバレても構わないと思ってた。だけど……」

　彼は言葉を濁す。

「恋愛感情で私を引っ張ったと、言われたんですね」

　私は先に口を開いた。

「藍華……」

「私はちょっと前まで派遣だったんです。いきなり本部では、そう思う人もいます」

「俺が藍華を本部に欲しいと思ったのは、仕事に対する情熱を買ってのことなんだ。だから、もしフラれても本部に引っ張るつもりだったんだけどな」

　彼は少し悲しそうな顔をした。

「公孝さん、ありがとう。でも、仕方ないです」

　実際、彼と私は付き合っているわけだし。

「うん……」

　彼は渋々うなずき、苦しげな顔をして再び口を開く。

「副社長に……同じ部署に置いておくわけにはいかないと言われた。だけど、藍華と別れて佳乃と復縁を考えれば、話は別だと」

「そんな……」

　そんなの理不尽すぎる。同じ売場で働いているカップルは他にもいるし、そもそもふたりの交際に反対したのは副社長だったはず。今さら虫がよすぎる。

「でも、断った。なにがあっても、藍華は手放さない」

　彼の瞳に力がこもる。

「……はい」

　返事をした瞬間、我慢していた涙がひと粒だけこぼれた。彼を信じているとはいえ、身勝手な現実が私を苦しめる。

「もしかしたら、異動になるかもしれない」

「はい」

　きっと私が異動するのだろう。せっかく本部に慣れてきたところだけど、彼を失うくらいならそれでも構わない。

「俺はどの売場でも受け入れると言ってきた」

「えっ？」

　まさか、自分が異動しようとしているの？

「待ってください。それは私のセリフです。私、受付希望だったんですよ？　もしかしたら、受付になれるかもしれないじゃないですか」

　涙をぬぐって笑ってみせると、彼は私を抱き寄せた。

「だけど、俺のために……」

　彼はためらうけれど、一緒にいられるならそれくらいなんでもない。

「なにも問題ありません」

　私がきっぱりそう言うと、彼は眉間にシワを寄せ、しばらく黙り込んでしまった。

「藍華が辛い思いをしてばかりじゃないか」

　やっと口を開いた公孝さんは、唇を噛みしめ私を見つめる。

「私……幸せ、ですよ？」

　私も彼と一緒にいることを望んでいるのだから、彼が自分を責める必要なんてない。でも、彼の優しさに胸を打たれた。

「藍華……」

　彼は私の両肩に手を置いた。

「俺は、全力で藍華を幸せにするつもりだ」

「はい」

　まるで永遠を誓うかのような言葉に、心がジワジワ温かくなる。私は公孝さんを信じる。いい加減な気持ちでないことは、彼の目を見ればわかる。

「でも、本当にそれでいいのか？」

　彼の胸に飛び込んで、大きくうなずく。

「はい。もし受付ではなくどこかの売場でも、またラッピングを考えます」

　本部に必要なのは、間違いなく公孝さんのほう。本音を言えば、よくない噂ばかりが渦巻いている部署にできれば乗り込みたくはない。だけど、公孝さんが自分が異動してでも私を離さないと思ってくれたように、私も彼と離れたくない。

「でも、制服ファッションショーまではやりたいです。せっかくここまできたんです」

　ひとつくらい仕事を達成してから異動したい。ショーを成功させて、きちんと仕事を評価されて本部に引っ張ってもらえたと証明したい。

「わかった。それは約束する。でもやっぱり……」

　公孝さんは辛そうに顔をゆがめる。

「もう悲しい顔しないでください。私は、公孝さんがわかってくれれば、それで十分です」

　公孝さんの迷いが手に取るようにわかるから、口角を上げ笑ってみせる。

「藍華……」

　自分でも強くなったと思う。たとえ感情が揺れても、最後には東郷のために役に立ちたいというところに行き着く。そして、彼のそばにいたいというところに。

「どうやら俺は、最高の女に恋してるらしい」

「そんな……」

　そんなふうに言われると、照れくさくてたまらない。

「愛してる」

　公孝さんは私の顎に手を伸ばして持ち上げると、唇を重ねた。

　佳乃さんとの過去があったとしても、今は私の彼。優しいキスは、自信をくれる。

「お料理、ちょっと焦がしちゃったんです。ごめんなさい」

　いつまでも沈んでいても仕方ない。せっかくとれた彼との時間を楽しまなくては。もうこれ以上、佳乃さんのことでふたりの時間を無駄にしたくない。

「いや、そのくらいのほうが食欲を誘うよ」

　いつものように微笑む彼だけど、どこか目が悲しげだった。でも私が笑顔でいると、次第に彼の表情も緩んできた。

「そういえばモデルの応募、意外と少ないんです」

「そうなのか……。激戦かと思ったよ」

　こんな時にも仕事の話。私たちはホントに仕事バカなのかもしれない。だけど、公孝さんと東郷の話ができるのは楽しい。

「それじゃあ、藍華もモデルに決まりだろう？」

「そうだとうれしいんですけど」

　ドキドキしてきた。

「だとしたら、どれが着たい？　一応、希望をとって決めようと思ってるんだ」

「本当ですか！」

　好きなものを選んでいいとしたら……やっぱり、制服に目覚めるきっかけとなった赤いスタンドカラーのブレザーかな。今回のリストにも入っている。

「赤い、ブレザーのが……」

「おぉ、あれね。東郷らしくてなかなかいいデザインだね。藍華はあれが好きなんだ」

「……はい」

　私の制服フェチ人生を覗かれたような錯覚を起こして、頬が赤く染まる。

「他に希望者がいないといいね」

「そうですね」

　その後、焦がしてしまった筑前煮を「うまい」と言って食べてくれた公孝さんは、皿洗いも手伝ってくれた。

「休んでてください」

「藍華だって疲れてるじゃないか」

　彼はいつも優しい。

　私は、ここ数日は残業が続いたものの、比較的早く帰してもらえる。だけど、公孝さんは違う。毎日のように遅くまで残業がある。

　それは、彼がいないと回らない仕事がたくさんあることの裏返し。彼は、東郷に新しい風を入れ売上を伸ばそうと、常に各売場のバイヤーと話し合いを重ねているし、売場の社員では対処しきれないクレーム対応まですることもある。

「私は大丈夫ですよ」

「でも俺、藍華の近くにいたいから」

「そんな……あはは」

　公孝さんが冗談を言ったと思った。でも……。

「本気だぞ。ひと時も離れたくない」

　一瞬、泡だらけの手が止まる。驚いて隣の彼を見上げると、すぐに唇が重なった。

　プライベートの公孝さんは本当に甘い。こんな彼を佳乃さんも知っているのかと思うと、ちょっぴり妬ける。だけど、この唇のぬくもりで気持ちが満たされる。

「藍華……」

　出しっぱなしの水も気にせず、もう一度キスを交わす。

「抱きたい」

　艶っぽい視線を向けて吐き出すように囁く彼は、真っ直ぐに私を見つめる。

　胸がギュッと締めつけられる。私も、彼に……抱かれたい。

　だけど恥ずかしくてなにも言えずにうつむくと、彼は私の手を取って水道で泡を洗い流し、タオルで拭いてくれた。

「藍華」

　優しい声色で私の名を口にした彼が、今度は深いキスを落とす。

「ん……」

　必死に応えようと彼のセーターを握りしめると、ますますキスが激しくなった。

「欲しい。藍華が、欲しい」

　冷蔵庫に押しつけられた私は、愛の言葉を聞きながら必死に息をする。

　もっとキスがうまくなりたい。私が彼のキスでとろけるように、私も彼を溶かしたい。

「公孝、さん」

　彼の名前を呼びたくなった。私のものだと証明したくなったのだ。

「藍華。絶対に後悔させない。だから、俺についてきてほしい」

「……はい」

　彼は私が異動させられることに罪悪感を抱いているのだろう。だけど、後悔なんてしない。これは私の選んだ道。

　いつものような余裕を感じられない彼は、私の手首を握りキッチンを出る。そして寝室に入ると、再び強く抱き寄せる。

「好きだ」

「公孝さん、抱いて……」

　初めての時、最後までできなかったにもかかわらず、そんな言葉が口をつく。だけど、体が疼いて、本能が彼を求める。

　その言葉を合図に、彼は私をベッドに押し倒した。

「くそっ。歯止めが利かない」

　吐き捨てるようにそう口にした彼は、私の指に自分の指を絡ませ、何度もキスを繰り返す。そして、すぐに片方の手でシャツのボタンを外しだした。

　余裕がない彼から、本物の愛を感じる。なりふり構わず求められているようで、胸が高鳴る。

　彼はボタンをすべて外すと、露わになった首筋に舌を這わせ下りていき、やがて胸の谷間にたどり着いた。心臓がドクドクと音を立てるのが、彼にも伝わっているかもしれない。

「んっ……」

　この間のようにゆっくりではない。いきなりブラジャーをずらし、その先端を口に含む。

「公孝、さん……。ずっと私のそばにいて」

　すぐに上がってしまった息の合間に、やっと言葉を吐き出す。

　佳乃さんのことなんて、少しも見ないで。

「そばにいる。藍華を愛してる」

　彼は私の頬に優しく触れると、もう一度唇を重ねた。

　どんどん激しくなる彼の手の動きに耐え切れなくなった私は、背中をのけぞらせ悶える。

　もう、ダメ。思わず声が出てしまいそうになり手で口を押さえると、彼は私の手を取り払い、シーツに縫いとめた。

「声、聞かせて」

　恥ずかしくて何度も首を振ったけど、彼は許してくれない。

「大丈夫だよ、藍華」

　彼に耳じ朶だを甘噛みされながら囁かれると、体がビクンと反応する。

「あっ……」

「かわいいな」

　我慢しきれず漏れた甘い溜息に、彼は目を細めた。

　呼吸が乱れに乱れ、全身が赤く染まる。まだ寒いというのにほんのり汗ばむのは、部屋に入った時につけたヒーターのせいなのか、それとも……。

　それから彼は、私の中にゆっくり入ってきた。

「ん……っ」

　少しは痛みも和らぐかと期待していたのに、やっぱり痛い。だけど、どうしてもひとつになりたい。

「痛い？」

　心配そうな彼の声に首を振る。本当は、噛みしめた唇が切れてしまいそうなほど痛い。だけど、この痛みも含めて幸せだった。

「公孝さん、続けてください」

　彼が私から離れようとするのがわかって、慌てて止める。

「でも……」

　優しすぎる彼は、自分の欲望などいくらでも我慢してくれる。だけど、ひとつになりたいのは、彼だけではない。

「お願い」

　私の気持ちがわかったのか、彼はもう一度深い口づけを落とすと、さらに進む。

　彼の肩に爪を立てながら、痛みに耐える。すると、潤む瞳に気がついた彼は、心配そうに私の顔を覗き込んだ。それでもやめてほしくない。

「愛してます、公孝さん」

「俺もだ。愛してる」

　そして彼は、さらに深く体を沈めた。

「んーっ……」

　たまらず大きく息を吐き出すと、もう一度甘いキスをくれる。

　私、やっと……やっと、ひとつに……。

　我慢していた涙がポロポロとこぼれだす。

「辛いか？」

「ううん。うれしい、の」

　彼は私を抱きしめたまま、動こうとしない。

「必ず幸せにする」

「……はい」

「愛してる」と何度も耳元でつぶやく彼は、それからゆっくりゆっくり動き始めた。

　まだ気持ちよくはない。それでも、彼とひとつになれたという幸福感で、心が満タンだった。

　思わずこぼれる溜息も、ほんのり汗ばんだ彼の肌も、絡まり合う指も……この空間、この時間のすべてが幸せを運んでくる。

　やがて小さなうめきと共に彼が果てると、たまらなく恥ずかしくなり、彼の背に手を回して抱きついた。すると、ドクドクと耳に届く彼の鼓動の激しさに驚く。

「藍華……」

　私を強く抱き寄せる彼は、苦しそうに息を荒げる。

　公孝さん、ちゃんと気持ちよかっただろうか……。『歯止めが利かない』なんて言いながらも初めての私を気遣ってばかりいた彼のことが、気になってしまった。

「藍華、辛かっただろう？」

「ううん。すごく幸せです」

　抱きついたままそう言うと、公孝さんが「俺もだ。こんなに幸せなセックス、初めてだ」とつぶやくから、ホッとした。

　その日も、彼に抱きしめられたまま朝を迎えた。




　チラチラと差す日の光を感じて目を覚ますと、まだ隣で公孝さんが眠っていた。疲れているのだろう。スースーと規則正しい呼吸を繰り返す彼の姿を見ていると、胸がじんわりと温かくなる。

　コーヒーでも淹れておこうと身じろぎすると、パッと腕を掴まれて驚いた。起きたの？と思ったけれど、彼は目を閉じている。そんな無意識の行動がうれしかった。

　ゆっくり彼の指を外すと、ベッドを出て服をまとう。キッチンでコーヒーを淹れていると、彼が起きてきた。

「おはようございます」

「おはよ。寝すぎた……」

「大丈夫ですよ。時間はまだあります」

　今日は九時までに出勤すればいい。まだ七時半だから十分間に合う。

「そうだな。でも、ずっとこうしていたい気分だ」

　私に歩み寄った彼は、ごく自然に抱き寄せる。彼の肩に頭を預け、しばらく幸せを貪った。十分に彼のぬくもりを満喫した後離れると、すぐに優しいキスが降ってくる。

「体、平気？」

「……はい」

　顔が熱い。昨日の行為を思い出すと、彼の顔をまともに見ることができなくなった。

「朝ごはん、食べますよね」

「うん。ありがと」

　照れくさくて彼から逃れ、再びキッチンに立つ。昨日買っておいたタマゴでサンドウィッチを作り、サラダを添えると、彼はパクパク食べてくれた。

「行こうか」

　キリリと顔つきの変わった彼は、完全に仕事モードになっている。以前のように駅で別れた私は、一旦自宅に戻ってから出勤した。

　その日の午前中は、中津さんの手伝いで終わってしまった。彼女の提案で初めて取り扱う日用品メーカーの商品が大量に届き、そのチェックに追われた。他のデパートで取り扱いのないこの商品の導入には、慎重な意見もあったけれど、中津さんが『攻めていかなければ、他店にお客様を持っていかれます』と部長を説得したのだ。

　おそらく本部を離れることになるけれど、いつか彼女のように東郷の未来を担う存在になりたいと思う。またひとつ目標ができた。

「西里さん、十番いいよ」

　本部に戻ると、まだ忙しそうにしている公孝さんは私を先にお昼に行かせてくれる。すぐに仕事に戻りたかった私は、社員食堂に向かった。

「藍華、ここ」

　私を見つけた美晴が手招きしている。美晴に向かって歩きだすと、突然目の前に足を出されて転んでしまった。慌てて立ち上がり振り返ると、そこには受付の制服を着た人が数人、私を見てクスクス笑っていた。

「ごめんなさい。大丈夫？」

　足を出した受付嬢が、薄笑いを浮かべている。

「……はい」

　あの足の出し方、絶対にわざとだ。でも、証拠があるわけではない。

　怒りをぐっと呑み込んで、再び歩きだす。すると、今度はその人の向かいに座っていた人まで足を出した。

「あら、私も。ごめんなさい」

　今度は派手に転ばずに済んだけれど、周りがざわつきだした。

　ここまでされると、怒りを通り越して呆れる。これでは、まるで子供。東郷の社員である以上、絶対にこんなことがあってはならない。私はたまらず口を開いた。

「受付は……東郷の顔です。老若男女に至るまで、憧れるような存在でなければなりません」

　私が憧れた受付嬢は、こんな人じゃない。迷子だった私を優しくなだめてくれた、あの赤い制服の人たちは絶対にこんなことしない。推測でしかないけれど、そんな確信があった。

「さすが、本部の人は言うことが違うわね」

　顔を見合わせて笑う彼女たちに、唖然とする。

「立場なんて関係ありません。人として、です」

「偉そうに」

　こんな人が受付なんて……。

　激しいショックを受けながら、入ってきたばかりの食堂を出た。

「藍華！」

　すると、すぐに美晴が追いかけてきて、私の顔を覗き込む。

「大丈夫？」

「うん。心配かけてごめんね。破れちゃったから、着替えてくる」

　ストッキングの膝が破れて、うっすらと血がにじんでいる。

「藍華……」

　美晴のほうが泣きそうだった。

「美晴、ありがとう。私ね、ずっと受付に憧れてたの。だから、これからも憧れの職場であってほしいの」

　それは私の勝手な願い。制服好きから始まったけれど、いつの間にか受付そのものへの憧れに変わっていた。

「藍華、ホントあなたって……」

　美晴は困惑した表情をしながらも、笑ってくれた。そして私も、笑顔を作る。

　彼女と別れて更衣室に向かうと、ようやく気持ちが落ち着いてきた。

　泣いている場合ではない。私には時間がない。本部にいられる間にファッションショーの仕事を完璧に仕上げ、恋愛感情で私を引っ張ったという公孝さんに対する汚名も返上したい。

　バッグの中を覗いたけれど、ストッキングの替えはなかった。仕方なく素足のまま売場へと急ぐ。

　靴下売場は正面受付のそば。入口では、別の受付嬢がにこやかに対応している。それを見てなんとなくホッとした私は、急いでストッキングを購入し、本部に向かう。

　擦りむいた膝の出血は止まった。だけど、心にできた傷はすぐには癒えない。それでも、前を見て歩くしかない。

「あれ、ずいぶん早かったね」

　キーボードを叩いていた公孝さんが、驚いたように私に声をかけた。

「あっ、はい」

　結局、食事をしていないから当然だ。

「あれっ？　ケガ？」

　彼は目ざとく私の膝の絆創膏を見つける。

「ちょっと転んでしまいました。ホント、おっちょこちょいで……。それより、真山さん、十番は？」

　うまくごまかしたつもりだけど、だまされてくれただろうか。

「うん。それじゃ、ちょっとだけ出てくるよ。これ、頼んでもいい？」

「はい」

　心配顔の公孝さんから書類を受け取ると、なんでもなかったように仕事に取りかかった。










小さなわがまま




　それから公孝さんとは、またすれ違いの日が続いた。

　彼よりずっと早く帰ることのできる私は、彼の部屋で食事でも作って待っていたかった。だけど彼は悪いと思ったのか、「いつ帰れるかわからないから」と断ってくる。

　最初はその気遣いがありがたかったけれど、ふたりで会えない日が続くと、どんどん寂しさが募ってきた。それは、受付嬢からあれからも密かにされている意地悪な行為に、不安が募っていたのもあるかもしれない。前を向こうと思っても、傷ついたことには変わりない。

〝仕事バカ〟な公孝さんが好きだったのに、これほど放っておかれると辛い。ちょっと抱きしめてもらえれば、きっと復活できるのに。

　仕方なく、新たな制服を作ってしまおうと目論んだものの、テンションが上がらず取りかかれなかった。結局、ひとりで食事を作る気にもなれなくて、公孝さんが連れていってくれたリアンに向かった。

「いらっしゃいませ」

　相変わらずにぎわっている店内で、ひときわ大きな人が視界に入った。早乙女様だ。

「あら、藍ちゃん」

　すぐに私を見つけた彼女は、「こっちにいらっしゃいよ」と誘ってくれる。でも公孝さんのことにあまり触れられたくない私は、一瞬ためらった。

「あら、断るっていうの？」

「いえ……」

　結局、早乙女様の迫力には勝てず、向かいに座る。

「食べやしないわよ。どうせ公孝君が食べてるんでしょ？」

「えっと……」

　相変わらずのズバズバとした物言いに、タジタジになる。

「あら、真っ赤になって。ウブねぇ」

　からかっているのか本気なのか……早乙女様は表情を変えることなく、パクパクと豪快にドリアを口に運ぶ。

「これ、おいしいわよ」

　メニューを決めかねていると、彼女が自分のドリアを指差した。

「それじゃあ……」

「マスター、シーフードドリアね」

　勝手に注文をした彼女は「なんか顔が沈んでるじゃない」と身を乗り出してくる。

「そんなこと、ないです」

「ちゃんとした？　リボンを付けて、ア、ゲ、ル」

「いえ……」

『ア、ゲ、ル』はしていないけど、あの日は、初めて公孝さんに……。

　バレンタインの夜を思い出し、恥ずかしくなってうつむくと、「あらー、したみたいね。やるわね」と勘違いされてしまった。

「それで？　公孝君が仕事ばっかりで寂しいってわけね」

　この人、千里眼でも持っているの？

　まさにそのとおりのことを言われて顔を上げると「それとも、昔の女になんかされてる？」と続いて、さらに驚く。

「えっ？」

　なにか知ってるの？

「この間、東郷に行った時、あの女を見ちゃったのよね。ホント、公孝君もひどい女に引っかかったもんよ。女の趣味最悪と思ってたけど、次の彼女が藍ちゃんでよかったわ」

　早乙女様も佳乃さんを知っているんだ。もしかしたら、ここにも連れてきていたのかも。でも、公孝さんの彼女が本当に私でよかったのかな……。

「あの子、小さい頃からチヤホヤされて育ったんだろうけど、勘違いが多いのよ。自分中心っていうの？　自分の意見がすべてで、他は間違ってる、みたいなね」

　なるほど……。

「ドリアお待たせしました」

　その時、湯気がもくもくと立ちのぼるドリアをマスターが持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

「熱いわよ」

　早乙女様は私にそう忠告すると、自分のドリアをすぐに完食した。

　食べ終わった彼女は、スマホでなにやらチェックした後、私の顔をじっと見つめる。これだけ近いと迫力がありすぎて、すごい圧迫感だった。

「で？　なにされた？」

　確信を持ったような聞き方にたじろぐ。

「……なにも」

　公孝さんに伝わったら困ると口をつぐむと、「やっぱり藍ちゃんにして正解ね」と訳のわからないことをつぶやいている。

「でもね、公孝君には言いなさい。あの人忙しいけど、そういうことはちゃんと聞いてくれる人よ」

　それはもちろんわかっている。だけど、彼に心配をかけないで乗り越えられるなら、そうしたい。

「藍ちゃん、営業本部はおもしろい？」

　彼女は話を変えた。もうこれ以上、私がなにも話さないと思ったのかもしれない。

「はい。仕事が多種多様でまったくついていけませんが、自分たちでなにかを生み出すのは楽しいです。でも……」

「でも？」

「もうすぐ異動になると思います」

　思わず口が滑った。早乙女様の前だとなぜか話してしまう。言葉はストレートだけど、なんとなく信頼の置ける人だから。

「あっ、ごめんなさい。まだ決まったわけではないんです。それに私、受付に憧れていて……もちろん希望どおりにいくとは限りませんが」

「あら、いいじゃない。あの制服を公孝君が脱がせるのね。エロいわねぇあなたたち」

　あれ？　話がおかしな方向に……。

「そんなこと、ありません」

「いやん。想像すると興奮する。男って制服に弱いのよ」

　勝手に想像されても困る。だけど、大好きな東郷の制服を彼に脱がされるところを私も想像してしまった。

　はぁ。私までちょっと変かも……。

　それからしばらく他愛もない話をしていると、沈んでいた気持ちがほぐれてきた。話術に長けた彼女のペースにすっかり呑まれ、笑顔になれた。ひとりでいたかったのに、早乙女様に会えてよかったとさえ思う。

「あっ、やっと来た」

　私の肩越しに誰かを見つけたらしい彼女は、フニャッとした笑顔を見せる。振り返ると、そこには……。

「公孝さん！」

「はぁはぁ」と息を荒げた彼は、走ってきたに違いない。

「さて、お邪魔虫は消えるわ。それじゃあね、藍ちゃん。今日も『ア、ゲ、ル』よ」

　大きな体を持ち上げるように立ち上がると、早乙女様は公孝さんとすれ違いざまになにか話して去っていった。

「公孝さん、どうして？」

「早乙女様からメールをもらって。前にここでアドレスを聞かれたんだよ。本当にメールが来たのは初めてだったけど」

　苦笑する彼は、早乙女様が座っていた席に座った。

　そういえば、私がドリアを食べている間にスマホをいじってたっけ……。

　すると公孝さんは、真剣な顔で私に向き合った。

「藍華、考え直してくれないか。ホント反省してる。ここのところ忙しくて、会えなかったからだよな。もっと時間作るから」

　なぜか慌てふためいている彼がなにを言っているのかわからない。

「あの……なんのこと、ですか？」

「えっ？　藍華が『別れる』と言ってるって……」

　まさか、早乙女様!?

「私、そんなこと言ってません」

「あぁ、やられた」と、公孝さんが天を仰ぐ。

「はぁ。でも、よかった。すごく焦ったよ。ホントに別れたりしないよな？」

「はい。もちろんです」

　こんなに念を押されると、遠回しに愛を囁かれているようで、くすぐったい。

「マスター、彼女と同じものを」

　やっと落ち着いた様子の公孝さんはドリアを注文すると、再び私に向き直る。

「反省したよ。藍華を大切にすると言っておきながら、仕事に熱中しすぎた。会社で毎日隣にいてくれるから、長い時間を共にできていると勘違いしてた」

　こんなに申し訳なさそうな公孝さんを初めて見た。

「いえ。公孝さんが仕事に情熱を傾けている姿、素敵ですから」

　それは本音。だけど、ちょっと寂しいのも本音。

「でも、さっき早乙女様に『ちゃんとプライベートな話を聞いてるのか？』って。『きっと、悩みがあるはず』とも……」

「えっ？」

　受付の人たちに意地悪されていることが頭をよぎって、動揺する。

「ホントは俺が気がつかないといけないのに。彼氏失格だ」

　公孝さんは眉間にシワを寄せる。そして……。

「もしかして、佳乃か？」

「……いえ」

　否定したはずだった。だけど、うまく嘘をつけた自信がない。彼に見つめられると、なにもかも見透かされているような気がしてしまう。

「副社長からはあれからなにも言われていないし、諦めたんだと思ってたけど、それは甘かったか」

「大丈夫です」

　努めて明るく振る舞った。私が乗り越えればいいことだから。

「強がらないで。藍華が離れていったら、俺、一生後悔する」

　そう言われた瞬間、目が泳いだ。テーブルに置かれたグラスをなにげなく手に取り、水を飲もうとしたけど、それもできないほどに心が揺れ動く。

　私、本当に大丈夫、かな……。このまま嫌がらせが続いたとしても、公孝さんと別れたくはない。だけど、平気でいられるだろうか。

　もしも彼とこのモヤモヤした気持ちを共有できたら……少しは楽になれるのかも。それでも頑張りますと伝えれば、いいのかな。

　私は意を決して口を開いた。

「佳乃さんが関係あるのかどうかは、わかりません。ただ、受付の人に嫌がらせを受けています。足を引っかけられたり、ロッカーにゴミを入れられたり……」

「えっ!?　それじゃあ、あの足の絆創膏は……」

　小さくうなずくと、彼が目を見開く。

「ホント、俺は最低だ。そんなことをされてるのに、気がつかないなんて」

「お待ちどうさま」

　マスターがドリアを持ってきた。そして……。

「これ、百合ちゃんが渡してくれって」

　マスターはなぜかレシートを私に渡す。

　不思議に思って裏を見ると、なにか書かれているのに気がついた。

【女は度胸よ。欲しいものは命がけで取りに行きなさい。でも、ちょっとおっぱいがあの子に負けてるから、ちゃんと揉んでもらうのよ】

「それ、なに？」

　彼がレシートを覗き込もうとするから、慌ててバッグに放り込んだ。

「いえっ……なんでも」

　後半部分に顔を赤らめる。こんなの公孝さんに見せられない。だけど……ユーモアのあるメッセージは、私を奮い立たせてくれる。さっきまで泣きたいほど沈んでいたのに、自分の気持ちがはっきりと見えた。

「私……佳乃さんみたいにきれいじゃないし、自慢できるようなこともありません。それでも、公孝さんのことを好きな気持ちは負けません」

　こんなところで愛の告白をするなんて、少し前までの私だったら考えられない。だけど、公孝さんに恋をして、気持ちが勝手に溢れ出てくるということを知った。

「藍華……ありがとう。俺も、藍華を離すつもりはないから」

　彼はテーブルの上の私の手を握り、きっぱりと言い切った。

「……はい」

　大切なのは、私たちふたりの気持ち。佳乃さんがどう思おうが、私たちの間に隙さえなければ、きっと入り込むことなんてできない。そう思ったけれど……。

「藍華に二度と係わらないように、もう一度、佳乃と話してくる」

「……イヤ」

　彼が佳乃さんを止めようとしてくれている気持ちは、よくわかる。でも、もう会ってほしくない。

「でも、藍華……」

「もう、佳乃さんとは会わないで」

　これは嫉妬。コントロールできない感情に突き動かされて、思わず口走っていた。

　嫌がらせをされることより、公孝さんと佳乃さんがふたりきりで会うほうが辛い。

「そうか。そう、だな」

　彼は私の気持ちを察してくれたのか、苦しげな顔をしながらも、了承してくれた。

「でも、俺は藍華になにをしてやれる？」

　真剣に問いかけてくれる彼の優しさだけでうれしい。

「そばにいてください」

「もちろんだ」

　彼が私を愛してくれていることは、もうわかりきっていることだけど、はっきり言葉で聞くと安心する。

「あとひとつ、お願いしたいことが」

「うん。なんでも言って？」

　公孝さんは小さくうなずいた。

「私、公孝さんの家で帰りを待っていたいんです。ここみたいにおいしくは作れないですけど、公孝さんのために料理を作れるのって、なんというか幸せで……」

　もっとたくさんの時間を彼と共有したい。彼のために、なにかしたい。

　でも、彼がいつも遠慮するのは、疲れていてひとりになりたいからかもしれない。単なる私のわがままではないかと心配したけれど……。

「藍華……いい、のか？」

　彼が満面の笑みを浮かべてくれて、ホッとした。

「もちろんです。どうしても大変な時は、遠慮なく『できません』と言います」

「それなら、いっそのこと、一緒に住もうか」

　突然、話が思わぬ方向に進んだ。

「えっ？」

「ホントは鍵を渡した時から、ずっとそう思ってた。だけど俺は帰りが遅いし、それに付き合わせるのは申し訳ないと思って、言えないでいた」

　そう、だったの？

「うれしいです」

　即答だった。一緒にいられれば、不安な気持ちも払拭できる。顔を見て『おはよう』『おやすみ』と言い合えるだけで、きっと……幸せ。

「それじゃあ、決まりだ」

　彼はうれしそうに微笑んだ。

「でも……私が本部を離れてからにしませんか？」

　もしも同棲がバレたりしたら、副社長の思うつぼ。佳乃さんとの交際に承諾しなければ、公孝さんまで本部を追われる事態になりかねない。なりふり構わず、というわけにはいかない。

　公孝さんの仕事に対する情熱は、評価されるべき。それを、恋人の私を本部へ引っ張ったからという理由でダメにされるのは、本望ではない。

「藍華は、俺よりずっと大人だな」

　私の想いをきっと彼もわかってくれたのだろう。目を細めて微笑み、うなずいた。

　リアンを出ると、彼は私の家まで送ってくれた。

「おやすみ、藍華」

「おやすみなさい」

　不意に私の腕を引いて優しいキスをする公孝さんと離れがたい。でも……。

「明日、家で待ってて？」

「はい」

　そんな些さ細さいな約束だけで、活力が湧いてきた。







第五章










別れられないのは私のせい




　四月に入り、暖かくなってきた頃、東郷の五十周年企画が本格的に始まった。

　ファッションショーもそのひとつだけど、他にもいろんな企画がある。たとえば、屋上には子供の遊べる遊具が置かれた。メインは、ミニ機関車。三ケ月の期間限定ではあるけれど、私も小さな頃親しんだデパートの屋上が戻ってきて、とてもうれしかった。

　そんな最中に新入社員の入社式も行われ、美晴の社員昇格も決まった。

「藍華、よろしくね」

　美晴は真新しい制服に身を包み、満面の笑み。

「こちらこそ。美晴と一緒に働けて、うれしいよ」

　受付の人に嫌がらせされても、彼女は変わらず私の味方でいてくれた。もしかしたら、居心地が悪かったかもしれない。私の友達ということで、とばっちりを受けたこともあるだろう。それでも、ずっと私を支えてくれた。

　美晴は彼氏がアパレルの仕事をしていることもあって、婦人服を希望している。新入社員の配属と共に、正式な配属先が決まる。そして、私も……。

「本当に本部を出るの？」

「うん。私、やっぱり受付をしたいんだ」

　副社長には、公孝さんを通じて本部を出ると伝えてある。あっさり私がそう決断したことで、副社長はなにも言えなくなった。まさかクビにはできない。いくらかわいい娘のためとはいえ、そこまでしたら、それこそ職権乱用で自分の立場が危うい。

「でも、受付って……」

　私に嫌がらせをしているのは受付の人たちだから、美晴が驚くのも無理はない。

「うん。でも、やりたいの」

　私だって、受付でないほうがいいかもしれないと考えた。だけど、小さい頃からの夢が現実になりそうなのに、自分からそのチャンスを捨てられない。

　それを公孝さんにも伝えたら、応援すると言ってくれた。本当は、すごく心配しているだろうけど。

　佳乃さんはあれから姿を現さない。嵐の前の静けさのようで不気味でもあったけど、諦めてくれたと信じたい。




「それでは、着ていただく制服を一旦お渡しします。リハーサルをしますから、指示に従ってください」

　ファッションショーの日程は、ゴールデンウィーク中の日曜日に決定した。ただでさえ混雑するその日に、一階の広場で行われるショーにはかなり多くの人が集まると予想されている。

　本部の人間として公孝さんと共に指示を出しながら、私も制服を手にした。あの憧れの赤いジャケットだ。他に希望者がおらず、あっさり決まって拍子抜けした。

　モデルは私を含めて二十名。全員素人だけど、どの人も張り切っている。

「まずは着替えてみましょうか」

　公孝さんの号令で、モデルの人たちが一斉に更衣室に向かった。

「あら、あなたもなのね。さすがおもしろい企画ね。頑張りましょう」

　そう話しかけてくれたのは、催事で働いていた時に私のリボンを褒めてくれた人だった。

「ありがとうございます。緊張しますね」

　きっと悪い噂も聞いているだろう。だけど、それが噂にすぎないとわかってくれている人もいると感じる。

　モデルには、現役の受付の人も数人含まれている。彼女たちが更衣室で私のことをチラチラと見ているのはわかったけれど、私は気がつかないフリをしておいた。今はショーの成功が一番大事。

　ショーでは六月に一新される制服もお披露目され、それを着るのは、私に足を引っかけた亀かめ井いさんに決まっている。だけど、その制服はまだ公表されておらず、リハーサルにも登場しない。そのため彼女は、今の制服を身にまとい参加していた。

「西里さん」

　着替えて出ていくと、公孝さんに呼ばれた。

「はい」

「ごめん、最初の登場だけど……」

「最初は、左側からの登場です」

　初代の制服から始まり、その後、年代順に左右交互で登場する予定。

　ショーの演出は女性のほうがいいからと、私と中津さんに任せられた。そのため、公孝さんより詳しい。

「了解。それじゃあ、リハするからスタンバイして？」

「はい」

　彼から離れようとすると、不意に腕を引かれた。そして「似合ってる」と私の耳元でつぶやいた彼は、すぐに仕事の顔に戻り「よろしく」と去っていった。

　彼に握られた腕が熱を帯び、心臓が激しく拍動し始める。

　いよいよ、一番大きな会議室でリハーサルが始まった。

「左から始めます。タイミングをお知らせしますので、音楽に合わせて覚えてください」

　素人だらけのショーは、最初からうまくいくはずがない。何度も音楽を止め、やり直した。

　当初、プロのモデルを一部入れることも検討した。だけど、東郷百貨店の五十年は社員とお客様が作ってきた。その歩みを振り返るという意味でも、素人だけでやろうと決めた。

　私は五番目で、左側から登場することになっている。段取りを知っているため、舞台幕代わりのパーテーション裏での指示出し係も兼任しなければならない。

「真ん中までは真っ直ぐに進んでください。ランウェイでは胸を張って堂々とお願いします」

　そして……ついに私の出番。

「はい、五番目どうぞ」

　公孝さんの合図で、歩きだす。

「そのテンポでＯＫ」

　モデルの歩き方なんて、当然知らない。でも、素人は素人らしく胸を張って歩こう。

　真ん中まで歩くと、右から出てくるモデルを待つ。そしてその人が到着したら、短いけれど用意されたランウェイをふたりで歩く。

　ランウェイの先には、公孝さんがいる。一番前まで歩くと、彼はにっこり笑ってくれた。

　念願の制服姿。受付になれたわけではないけれど、やっとここにたどり着いた。

　感動の渦に包まれながら、元来たコースをたどり、パーテーションの裏へと戻る。

「はい。ＯＫです」

　ひととおり最後まで通すと、公孝さんが全員を集めた。

「目線が下だときれいに見えません。緊張するかと思いますが、できるだけ前を見てください」

　素人モデルの私たちは、真剣に彼の話に耳を傾ける。

「歩き方ですが、足を真っ直ぐ前に出してください。内股もがに股もよくありません」

　いくつか指示が出されると、もう一度リハーサルが繰り返された。

「あとは新制服がそろうだけですね。当日よろしくお願いします」

　各売場から呼んでいるモデルたちは、もちろん自分の仕事がある。長時間、この企画のために売場を放棄することはできず、リハーサルも何度もできない。だけど集中して取り組んだおかげで、なんとか形になりそうでホッとした。

　更衣室に戻ると、リハーサルを通して一体感の生まれたモデルたちは、初めて顔を合わせた人もいるのに和気あいあいとしている。

「この制服、懐かしいわ。私が入社した頃のものよ」

　そう漏らしているのは、この中で最年長のモデル。

「新しい制服、楽しみね。あなた、着るんでしょ？」

　最後に登場予定の亀井さんは、段取りだけを覚えてもらった。

「はい。頑張りますね」

　年長者にはにこやかな笑顔で返事をした彼女だけど、私を見つけるやいなや、表情を硬くして出ていった。

　そして、その日……。本部に帰ると、部長に会議室に呼ばれた。

「リハはうまくいった？」

　部長は向かいの席を私に勧めながら自分も座り、腕を組む。

「はい。ぎこちないところもありますが、それが社員だけの力で作り上げたという証明でもありますし、お客様にも十分満足していただけると思います」

「そう。当日を楽しみにしてるよ」

　部長は笑顔を見せたけど、すぐに険しい顔に変わる。

「西里君。実は異動の話がある」

「……はい」

　来るべき時が来た。おそらく新入社員の配属が決まったのだろう。それに伴い、私も異動になる。

「真山と付き合っているんだって？」

　まさか部長に知られているなんて、驚きで声も出ない。だけど嘘はつけなくて、小さくうなずいた。

「実は、真山に相談を受けていた」

「真山さんに？」

　てっきり、副社長経由で私と公孝さんの件を知ったのだと思ったのに、そうではないらしい。

「副社長が君たちのことを知って、西里君を異動させようとしている。だけど西里君を本部に残せないか、と。西里君を私的な感情で引っ張ったわけではないと、何度もね」

「そう、なんですか……」

　そんな素振り、まったくなかったのに。

「西里君の仕事ぶりを見ていて、真山の言っていることは本当だと思っている」

「ありがとうございます」

　公孝さんほど役に立てなかったかもしれない。だけど、懸命にやってきた仕事を認めてもらえたのがうれしかった。

「だけど、周りはそうは見ないだろう」

「……はい」

　それも承知している。

「自分のせいで西里君の仕事を奪わないでほしいと、必死に食い下がってきた」

　そこまで私のことを考えていてくれた公孝さんの優しさに、胸が締めつけられる。

「だから、一緒に働きたいのなら、しばらく距離を置いたらどうだと提案した」

「えっ？」

「すまないね。私はそのくらい、西里君に本部にいてもらいたいんだよ。中津君も、『これから女性ふたりでもっと引っ張ります』と張り切っていたから」

　最大の褒め言葉をかけてくれた部長は、困った顔をして私を見つめる。

「私も本部を経験させていただき、勉強になりました。ですが……すみません」

　私の気持ちに迷いはない。どうしても公孝さんとは別れられない。

「真山も同じ答えをしたよ。いい加減な気持ちではない。だから簡単に別れるという選択はできない、とね」

　ふと表情を緩めた部長が「若いもんがうらやましい」とつぶやくから、顔が熱い。

「実は、大阪店への転勤の話もあった」

「大阪……」

　本店内での異動しか想定していなかった私は、激しく動揺して頭が真っ白になる。

「だが、それは突っぱねた。できればこれからも本部に知恵を貸してもらいたいし、そんなことになったら、真山まで辞めそうだしな」

　苦笑する部長の言葉にホッとして、気が抜けた。

「部長、ありがとうございます」

「それで人事と協議したところ、西里君が受付を希望していると聞いて……君なら十分やれると思ったんだ」

　部長の口から『受付』という言葉が出た瞬間、息をするのも忘れそうになった。

「それじゃあ……」

「あぁ。受付に決まったよ」

　本当に、夢が叶うの？

「ショーの企画が終わったら、正式に発表する。力及ばず、申し訳ない」

「いえっ！　ご尽力いただき、ありがとうございます」

　部長には、感謝の言葉しかない。

　本部の仕事に未練がないとは言い難い。もっと公孝さんの下でいろんなことを学びたい。でも、それと同じくらい受付への異動は魅力的だった。

「部長にまでご迷惑をおかけしました。残りの時間は、少しでも恩返しできるように全力で頑張ります」

　立ち上がって深々と頭を下げると、部長は「よろしく」と私の肩をポンと叩いて出ていった。

　本部に帰っても、公孝さんはいなかった。少しでも話ができればと思ったけれど、企画会議に行ってしまったらしい。

　異動が決まったとはいえ、私の気持ちは晴れやかだった。部長が盾になって守ってくれ、公孝さんも私のために頭を下げてくれた。そしてなにより……彼の気持ちを確認できて、幸せだった。

　結局、会議は長引いてしまったようで、彼とは終業時間になっても会えなかった。

　やっと顔を合わせることができたのは、彼の家。最近は、公孝さんの家で彼を迎えることが増えた。

「お帰りなさい」

「ただいま、藍華」

「公孝さん、あの！」

　彼がまだ靴を脱いでいるというのに、待てない。

「どうした？」

　彼はキョトンとして私を見つめる。

「私……受付に行きます。部長から聞きました。公孝さん、私のために……」

「異動が決まったの、か？」

「はい。大阪という話があったそうですが、部長が阻止してくださいました」

　公孝さんは『大阪』と聞いたからか、顔をゆがめる。

「大丈夫です。言ったじゃないですか。受付は憧れなんです。だから……」

「藍華」

　靴を脱いだ彼は一段上がり、私を抱き寄せる。

「俺のせいで、すまない」

「違います。それなら私のせいです。私、公孝さんとは別れられそうにありません。ん……」

　突然奪われた唇は、どんどん熱を帯びてくる。ジャケットを握りしめ必死に応えていると、彼は私の腰を砕けそうなほど強く抱きしめた。

「俺も、だ。だけど、藍華ばかり……」

「なに、が？」

　彼から少し離れて首を傾げると、「藍華ばかり辛い思いをしてる」と苦しげな顔をする。それは、佳乃さんの嫌がらせのことも言っているのだろう。だけど……。

「もしそうだとしても、公孝さんが癒やしてくれればいいじゃないですか」

「藍華……」

「それに、受付に行けるのは本当にうれしいんですよ？　公孝さんだって、知っているでしょう？」

　すると彼は私の額に自分の額をあてた。甘い吐息がかかって、胸が高鳴る。

「でも……受付、だぞ？　本当にいいのか？」

　受付嬢の嫌がらせがあることを知っている彼の心配は、当然かもしれない。でもやっぱり、受付は私の憧れだから。

「大丈夫ですよ。私には公孝さんがいるもの」

　そう言った瞬間、再び唇が重なった。

「制服姿、最高だった。これから毎日見られるのか」

　私を抱き寄せた彼は、耳元でそうつぶやく。

　私の制服姿、気に入ってくれているのかな？

「ちょっと恥ずかしいんですけど」

「どうして？　制服に身を包んだ時の凛々しくて自信に満ち溢れている姿は、たまらない」

　彼は視線を宙に舞わせ、口角を上げる。

　もしかして、今日のリハーサルを思い出してる？

「ありがとうございます」

「でも！」

「キャッ」

　突然大きな声を出した彼は、私を壁に追いつめ、頬に手を伸ばした。

「覚えておいて。あの制服を脱がせるのは、俺だけ」

「えっ……。はい」

『脱がせる』って……。早乙女様の興奮が、まさか現実になるの？

　公孝さんが制服のファスナーに手をかけ、ゆっくり下ろしていく様子を想像してしまい、一瞬にして顔が真っ赤に染まる。

「藍華」

「……はい」

　艶っぽい目をした彼が頬から顎に手を滑らせ、持ち上げる。そして……。

「いつか、味わいたい」

　唇が塞がれた。すぐさま唇をこじ開けられ、彼の舌が侵入してくると、甘い溜息しか漏らせなくなる。

　私の下唇を甘噛みして離れた彼は、「今日は想像だけで抱いていい？」とつぶやくから、思わずコクンとうなずいてしまった。










制服フェチの本領発揮




「いよいよだな」

「はい。緊張します」

　ファッションショーが明日に迫ったその日、準備に追われて帰宅が遅くなった私たちは、コンビニでお弁当を買って彼の家に向かった。

　今日はどうしても一緒にいたかった。本番への緊張と、月末までいられるとはいえ、おそらく最後になる営業本部の仕事への少しの未練と……それでも、大好きな制服を着られるうれしさと。さまざまな気持ちが入り乱れていた。

「食欲、ない？」

「はい。なんだか胸がいっぱいで」

「そうだよな。藍華はあの制服に憧れて、東郷に入ってくれたんだもんな」

　公孝さんにまだ完全にはバレていない制服のレプリカ作りは、忙しくなって中断しているとはいえ、やめられない。そんな私が、大手を振って誰かの前で制服を着られる機会をもらえたのだから、感慨深い。

「おいで」

　公孝さんは、最近いっそう私を甘やかす。弁当を食べ終わった彼は私の手を引いて、寝室に向かった。何度体を重ねても、まだ緊張は解けない。

「俺のほうがソワソワしてる」

「えっ？」

　彼は私の腰を抱くと、額にキスをする。

「藍華の凛々しい制服姿を皆に見られたら、誰かに取られないかって」

「まさか……」

　ぎこちない私なんかより、現役の受付の人たちのほうが立ち居振る舞いだってきれいだし、笑顔も様になっている。

「そのくらいきれいなんだよ。あの制服姿を見るたびに脱がせたくなる」

「ヤダ……」

　早乙女様の『男って制服に弱いのよ』という言葉、本当なのかも。まぁ、早乙女様も男なわけだし……気持ちがわかるの？

「それにしても困ったぞ。藍華が受付に行ったら、毎日心配で仕方ない」

　クスッと笑った彼は、私をベッドに押し倒して見下ろす。

「大丈夫ですよ？　だって毎日一緒にいられますから」

　正式に本部を出たら彼と一緒にここに住むことは、私たちの間では決定している。

「そうだな」

「あっ……」

　それから、彼の熱い唇が全身を這いだすと、悶えることしかできなくなった。

　そして……やがて小さなうめきと共に彼が果てると、そのたくましい腕に包まれて、幸せに瞳を潤ませる。

「幸せだ」

「私、も」

　ドクドクと激しい彼の鼓動を聞きながら、しがみつく。

　きっと大丈夫。彼がいてくれれば、私はなんだって乗り越えられる。そう考えると、気持ちが穏やかになる。前を向いて歩いていこうと、強く思える。




　そして、制服ファッションショー当日を迎えた。

「西里さん、ちょっとこっち確認して」

「はい」

　本部は朝から慌ただしい。こういう大規模な企画当日は、係わっていない社員も総出になる。ずっと知恵を貸してくれていた中津さんは、私がモデルとして舞台に上がる間の裏方をこなしてくれることになっていた。

　ランウェイをチェックして舞台裏に戻ると、中津さんが深刻そうな顔をして駆け寄ってきた。

「西里さん、ちょっと……」

　焦った様子で私の手を引く中津さんを不思議に思いながらついていくと、用意してあった制服のひとつが、出されていて……。

「これっ！」

「さっき確認に来たら、これだけ破れてて……」

　それは、私が着るはずだった赤いジャケットだった。しかも、破れ方がひどく不自然。誰かがひっかけて破いてしまったというようには見えない。これはどうしたって、刃物で切られた跡だった。

「ひどい……」

　一瞬、佳乃さんの顔が頭をよぎった。だけど、誰がやったかなんて詮索している時間はない。ショーの開始まで一時間半しかない。

「どうする？　これ、あなたが着る予定だったわよね」

「はい」

　制服は肩から肘の辺りまでと、胸の下からジャケットの裾まで切られている。到底ごまかせるような状態ではない。どうしよう……。

　私が出ないという選択肢が頭をよぎったけれど、それでは犯人の思うつぼ。それに、モデルは全員素人。混乱を避けるためにも、リハーサルどおりやりたい。

「中津さん。真山さんに時間をくださいと伝えてください。必ず間に合わせます」

「えっ？　どうするの？」

「私に案があります。予定どおり準備を進めておいていただけますか？」

「わかった」

　首を傾げつつも了承してくれた中津さんに後を頼んだ。ロッカーに駆け込みバッグを持つと、バックヤードを社員玄関に向かって走りだす。その途中で、亀井さんが私を見つけてニヤリと笑った。

「ショーは成功させます。東郷の歴史は、私が守ります」

　我ながら大きなことを言ったと思う。だけど、本気だった。

「亀井さんも、歴史を作ってきたおひとりじゃないですか？　一緒に頑張りましょう」

「えっ？」

　彼女がやったのは間違いないだろう。だけど、それを責めている時間はない。

　彼女は私が出られなければいいと思って制服を破ったのだろうけど、突然の演出変更は、失敗を招くかもしれない。そうなると、私が出られないだけでは済まない。どうしても、東郷百貨店の歴史に〝失敗〟という泥を塗りたくない。

　私はそのまま東郷を飛び出した。

　私がやらなければならない最終チェックは、公孝さんや中津さんでもできる。でも、制服は……。

　こんなに走ったのは、中学生以来。駅近くでタクシーを捕まえ、我が家へと急ぐ。

　あの赤いジャケットなら、クローゼットに眠っている。もちろん、見よう見まねで作ったものだから、きちんと業者に発注したものには敵わない。だけど、細かいところが見えなければ、きっと大丈夫。

　幼稚すぎる仕打ちに腹も立ったけれど、今はショーのことで頭がいっぱいだった。

　タクシーを待たせておいて制服を取ってくると、再び乗り込んだところで、バッグの中に忍ばせておいたスマホが震えた。

『もしもし。藍華、中津さんから聞いたよ。どこにいる？』

　公孝さんの焦るような声が聞こえる。

「今……家です。あと三十分ください」

　ギリギリ、ショーに間に合うはず。

『家って……』

「赤いジャケットがあります。すみませんが、他のモデルの誘導を」

『それは任せておけ。だけど、ジャケット？』

　あぁ、制服フェチが完全にバレる。だって、前に公園で見られた一着だけではなかったのだから。でも、この際仕方ない。

「私が作ったものです。完璧ではありませんが、それなりに見えると思います」

『作った？　そっか、わかった。頼んだよ』

　電話越しに、公孝さんを呼ぶ声が聞こえた。

　とにかく、この制服と共にショーの開始までに到着しなければ。

　予定では、ショーの前に美容部員にメイクもしてもらうはずだった。でも、間に合わない。バッグの中から化粧ポーチを取り出し、簡単にファンデーションをはたく。残念だけど、このまま出るしかない。

　東郷が見えてきてホッとしたのも束の間、近くの交差点が渋滞していてタクシーは停まってしまった。

「ここで降ります」

　仕方なくタクシーを降りると、制服を抱えて走りだした。これでは、さっきのメイク直しも無駄になってしまう。でも、走らなければ間に合わない。

「来た！」

　社員用玄関で中津さんが待ち構えていた。

「はぁ、はぁ……」

　だけど、息が上がって返事することもままならない。

　なんとか制服を掲げてみせると、中津さんは目を丸くしている。それもそうだろう。もう二十年も前の制服をどこからか調達してきたのだから。

「とにかく、着替えて」

　中津さんと一緒にバックヤードを駆け抜ける。

「真山君に連絡してくる。着替えたらすぐに来てね」

　私はうなずいて、更衣室に走った。

　ロッカーにある鏡を見てビックリ。髪はぼさぼさ、汗をかいたせいで、塗ったばかりのファンデもよれている。せっかくの表舞台なのに……と一瞬へこんだけど、でも！と気合を入れ直す。私がヨレヨレだろうが、企画が成功すればいい。

　中津さんの話では、客も相当集まっているらしい。

　持ってきた制服は、もちろん自分用にあつらえたものだから、サイズはぴったりだ。

　制服を着て、一度だけ大きく深呼吸する。ハプニングのおかげか、緊張はない。あとはリハーサルでやったとおり、舞台を歩くだけ。

「遅れました」

　舞台裏に到着すると、公孝さんが心配そうに私のもとに駆けつけ、足の先から頭まで視線を移してうなずく。

「ありがとう。助かった」

　これで予定どおり、すべてが整った。

「あなた……」

　私を見て声をなくしたのは、亀井さん。

「はい。なにか？」

「なんでも、ないわ」

　困惑した表情を浮かべた彼女は、初お披露目の制服を身にまとっている。

「よくお似合いです。頑張りましょう」

　さすが現役受付。立ち姿が様になっている。私がそう声をかけると、彼女はとても驚き、再び言葉をなくした。

　それからすぐに中津さんが駆け寄ってきた。

「西里さん、メイクを簡単にしましょう。メイクさん連れてきたわ」

　皆、別室でメイクもヘアアレンジも済んでいる。

　今日のメイク担当は、化粧品のブースの美容部員。まさに、東郷に携わる社員の力を結集したショーになる。

　やはりその道のプロは違う。あっという間に、メイク直しをしてくれる。

「目を閉じて」

　最後にアイラインをくっきり入れてもらうと、それなりになった。

「髪までは無理そうね。でも西里さん、きれいな髪してるから、大丈夫よ」

　中津さんの励ましで、自信を持てた。

　順番待ちをしながら、身にまとった制服をもう一度見つめる。

　これが私の原点。この制服がきっかけで東郷百貨店に憧れ、こんなに大きな仕事を手伝わせてもらえて……公孝さんに出会えた。

　私が子供の頃憧れたように、今日のショーを見て、将来受付に立ちたい思ってくれる子供たちもいるかもしれない。

「次、行きます」

　進行を仕切る中津さんの声に、背筋が伸びる。

　舞台裏にいる私たちの耳にまで、たくさんの拍手が聞こえてくる。私は今から、そこに向かう。自然と気持ちが引き締まった。

「はい」

　幕の間から一歩を踏み出すと、会場に人が溢れていてビックリした。まるで、満員電車の車内のようだった。

　私の携わった企画がこんなに多くの人たちに見てもらえているのがうれしくて、思わず笑顔になる。テレビカメラまで来ていて驚いたけれど、リハーサルでしたように、音楽に合わせて一歩一歩進むと、中央に設けられたランウェイの周りにも、人がいっぱいだった。

　やがて一番前で腰に手をあてポーズをとると、感極まって泣きそうになる。大好きな東郷百貨店で、大好きな制服を着て、大好きな人と共に作り上げたショーが成功しようとしている。

　公孝さんに言われたとおり、顔を上げ遠くを見つめると、一番うしろにいる彼に気がついた。拍手し続ける彼は、何度も何度も小さくうなずいてくれる。私は彼に向けて、精いっぱいの笑顔を作った。

　今度は振り返って、元来たランウェイを戻っていく。その時、会場の隅に佳乃さんがいることに気がついてしまった。彼女だけ拍手もせず立ち尽くしていたからか、目立っていたのだ。もしかしたら、切り刻んだはずの制服に身を包んでいる私を見て、驚いているのかもしれない。

「西里さん、よかったわ」

　舞台裏に下がると、中津さんが大げさなほどに褒めてくれる。

　私の後、数人が出ていき、最後は新しい制服のお披露目だ。

　新しい夏服は、白いワンピース。ボートネックのシンプルな作りだけれど、東郷の象徴である赤色のスカーフが首元に飾られ、アシンメトリーになっているフレアスカートの裾からはチラチラと赤いアンダースカートが覗く。

　亀井さんがその制服をまとって出ていくと、ひときわ大きな拍手が起こった。

「東郷百貨店創立五十周年を記念いたしました、受付の新しい制服でございます。お客様に〝夢〟をお届けできるよう従業員一同頑張ってまいります。どうぞこれからも東郷百貨店をよろしくお願いいたします」

　司会担当者が読み上げたそのセリフは、公孝さんと知恵を絞って考えたもの。

　長くならず、だけど伝えたいことは詰め込みたい。そう考えた結果、エレベータガールだった公孝さんのお母様が言っていた、『お客様は、商品だけじゃなく夢も買う』という言葉を思い出し、これに落ち着いた。私も小さな頃、ここで夢を買ったから。正確には、もらった、だけど。

　その後、モデル全員がもう一度舞台に立ち、ショーは無事に終了した。

　舞台裏に下がると、中津さんはもちろんのこと、手伝いに入ってくれていた本部の人たち、そして公孝さんも私たちを拍手で迎えてくれた。だけど……。

「西里さん、どこに行くの？」

　中津さんが私を呼ぶのに気がついたけど、その輪から飛び出した。

　ショーを見ていた客がすごい勢いで散らばっていく。その中をかき分けるようにして走った。そして……。

「佳乃さん！」

　見つからないかもしれないと思った彼女は、もう少しで玄関を出るところだった。

「あなた……」

「はぁ、はぁ」

　今日はよく走る日だ。息が上がってうまく話せない。

「見に来てくださって、ありがとうございました」

　やっとのことでそう吐き出すと、佳乃さんは眉間にシワを寄せる。

「はっ？」

「佳乃さんも受付をされていたとお聞きしました。佳乃さんも、東郷の歴史を支えてくださったおひとりですよね」

　唖然と私を見つめて微動だにしない佳乃さんに、笑ってみせる。

「そんなあなたが、制服を破ったりしないですよね」

　彼女は目を見開いて、言葉を詰まらせた。

「あ、当たり前よ」

「私、受付に立つことになりそうです。佳乃さんが築き上げてきた受付の品位を汚さないように頑張ります」

　お願い、わかって。東郷の顔である受付は、皆の憧れでなくてはならない。それは見た目だけではなく、人としても。受付を経験した佳乃さんもそうあってほしいし、亀井さんだって。

「佳乃、お前の負けだ」

　突然、聞き慣れた声がして振り向くと……。

「真山さん！」

「藍華は君がなにをしようと、揺らがない信念を持っているよ。誰よりも東郷を愛し、大切に思っている。俺もその心構えを彼女に勉強させてもらった。それと……」

　公孝さんは一瞬私を見つめてから、再び口を開く。

「俺は誰よりも藍華を愛し、大切に思っている」

　公孝さんの放った言葉にハッとする。

「佳乃」

　公孝さんの凛りんとした声で、佳乃さんの顔つきが変わる。

「君も前に進んでほしい。君をこれ以上、嫌いになりたくはない」

　佳乃さんは唇を噛みしめ、目を伏せた。そして、なにも言わずに東郷を出ていく。

　その様子を見送りながら頭を下げると、「本当に君は……」という彼の声。

「いつも真っ直ぐ前を向いている。その姿が魅力的すぎて、やっぱり離せない」

　どれだけ周りがざわついていても、大好きな人の言葉だけははっきりと聞こえる。少し恥ずかしくてはにかむと、彼もまた照れたような笑みを浮かべる。そして……。

「西里さん」

「は、はい！」

　上司の顔に戻った公孝さんは、「お疲れさまだったね」と私をねぎらう。

「いえ、大成功でしたね。私も、うれしいです」

　想像をはるかに超えた観客の数。きっと今頃、売場もにぎわっているに違いない。

「お姉さん、さっきの人？」

　その時、五歳くらいの女の子が近づいてきた。

「あっ、見てくれたの？」

「うん。えりね、大きくなったらお姉さんみたいになる」

「ホントに？」

　あの時の私と同じ。制服姿の受付嬢に憧れて、いつか自分もここに立ちたいと思ったあの時と。

「えりちゃん。待ってるね」

「うん！」

　彼女が東郷の歴史をつないでくれたら、こんなにうれしいことはない。

「あっ、すみません。娘がなにか？」

「いえ。お越しいただきありがとうございました」

　えりちゃんがお母さんに手を引かれて去っていく姿を、公孝さんと一緒に頭を下げて見送った。

「西里さん、ちょっといい？」

「はい」

　私を先導する公孝さんについていくと、制服が保管してあった倉庫にたどり着いた。人気のないこの倉庫は、いつ来てもひんやりとしている。

「あの、こんなところで、なにか……」

「藍華」

「……はい」

　私を『藍華』と呼ぶ時の彼は、上司ではない。

「また、イヤな思いをさせたな」

「ううん。平気です」

　あなたがこうしてここにいてくれるから、それだけでいい。

「それでも藍華を離したくないのは、俺のエゴ、かな？」

　それは違う。自分の過去の恋人のことで私に被害が及んだことに胸を痛めているのはよくわかる。だけど、佳乃さんに『誰よりも藍華を愛し、大切に思っている』ときっぱり言ってくれた彼に、ついていきたい。

「それじゃあ、それでもついていきたいと思うのは、私のエゴ、ですか？」

「藍華……」

「キャッ」

　彼は突然私の手を引き壁に追いやったかと思うと、片手を壁にドンとつく。そして、目を細めて私を見下ろした。私を真っ直ぐに見つめる彼の瞳に吸い寄せられる。

「愛してる」

　顎に手をかけた彼は、少し乱暴なキスを落とす。だけどその乱暴さが、私への溢れる愛を示しているようで、かえって私の感情を高ぶらせる。

　壁に阻まれ行き場をなくした私に、何度か角度を変えて繰り返された強引なキスは、体を火照らせた。

「まずいな」

　やっと唇を解放し、少し口角を上げた彼は、とんでもないことを言いだす。

「今すぐこの制服を脱がせたい」

「えっ！　あのっ……」

　焦る私にクスクス笑う彼が「夜のお楽しみ」と囁くから、ビクッと体が震える。

『夜のお楽しみ』って……。頬が赤く染まるのを隠せなくなるから、やめてほしい。

「それにしても、よく似合ってる」

　私から少し離れると、今度は私の全身を上から下まで舐めるように見つめる。

「は、恥ずかしいですから、見ないでください」

　視線で犯されるというのは、こういうことなのかもしれない。

「だけど、助かったよ。まさか、この制服まであるなんて」

「あっ！」

　制服フェチが本格的にバレたことを忘れてた。

「藍華の部屋に行っていい？　他のもあるだろ？　見せて」

「ほ、他のなんて……」

「引っ越しの時にバレるぞ？」

　こっそりどこかに隠しておくつもりだったのに。

　なにも言えなくなってうつむくと、「今日、行こうかな」とニヤリと笑う。

　あぁ、恥ずかしい。どうしよう……。

「さて、片付けの手伝いにいくか」

「はい」

　困惑しながらも、再び上司の顔に戻った彼と、急いで会場に戻った。

「お疲れ。大成功だ」

　会場の片付けを少し手伝った後、本部に戻ると、部長は満足そうにうなずく。ひと足早く戻っていた本部の他の社員たちも、拍手で私と公孝さんを迎えてくれた。

　今日はいつもよりずっと早く、売上目標達成のメロディが店内に流れた。ショーが売上を牽引したのだと信じたい。

「真山、よくやった」

　部長の表情はすこぶる明るい。

「今回は西里さんのお手柄です。私は大まかな企画しか立てていません。細かなことはすべて彼女がやってくれました」

　公孝さんがそう言うと、部長もうなずいた。

　でも、それは違う。たしかに他の企画にも引っ張りだこだった公孝さんに代わって、することはたくさんあった。だけど彼はいつも助言をくれたし、きちんとチェックしてくれたから、こうして成功を収めることができた。

「西里君、本当にお疲れさま。本部に来たばかりの君が、こんなに活躍してくれるとは……うれしい誤算だ」

　それでも、私も全力を尽くしたと胸を張って言えるから、部長からのお褒めの言葉はありがたくいただいておこう。

「皆様のお力添えのおかげです。ありがとうございました」

　泣きそうだった。憧れの東郷百貨店の正社員になれ、おまけに大好きな制服に関する仕事に携わることができて、こんなに幸せなことはない。やっぱり東郷が大好きだ。

　再び盛大な拍手が起こる。

「だけど……残念なお知らせだ」

　部長が「はーっ」と溜息をつくと、部内が一瞬静まった。

「西里君は、今月末で受付に異動になる」

「えっ！」

　大きな声を上げたのは中津さんだった。

「どうしてですか？　これからなのに」

　中津さんは部長に詰め寄る。

　そう言ってもらえるということは、少しは役に立てたと思ってもいいのかな？

「もともと西里君は受付希望だったんだ。今回の異動で、それが通った形になる」

　部長は公孝さんとのことには触れず、うまくごまかしてくれた。

「そんな……せっかく女の子が来たのに」

「中津さん、ありがとうございます」

　中津さんと過ごした時間はほんのわずかだったけど、女性でもキビキビと男性社員を動かしている姿は刺激になった。

「残念だなぁ。でも、いつかここに戻っていらっしゃい。ずっと待ってる」

「……はい。お世話になりました」

　思わぬ言葉をかけられて、あっという間に涙腺が崩壊した。

　また拍手が起こる。私の隣の公孝さんも、ひときわ大きな拍手をくれた。

　その日は、ショーで一日中神経をすり減らし、走り回ったせいでヘトヘトだった。公孝さんよりひと足早く会社を出ると、すぐにメールが入った。

【藍華の部屋に行くよ】

　えぇっ！　まさか本気で私の制服コレクションを見ようとしているの？

　片手に持つ東郷の紙袋の中には、あの赤いジャケットが入っている。これを家から持ってきたことを知っている彼に、言い逃れはできそうにない。

　あぁ、でもこれ一枚だけということにはできないかしら？

　家にたどり着くまであれこれ逃れる術すべを考えたけど、いい案が思いつかなかった。










突然のプロポーズ




　――ピンポーン。

　家に着いてクローゼットの制服を眺めながら悩んでいると、チャイムが鳴って、必要以上に驚いてしまった。

　もう、着いたの？

　クローゼットを慌てて閉め、ドアホンで確認すると、やっぱり公孝さんだった。

「ただいま、藍華」

「お帰りなさい」

「これ、お土産」

　彼は私にケーキの箱を差し出した。

　まるで新婚のような会話は、なかなか照れる。それでも、幸せを感じるひと時には違いない。

　彼は靴を脱ぐと、私を引き寄せキスをする。

「疲れが吹っ飛んだ」

「イヤだ……」

　にっこり笑う彼は、私を抱きしめ「終わったな」とつぶやいた。

　やっぱり寂しい。本部の仕事は大変だったけど、達成感が他の売場とはまるで違った。それに、一番近くで公孝さんのキビキビとした働きぶりを見ていたら、ますます好きになった。彼と一緒に手がけたショーは、きっと一生忘れられない。

「藍華が受付に立ったら、毎日拝みに行こう」

「えーっ、サボってですか？」

「いや。見回り」

　クスクス笑う彼が「すごくきれいだったよ」と私の顔を覗き込むから、頬が赤く染まってしまう。

「ありがとう、ございます」

「まさか、あれもあるとは驚いたけど」

　彼に抱きしめられながら、一瞬固まる。

「えーっと、私、あの赤い制服に憧れたのがきっかけで、それで、あの……」

「全部見せて？」

「なに、を？」

「好きなんだろう？　制服」

　ジリジリと獲物を追いつめるような囁きに、「違います」と言えない。

　ゆっくり私を離した彼は、恥ずかしくてうつむく私の顎に手を伸ばして持ち上げる。絡まる視線に、心臓の高鳴りが抑えきれない。

「大丈夫。俺も好きだから」

「えっ!?」

「男にとっても制服ってポイント高いんだよ。知らなかった？　だからお袋の制服を着た藍華に、実はメチャクチャ興奮してたり、して」

　早乙女様が言っていたこと、やっぱり本当だったんだ……。というか、公孝さんも制服が好き？

「えぇっ！」

　そう、だったの？　私の制服に対する〝好き〟とはちょっと違う気もするけれど、公孝さんの思わぬ告白に、なんだかホッとする。

「これでおあいこ。だから、見せて？」

　これはもう、絶対に逃れられそうにない。仕方なく寝室に案内して、クローゼットを開けた。

「すごい。こんなに」

　やっぱり無理。恥ずかしくて顔を上げられない。いくら公孝さんが制服好きだとしても、女の私がこんなに制服をコレクションしているのは、おかしいに違いない。

「何着あるの？」

「多分……十は。いえ、十五、かな……」

　夏服も冬服も、特に気に入ったものばかりをそろえてある。

「すごいな、藍華。本物みたいだ」

　その中の一枚を取り出した彼は、私にあててみる。

「もう、あんまり見ないでください」

　彼の手からその制服を奪ってクローゼットにかけ直そうとすると、「着てみてよ」と恐ろしい発言が。

「い、いいですから」

「ダメ。俺の欲求も満たしてよ。そうだなぁ……」

『俺の欲求』って……。

　なんだか目が輝き始めた公孝さんに圧倒されて、立ち尽くす。

「おぉ、これ。俺が入社した時の夏服だ」

　それは、白いノーカラージャケットと紺のワンピース。この時はパンプスが赤だった。清楚な制服で、今回のショーには登場しなかったものの、人気が高かったと聞いている。

　だけど、公孝さんが入社した時って……もしかして佳乃さんが着ていたの？

　一瞬、そんなことを考えて顔が険しくなる。私がうつむくと、公孝さんもなにか感づいたようだ。

「藍華？」

「……はい」

「俺は過去には戻らない。今、こうして藍華と一緒にいられるのが幸せだ」

　そんなことはわかってる。だけど、女心は複雑なの。

「佳乃のことか？」

　目が泳ぐ。『はい』と言って、度量の狭い女だと思われるのはイヤだった。

「佳乃は俺よりふたつ下。この制服は着てないよ。それに……」

　言葉を濁した彼を見上げると、口角を上げて微笑み、少し意地悪な顔をして続ける。

「制服を脱がせたいなんて、藍華にしか言ったことない。自分の気持ちをさらけ出したのは、藍華が初めてだ」

　なんだかいつもの公孝さんと違う。余裕を感じないというか……なりふり構わずぶつかってくる、というか……。

　私だって、制服フェチがバレても公孝さんは離れていかないという、どこか確信めいたものがあった。そうでなければ、この制服を処分してでも隠しただろう。恥ずかしいことに違いないけど、それでも彼は私を受け入れてくれるはずだ、と。

「しばらく出てるから。あんまり遅いと入るからね」

　公孝さんは強引な言葉を残し、寝室を出ていく。

　これを着て、ということだよね。でも『脱がせたい』とも言っていたけど……。

　ひとりで顔を赤らめながら、もう一度制服を眺める。同時に、脱がされたいとちょっぴり思っている自分に驚く。

　きっともう、佳乃さんはなにもしてこないと思う。『嫌いになりたくない』という公孝さんの言葉に、激しく動揺していたから。それでもやっぱり、彼は私のものだという証がもっとほしい。

「着た？」

　ドア越しに公孝さんの声がする。

「いえ、まだ……」

「着せてやろうか？」

「いえっ！」

　本当に入ってきてしまいそうな彼の声に、慌てて着ていた服を脱ぎだす。心臓がドクンドクンと激しく打ち始めたのが自分でもわかる。

　紺のワンピースを着たところで、ドアが開いて彼が顔を出した。

「まだです！」

　といっても、あとはジャケットを羽織るだけ。

　彼に背を向け、ベッドの上に置いてあったジャケットに手を伸ばすと、スルッと持っていかれてしまった。

「待ちきれない」

「えっ？」

　公孝さんは私をくるっと回し自分のほうに向けると、すぐさまキスを落とす。そして、唇をこじ開け、舌を滑り込ませてきた。それだけでなく、今度は唇をつなげたまま、さっき奪っていったジャケットを私に着せ始める。

　なんとかジャケットを羽織ると、彼はやっと離れてくれた。いきなりの激しいキスに動揺して、顔を上げられない。

「キスをしながら着せるって、なんか間違ってるな」

　クスッと笑う彼は、私の全身に舐めるように視線を這わせ「やっぱり似合う」と褒めることも忘れない。そして……。

「藍華、愛してる」

　再び私を引き寄せた彼の腕に、すっぽりと収まってしまった。

「嫉妬してくれたの？」

　そう。ホントは佳乃さんにずっと……。

「……はい」

　もういいや。彼の前では素直になろう。

「ごめん。辛い思いをさせた。だけど俺は藍華に出会ってから、一度たりとも他の女のことなんて考えたことはない」

　彼のシャツをギュッと握る。

　きっとその言葉に偽りはないだろう。だからこそ佳乃さんは、私のほうから彼と離れるように仕向けるため、意地悪をしかけてきたのだろうから。

「悪いけど、俺からは逃げられないよ？」

「えっ……」

「制服フェチだって、バラされたくないだろ？」

　ま、まさか……脅し？

　ニヤリと笑う公孝さんは、会社で見せる凛々しい上司の顔とは違う。

「どうする？」

「あっ、あの……」

　そんなことを言われなくても、公孝さんからは逃げられない。だって私の心はもう、彼にしか反応しないもの。

「ねぇ、藍華？」

　私の唇に人差し指を這わせる彼は、うっとりとした瞳で私を見つめる。

「に、逃げたり……」

「逃げたり？」

　余裕の笑みを浮かべる彼に、手のひらで転がされている私。色っぽい彼の声に、ゾクゾクする。

「しま……んっ」

　すべてを言い終わる前に唇を奪われ、溜息が漏れた。

「逃がさないけどね。藍華は俺のすべてだから」

　額と額をくっつけて囁く彼は、「愛してるんだ」と今度は切なげな声を吐き出した。

「公孝さん……」

　なんだか胸がいっぱいになる。私も彼を愛している。ずっとずっと、その気持ちは変わらない自信がある。

　彼の首に手を回してギューッと抱きつくと、彼は強く抱きしめ返してくれた。

　そして……。

「もう、限界。着せたばかりだけど……脱がせていい？」

「えっ、あっ……」

　動揺している間に、白いジャケットが床に落ちた。

「ダメって言っても、脱がせるけど」

　耳元で囁く彼の声にクラクラする。

　今日の彼はいつもと違う。ためらう私を楽しんでいるようにさえ見える。

　あっという間にワンピースのファスナーを下ろした彼は、そのままベッドに私を押し倒した。片方の肩がはだけたところにそっとキスをした彼は、「やっぱり制服って効果絶大」と理解しがたい言葉を吐きだす。

「どういう、こと？」

「そそるってこと」

　溜息交じりの色気のある声を耳元に残し、彼はもう片方の肩のワンピースを払った。

「今日は優しくできそうにない」

「えっ？」

　今……なんて？

　驚いている私のことなんてまるで眼中にないような彼は首筋に舌を這わせ……そのまま肩に向かう。その間にワンピースの袖が腕から抜かれ、ブラジャーが露わになった。

「脱がせるの、もったいないな」

　驚くような発言が続出する。だけど、いつもとは違う雰囲気に胸が高鳴る。

「あっ……」

　ブラを器用にずらして愛撫を始める彼に、頭の中が真っ白になる。

「俺も嫉妬した」

「え？」

「観客のすべての視線が、藍華に向いていることに」

　そんな……。私はあなたをすぐに見つけたのに？　だけど、こんな嫉妬もたまにはいい。たしかな愛を感じるから。

「誰も藍華に触れさせない」

　再び深いキスを落とした彼は、ワンピースを完全に脱がせることなく、私の太ももに手を滑らせた。

　すぐに息が上がってしまう。彼はいつもより少し強引に、閉じようとする足を押さえつけ……。

「あっ、ダメ……」

　悶える私を楽しむかのように全身にくまなく舌を這わせてから、再び唇を覆う。そして……。

「好きだ」

　そう切なげに囁くと、私を貫いた。

　もうなにも言えない。ただ、彼の動きに合わせて漏れる甘い溜息を必死になってこらえるだけ。だけど……。

「声、聞かせて」

「公孝さん……」

　口を押えていた手を取り払った彼は「全部俺に教えて」と囁く。

「藍華の全部が知りたい。全部、俺のものにしたい」

　もうずっと前から私はあなたのものなのに。心も体も……全部、あなたがさらっていったじゃない。

「公孝さん、好き……」

　彼の首に手を回して自分からキスをねだると、すぐさま深い口づけが降ってくる。

「んっ……あぁぁっ」

「その声、たまんない」

　それから、声を我慢できなくなった私を愛おしそうに見下ろす彼は、激しく腰を打ちつけ、やがて果てた。

　公孝さんの部屋とは違う狭いベッドは、くっついていないと落ちてしまいそう。強く私を抱きしめる彼はほんのり汗ばんでいて、激しい行為の後を物語っている。

　そして、最後までとうとう脱がされなかったワンピース。もしかして、この姿に興奮してくれた？

「シワになったな」

　少し力を緩めて私の顔を覗き込んだ彼は、おかしそうに笑う。そして……。

「藍華の制服フェチは、バラせそうにない」

「えっ？」

「どうやら俺のほうが重症だ」

　彼の発言に目を丸くしていると、「それに、好きな女の困った顔が好きなんだ、俺」と、またとんでもないことを言いだした。

「やっぱり、そそる。もう一回、困らせていい？」

「ダ、ダメ……」

「それ、逆効果。ダメなんて言われると、燃える」

　目を輝かせニタリと笑う彼は、「もっと乱れてみせて」と色気のある声で囁いたかと思うと、再び唇を塞ぎ私を翻弄した。

　彼の激しすぎる行為のせいでフラフラになりながらシャワーを浴びた後、公孝さんが買ってきてくれたケーキをテーブルに並べた。

「藍華、平気？」

「……はい」

　そうは言いつつも、体はガクガク。制服の効果の大きさを実感した。

　だって……彼、今までと全然違ったから。きちんと私のことをいたわってはくれたけど、本能むき出し、という感じで迫ってきて、荒々しかった。それでも、その激しい行為に、いつもより感じてしまったことは内緒だけど……。

「ショー成功のお祝い」

「うれしいです」

　コーヒーを淹れると、彼は席についた。

「これ、東郷で一番人気なだけあって、さすがにうまいな」

　ついさっきまで私の体を貪った唇が目の前で動いているのを見て、思わず照れる。

「はい。私も大好きです」

　何度か食べたことがあるチョコレートケーキは、濃厚でコクがある。

「珍しく早く帰らせてもらえたからデートでもしようと思ってたんだけど……我慢が利かなかった」

　苦笑する公孝さんに首を振る。こうしていられるだけで幸せ。それに、あんなに情熱的に抱かれて、イヤなわけがない。十分満たされている。

「藍華」

「……はい」

　コーヒーカップをテーブルに置いた彼は、私に視線を絡ませそらさない。

「結婚、しようか」

「えっ？」

　突然のプロポーズに、唖然として目を見開く。

「正式に婚約すれば、同棲だって堂々とできる。それに俺は……結婚するなら、藍華しか考えられない」

　その言葉に胸が震える。私も、公孝さんしか考えられない。

「私……」

　胸がいっぱいで、なかなか言葉が出てこない。

「藍華にずっとそばにいてほしい。離れたくない」

　公孝さんの口から飛び出す愛の囁きは、私の涙腺を崩壊させる。

「……私、東郷の制服のコスプレが好きなんです。重度の制服フェチなんです」

　今さら、なにを告白しているのだろう。

「あはは。わかってるよ。俺も制服好きだし」

「だけど、それより公孝さんが好き」

　制服と比べるなんて失礼だ。だけど、私の今までの人生、制服のために多くの時間を捧ささげてきた。そんな私にしてみれば、最大の愛の言葉なんだけど……やっぱりおかしい、かも。

「俺も。今まで仕事の成功がなによりも大切だった。だけど……藍華を失うくらいなら、仕事を失っても構わないと思った」

　そういえば、副社長に自分が異動しても構わないと言ってくれた。〝仕事バカ〟と〝制服バカ〟。それからちょっと脱却かな？

「私……公孝さんの奥さんになりたい……んっ」

　私の言葉を聞いた公孝さんは、すぐに身を乗り出してきて唇を塞いだ。ほんのりコーヒーの味のする優しいキスは、一生忘れられない。

「幸せに、なろうな」

「……はい」




　それから、すぐに引っ越しの準備を始めた。そして私は……。

「本当にお世話になりました」

　本部最後の日。部長の所に挨拶にいくと、公孝さんもやってきた。

「西里君、本当によく貢献してくれた。あの案、採用しようかと思うよ」

　ショーの後で小さな女の子が私の所にやってきた時、思いついたことがあった。子供店員を募集して、デパートの魅力を知ってもらえないだろうか、と。そのことを公孝さんに話したら、『小さい制服を作ろう』と乗り気で、あっという間に企画書を書き上げ、部長に提出したのだ。

「うれしいです。私も小さな頃にここに憧れて、今があります。今は小さな店員さんが大人になって東郷の歴史を作っていってくれたら……素敵です」

　私も小さな憧れから始まり、ここまで来た。

「あとは真山が引き継いで、頼むな」

「はい。必ず成功させます。それと、私事ですが……」

　部長は不思議そうな顔をして、前に立つ公孝さんを見上げる。

「西里さんと婚約しました」

「本当か！」

　部長がうれしそうに微笑んでくれる。すると……。

「ちょっと聞き捨てならないわね。真山君、なんて？」

　難しい顔でパソコンを操っていたはずの中津さんが、私たちのそばまでやってきた。

「その……婚約――」

　中津さんは公孝さんの言葉を聞き終わる前に、私に抱きついてきた。

「いつの間に、よ。ムカつくほどお似合いよ。これでも心配してたんだから。もうなにも言われないわね。これからは真山君が守るのよ」

　中津さんがこんなに喜んでくれるとは思ってもみなかった。もしかすると、私が真山さんに付きまとっているという噂は中津さんの耳にも届いていたのかもしれない。

「はい。もちろんです」

　公孝さんは私の姉のような中津さんに、頭が上がらないといった様子。

　そして、いつの間にか公孝さんの隣にやってきた近藤さんが「アウンの呼吸だと思ってたら、そういうことか」と公孝さんを突っつく。

「まぁね」

　これほど照れる公孝さんの姿は、なかなか見られない。

「盛大に祝うぞ。近藤、飲み会企画しろ」

　部長がそう声を上げると、近藤さんが大きくうなずく。

「了解です」

　いつもは売上伝票にピリピリしている本部が、ほんの少し和んだ瞬間だった。

「西里君。そういえば、これ」

　部長が紙袋を私に差し出した。

「なんでしょう？」

「人事から預かってたんだ」

　書類にしては大きい。なんだろうと思って紙袋を覗くと……。

「制服……」

「そう。今着ているものは、クリーニングして人事に返して」

「はい！」

　ついに、本物の受付の制服を手にすることができた。

「頑張って。時々覗きにいくよ」

「はい。精いっぱい頑張ります」

　本部に入ってから、自分が携わったことのない部署のことも少しずつ勉強してきた。館内図はもちろん頭に入っているけれど、希望する商品がどこにあるかと聞かれると、まだ答えられないことも多い。これからますます勉強が必要だ。

　自分のデスクに戻ると、隣の席の公孝さんが紙袋に目をやり微笑んでくれる。

「制服、きっと似合うよ」

「ありがとう、ございます」

　制服フェチがバレている彼にそう言われると、この胸の高鳴りを覗かれているようで、冷や汗が出る。

「本当にありがとうございました」

　いよいよ本部を後にする時、周りのお世話になった人たちに頭を下げる。

「送別会と結婚おめでとう会、日程決まったら真山に知らせるから」

　近藤さんはうれしそうにそう言ってくれた。

「近藤さん、ありがとうございます」

　こうして公孝さんとの関係をオープンにできて、ホッとした。

「やっぱり残念すぎる。真山君が部署変わりなさいよ」

　もちろん冗談だとわかっている。だけど、中津さんが目を潤ませそう言ってくれた時、どうしてもっとよいことに目を向けてこなかったのかと、後悔した。

　私にはたくさんの味方がいた。とんでもない噂を流されても、美晴も一緒にいてくれたし、中津さんだって信じてくれていた。

　前だけを向こうと決意して、ガムシャラに走ってきたけれど、傷つかなかったわけではない。それでも負けずに働き続けられたのは、きっと皆が周りで支えてくれていたから。

　東郷百貨店に派遣されてからのさまざまな出来事が、頭の中を駆け巡る。

　自分で工夫したラッピングは、大変だったけど楽しかった。福袋商戦でワゴンを押さえたことも迷子のお世話をしたことも、今となってはよい思い出になっている。

　それ以上なにかを話すと涙がこぼれそうだった私は、深く頭を下げ、本部を出た。

　その日はそのまま自分の部屋に戻った。明日の休みは引っ越しの予定。

　前回の休みは公孝さんも休みを合わせてくれて、ふたりで私の実家に行った。そして、『藍華さんを私にください』という、まるでドラマのようなセリフを聞くことができて、涙がこぼれた。

　こっそり同棲すればいいと思っていた私とは違い、公孝さんは最初から両親に了解を得るつもりだったと知った。

　彼がそこまで考えてくれていたことを、それまで知らなかった。私はただ好きな人と一緒にいられれば……という安易な考えだったのに、彼はもっと将来を見据えていてくれた。

　――ピンポーン。

　最後の荷物の整理をしていると、突然チャイムが鳴った。

「公孝さん！」

　ドアホンを覗くと、今日は来る予定ではなかった公孝さんの姿が見える。慌てて玄関を開けると、にっこり微笑んで私を見つめた。

「ただいま」

「お帰りなさい。今日は遅くなるんじゃ……」

　北海道物産展の最終チェックがあったはず。

「うん。そのつもりだったんだけど、近藤が『俺がやるから帰れ』って」

「近藤さんが？」

「うん。それと……」

　公孝さんは東郷の紙袋からワインを取り出した。

「これ、どうしたんですか？」

「中津さんが、『社員割引で買ったから』だって」

　あはは。きっとお祝いだ。

　皆の優しさに胸が震える。

　公孝さんは段ボール箱でいっぱいの部屋に上がってきた。

「明日、手伝えなくてごめんな。重いものは休みの日に運ぶから、置いておけばいいぞ」

　明日は物産展の初日で、残念ながら公孝さんはお休みを取れなかった。

「大丈夫です。引っ越し屋さんがやってくれます」

「うん」とうなずいた彼は、不意に私を抱き寄せる。

「副社長にも婚約を報告してきた」

　佳乃さんのお父様……。

「……はい」

「今まで、佳乃のことでいろいろ辛い思いをさせた」

「ううん。大丈夫、です」

「藍華は『大丈夫』ばっかりだから」

　背中に回った手に力がこもる。

　そういえばそうかもしれない。『大丈夫』と自分にも言い聞かせてきたから。

「だけど、これからは俺にも守らせてくれないか？」

　これが〝結婚〟なのかもしれない。ひとりで乗り越えてきたことも、ふたりならもっとたやすい。

「……はい」

　ゆっくり重なった唇は、私に安心をもたらした。




　次の日。公孝さんの家に引っ越しを済ませた。

　私の部屋にしてくれた二階の南側の洋室は、段ボールでいっぱいになった。

　備えつけのクローゼットに、今まで作ってきた制服を並べる。ずっと隠しておかなければならないと思っていた制服をこうして並べることができるのは、ちょっぴり……いや、すごくうれしい。まさか私の制服フェチを理解してくれる人が現れるとは思わなかった。

「ただいま」

「お帰りなさい」

　荷物をすべて片付け終わらないうちに、公孝さんは帰ってきた。

「いい匂いだ」

「ごめんなさい。片付けに夢中で、カレーなんです」

　同棲生活最初の食事は張り切って、と思っていたのに、気がつけば公孝さんの帰る時間が迫っていて、慌ててカレーを作った。

「知らないの？　男ってカレーに弱いんだよ」

「えーっ、そうなんですか？」

　クスッと笑う公孝さんは「ホントだよ」と、着替えに二階に上がっていく。

「ごめんなさい。散らかってます」

「平気、平気」

　私も後を追うと、彼は私の部屋をチラッと覗き、入っていった。そして……。

「あっ、そこは見ないで！」

　荷物が散乱しているのに、彼が手をかけたクローゼットだけは片付いている。

「いいだろ。俺も好きだから」

　彼はためらうことなく、扉を開けた。そして、並んだ制服をしばらく眺めて満足そうに微笑むと、なにも言わずに隣の部屋に着替えに行く。

　また『これを着て？』なんて要求があるのではないかと手に汗握った。だけど、制服フェチをずっと隠しておくのは辛い。彼に『そんな趣味やめてくれ』と言われなくてよかった。

　夕食が始まると、向かいに座った公孝さんはカレーを大口でどんどん食べていく。本当に好きらしい。

「これからふたりで暮らしていくのに、ひとつだけ約束してほしい」

　あっという間に食べ終わった彼が、突然口を開いた。

「はい」

　心臓がドクンと跳ねる。実に真剣な顔をした彼を見て、緊張が走る。だけど……。

「言いたいことは我慢しない。好きなこともね」

　そう優しく微笑む彼は、多分……。

「次はどれ作る？」

　やはり、制服フェチを隠すなと言っているのだろう。

「えっ!?　えっと……」

　焦る私を笑う公孝さんは、「俺も趣味を見つけないと」とつぶやく。

　恥ずかしくてうつむきながらコクンとうなずいてみせると、彼は私の頭をポンと叩いた。

　同棲して初めての夜が更けていく。風呂に入り髪を乾かすと、寝室に向かった。一応部屋はもらったものの、ベッドは同じらしく……。

「もっと大きなベッドを買いに行こうかと思ってたけど、これでいいか」

　今のベッドはセミダブル。大きな公孝さんとふたりで眠るには、ちょっと狭い。

「でも、公孝さんは窮屈でしょ？」

「いや、大丈夫。ひっついていられるからな」

「えっ？」

　そういう理由なの？

「おいで」

　先にベッドに座る彼に促され隣に行くと、強く手を引かれ、すぐさまキスが落とされる。

「もう離さないよ」

「はい」

　ゆっくり私を押し倒した彼は、「制服プレイしようか」と平然とした顔で言い放つ。

「む、無理です」

　恥ずかしさに体が熱くなり、顔が真っ赤に染まる。

「仕方ないなぁ。じゃあ、今日は我慢するか」

『今日は』って……。

　しかも『我慢』とは言ったものの、それは制服プレイのことだけで……彼はすぐに私の首筋に唇を押しあてた。

　会社では飄ひょう々ひょうとしてそつなく仕事をこなし、優しいながらも仕事に対する責任感や情熱は人一倍で、とてもこんな顔を持っているようには見えない。だけど、ふたりきりになると、とびきり甘くサディスティックだ。

　散々私を翻弄した彼は、ぐったりする私を優しく抱き寄せる。

「これからは毎日、制服で抱き合えるな」

　ええっ！　毎日!?

「それは……無理です」

「無理じゃない。俺の制服フェチに火をつけたのは藍華だぞ？」

　公孝さんはクスッと笑うけれど、冗談には聞こえないのはなぜだろう。だけど、彼のぬくもりに包まれながら眠りにつく幸せは、簡単には手放せそうにない。

　しばらくすると、疲れている公孝さんは寝息を立て始めた。

「旦那様。愛してます」

　起きている時は照れくさくて言えない言葉を、こっそりつぶやいた。










ずっと、あなたの隣で




　気持ちが高揚していたからか、目覚ましが鳴る前に目覚めてしまった。公孝さんは、スースーと寝息を立てている。

　こっそりベッドを抜け出してキッチンに向かい、カーテンを開けてコーヒーを淹れる。そして、トーストを焼き、オムレツを作り始めた。

「おはよ」

　眠そうな目をこすりながら、公孝さんが起きてきた。無防備すぎる彼の姿に、ドクンと心臓が跳ねてしまう。

「おはようございます」

「ご飯作ってくれてるんだ」

「はい。公孝さん、朝食は洋食が好きですか？　それとも……」

　オムレツを焦がさないように視線はフライパンのまま尋ねると、彼はうしろから抱きついてきた。

「藍華が作ってくれるものなら、なんでも好きだよ」

　耳元で囁かれると、胸の奥がキュンと疼く。

「あっ、焦げちゃう」

　意識が一瞬、別の世界に飛んでいた私は、オムレツを慌ててお皿に取り出した。毎日こんなにドキドキさせられたら、心臓が持ちそうにない。

　同棲して初めての朝食を向かい合って食べると、あっという間に出勤の時間がやってきた。今日は同じ時間のシフトなので、一緒に出ることにした。正式に婚約したことで、こうして一緒に出勤できるようになったのだ。

「行ってきますのキスは？」

「ええっ？」

　からかわれているのかと思ったら、本気だったらしい。体をかがめた彼は触れるだけのキスをする。

「もう……」

　怒ったふりをしながらも、ホントはうれしい。照れくさくて目が泳いでしまうけど。

　満員の電車では、彼が私を守るように立ってくれる。このさり気ない優しさは、私の心を満たしてくれる。

「それじゃあ」

「はい」

　社員玄関で彼と別れると、早速更衣室に向かった。

「藍華、婚約おめでとう！」

　更衣室に入ると、美晴が飛びついてくる。

『おはよう』を言う隙すらなく聞こえてきた祝福の言葉に、じんわりと心が温まる。メールでは報告したけど、最近すれ違っていたから、こうして顔を合わせるのは久しぶり。

「ありがとう、美晴」

「うれしいよ、私」

　自分のことのように喜んでくれる美晴は、今まであった出来事を知っているからか、泣きそうな顔をしている。

「ホントにありがとう。今日からまた頑張るね。よろしく」

「うん！　それじゃあ、先に行くね」

　もう着替え終わっていた彼女は、ひと足先に更衣室を出ていった。

　自分のロッカーを開けると、真新しい受付の制服が目に入る。

「よし」

　亀井さんがいる受付に行くのは、ちょっと勇気がいる。だけど……私には公孝さんがいてくれる。

　ついに受付の制服に袖を通すと、緊張で震え、手に汗握る。

　私にとってこの制服は、それほどまでに神聖なもの。だけど、希望したからには全力で取り組みたい。

　更衣室を出る前に、各売場をもう一度確認しておこうと資料を広げた。

「今日は物産展で、販売開始時刻にお客様が走られるわ。安全に注意して」

「はい」

　突然うしろから話しかけられ振り向くと、亀井さんだった。

「あっ、あの……。本日からお世話になります」

　受付では一番のベテランである彼女に、慌てて頭を下げる。

「西里さんなら大丈夫よ」

　今までとは違い、彼女の表情が柔らかく感じる。

「……はい。頑張ります」

　私に意地悪をしてきた彼女にそんな言葉をかけられるとは、予想外だった。それどころか……。

「今までごめんなさい」

「えっ？」

　思いがけない謝罪の言葉に、唖然として亀井さんを見つめる。

「佳乃にも言っておいた。西里さんには勝てないよって」

　うつむき加減でそうつぶやくから、息をするのも忘れそうになる。

　まさか……彼女が佳乃さんにそんなことを言うなんて。

「許してもらえるとは思ってない。だけど、受付に立っている間は……」

「いいえ。どうかご指導ください。頑張ります」

　瞳が潤む。きっと亀井さんも、受付の仕事に誇りを持っているに違いない。

「真山さんに叱られたの。『お前は仕事をなめてるのか』って。でも、そのとおりだった。ショーが失敗したら、私、きっと一生後悔したと思う」

　彼女は眉間にシワを寄せながら、唇を噛みしめる。

「だから、『責任を取って辞めます』と言ったんだけど……真山さんが許してくれなかった。『責任を取るつもりなら、これから心を入れ替えて、必死に後輩を育てろ』って」

　うなだれる彼女は、深く反省しているようだ。

　そう諭してくれた真山さんも、私が彼女を辞めさせることを望んではいないとわかっていたのだろう。

「そうですよ。亀井さんがいないと、私、困ります。未熟者ですが、精いっぱい頑張ります。だから、ビシバシ鍛えてください」

　こうして先輩から後輩へと受け継がれる伝統が、東郷百貨店の魅力のひとつ。それを私の代で絶やしたくない。意地悪なことはされたけど、彼女は受付の中では一番の功労者だと聞いている。勤めている期間が長いというのもあるけれど、困ったら彼女に聞けば、すべて解決するという噂も耳にした。

「ありがとう。西里さん」

　深々と頭を下げる彼女を見て、きっとうまくやっていけると確信した。

「そろそろ、時間ですね」

「そうね。それじゃあ、行きましょう」

　背筋をピンと伸ばした亀井さんと一緒に、更衣室を出た。

「今日は私が指導します。まずは、正面玄関を経験してもらうわね」

「はい」

　正面玄関に並べるんだ！

　まだ見習いとはいえ、いきなりの大仕事に舞い上がる。

「開店時のご挨拶からね。知っているかとは思うけど、開店の時は警備員がカギを開けます。その時、一列になってお出迎えするの」

　もちろん知っている。開店と同時に受付が同じ角度で頭を下げ、客を迎え入れる。ビシッとそろった動作は、気持ちがいい。あの光景にどれだけ憧れてきたことか。

　亀井さんは、受付にたどり着くまでに他にもいろいろと教えてくれた。

「皆さん、集まって。今日配属された、西里さんです」

　亀井さんは、受付の人を集めて紹介してくれた。そして……。

「彼女は東郷百貨店の受付の心構えをもう十分に知っているわ」

　その言葉に驚いたのは私だけではない。亀井さんが私に意地悪をしかけていたことを知っている他の人たちも、唖然としている。

　足を引っかけられた時『老若男女に至るまで、憧れるような存在でなければなりません』なんて偉そうなことを口走ったけど、もしかしてそれを覚えていてくれたのかもしれない。

「皆も負けないように。本日も北海道物産展です。十一時と十三時、あとは十五時に限定品が販売されます。お客様から問い合わせがあると思いますので、常に売場と連携をとってください」

「はい」

　そろった声を聞き、気持ちがいっそう引き締まる。

「開店五分前です」

　警備員もやってきた。私は亀井さんの隣に立って、背筋を伸ばした。

　入口のドアの向こうには、もうすでに多くのお客様の姿が見える。なんでも、物産展の十一時の限定品に並ぶ人たちらしい。

　警備員がカギを開け始めると、一番端に立っていた私の横にも誰かが立った。顔を動かしてはいけないと教えられていた私は、それが誰か確認できない。だけど、スーツがチラッと視界に入り、男の人だということはわかった。

「いらっしゃいませ」

　亀井さんと同じようにヘソの辺りで手を重ね、背中を丸めることなく体を倒してお辞儀をすると、すごい勢いで人がなだれ込んできた。

「お客様、お気をつけください」

　あれっ？

　我先にと走りだす客に注意を促したのは、隣で客を迎えた……公孝さん、だった。

　大きな人の波があっという間に過ぎ去ると、「今日も一日お願いします」と私たちにも声をかけてくれる。そして、一瞬私に視線を合わせ微笑んだ彼は、すぐに去っていった。

「お客様に地図を指し示す時は、指は一本ではなく四本でね」

「はい」

「荷物をお預かりする時は――」

　作業の合間合間に細かな注意点を教えてくれる亀井さんについて、一日たっぷりと勉強した。

　高いヒールで終日立ちっぱなしの受付は、思っていたより重労働だった。それに、玄関の目立つ所にいるから、常に気を張っていなければならず、気持ちもどっと疲れた。やっと着ることができた制服のことを気にしていられないほど緊張した。

「交代します」

「お願いします」

　互いに挨拶を交わして別の担当者と変わった頃には、まるで燃え尽きてしまったかのような脱力感に襲われていた。

「お疲れさま。一日目にしては上出来よ」

　商品名を出されて売場を聞かれ、答えられないことはあったけれど、亀井さんが助けてくれた。

「ありがとうございます。でも、まだまだ勉強不足でした」

「そんなの当然よ。私だってまだ全部の商品を把握できているわけじゃないわ。そもそも、常に新しいものが入ってくるから無理。そんな時は、思い当たる売場に確認すればいいの」

　そうかもしれない。全部ひとりでしなくても、他の人たちが助けてくれる。

「あとは、本部にすごい知識のある人がいるから……聞くといいわね」

　本部？　それって……公孝さんのこと？

　いろいろな企画に引っ張りだこで常に売場を回っている彼は、私の質問にはなんでも答えてくれた。中津さんや近藤さんもそうなのかもしれないけど……亀井さんが言っているのは公孝さんのことに違いない。

「明日は昼から閉店までね。裏玄関の受付も経験してもらうわよ」

「はい。お疲れさまでした」

　裏玄関に顔を出してくると言った亀井さんと別れ、バックヤードを通って更衣室に向かう途中、正面から公孝さんが歩いてきた。

「お疲れさまです」

「お疲れさま。初めての受付、どうだった？」

　足を止めてくれた公孝さんと、上司と部下の会話をする。

「はい。とても緊張しました」

「そう。また明日からも期待してます」

「はい」

　頭を下げて彼とすれ違おうとすると……不意に腕を強く引かれる。

「やっぱり妬ける。こんな藍華の姿を大勢の客に見られたなんて」

「えっ!?」

　瞬時に恋人の顔になった彼は、私の耳元に唇を寄せる。

「今晩はどの制服にする？」

「ええっ！」

　ニヤリと笑う彼と、動揺する私。

『どの』って……。どうやら彼も、本気で制服フェチのようだ。

「催事に行ってきます」

　唖然としたままの私を残してスタスタと歩いていく公孝さんは、もう上司の顔をしていた。




　ほんの小さな憧れから、どっぷり制服の世界にはまった私。恋もそっちのけでのめり込んだ趣味を、恥ずかしいとさえ思っていた。

　だけど、きっかけとなった憧れの東郷百貨店で働くことができ、おまけに初めての彼もゲットして……制服フェチを理解してくれるなんて奇跡まで起こった。人生、順風満帆だ。

　ただひとつ、私を上回るかもしれない彼の制服フェチぶりに、私がついていけるかどうか心配になっている。

「今日はこのワンピースね。早く着替えて？　すぐ脱がせるけど」

　平然とした顔で言ってのける彼に、顔を赤らめ固まると……。

「着替えさせてやろうか？」

「い、いえっ」

　Ｓのスイッチが入った彼には、逆らえそうにない。

　慌てて彼を部屋から追い出して、ドアを閉める。まさか自分の作ったレプリカが、こんなことに役立つとは思っていなかったけど、制服を脱がされることにちょっぴり快感を覚え始めている私って……。

「藍華、まだ？」

「まだ、ですよ」

「もう我慢できない」

　勝手に部屋に入ってきた公孝さんに慌てる。

「き、公孝さん、まだって言いましたよね！」

「大丈夫。ファスナーは締めてやるから」

　これから脱がせるくせに、彼は律儀に背中のファスナーを上げる。

　すぐに塞がれた唇から、甘い溜息が漏れた。

　彼は今日も私の制服を脱がせていく。

「ヤバイ。興奮する」

　そんな言葉をニヤリと笑いながらつぶやくくせして……。

「愛してる」

　突然真顔になった彼が囁いた愛の言葉に、胸が締めつけられるように疼きだす。

「私も、愛してます」

　ずっとずっと、あなたの隣で……永遠に変わらぬ愛を、誓います。







特別書き下ろし番外編










コスプレには花束を添えて　～公孝Ｓｉｄｅ～




　藍華と婚約し、俺たちの新しい生活が始まり、はや四ヶ月近くになった。

「公孝さん、起きてください」

　ドアの向こうから藍華の声がする。

「もうちょっと」と言いながら、彼女が寝室に入ってくるのを待っているのは、絶対に秘密だ。

「そろそろ起きないと、遅れちゃいますよ」

　ドアが開き、藍華の足音が近づくと……。

「キャッ」

　布団の中から手を出して、一気に引っ張る。すると、彼女はベッドの上に倒れ込み、声を上げた。

「もう！」

　不貞腐れた顔も、かわいくてたまらない。

「起こし方が違うだろ？」

「えっ？」

「ほら、朝のスイッチはここ」

　自分の唇をポンポンと叩いてみせると、彼女は途端に真っ赤になる。

「そんなの、知りません」

「昨日、あんなに乱れてたのに？」

　藍華と一緒にいると、我慢が利かない。自分がこんなに欲深い男だとは知らなかった。

「そ、んなことない……」と言いながらも、彼女の声が小さくなっていく。

「へぇ、あれって乱れたうちに入らないんだ」

　彼女は気づいていないのだろうか。唇を重ねた瞬間〝女〟のスイッチが入ることに。途端に瞳を潤ませ、俺を翻弄するくせに。

　だけど、こんなふうにちょっとばかりいじめたくなってしまうのは、彼女を深く愛しているから。好きな女の子にはちょっかいを出したくなるってやつだ。

「あれは、公孝さんが……」

「俺がなに？」

　この困った顔がたまらない。だけど藍華は耐えられなくなったのか、枕を抱え自分の顔を隠してしまった。恥ずかしがっている藍華を見るのが好きなのに。

「ねぇ、なに？」

「公孝さんがエッチだから！」

　そう、きたか。それなら……。

　一気にガバッと起き上がり、彼女から枕を取り上げると、「俺はエッチだから、仕方ないな」と意味不明な言い訳をしながら彼女を押し倒し、少し強引に唇を重ねる。

「ん……」

　あんなに恥ずかしがっていたくせして、途端に目がトロンとして女のフェロモンがむき出しになるから、俺のほうがたじろいでしまう。

　くそ、今日はなんで仕事なんだ！

「やっと目が覚めたよ。おはよ、藍華」

　スイッチオン。これで一日頑張れる。

「もう、遅刻しちゃう。今日は十五分早めに来てって言われてるんです」

　それを早く言え！　いや、朝からからかいすぎた俺も悪いけど。でも、藍華が悪いんだぞ？　というのも、最近彼女は俺に隠し事をしている気がしてならない。だから、そのモヤモヤがいたずら心に火をつけるんだ。

　相変わらず残業の多い俺は、彼女より帰宅が遅くなることがしばしばある。一応帰るコールをしてから帰宅するけれど、時々忘れて帰ると、なぜか慌てふためいて玄関に出てくる。嘘の下手な彼女は、『なにしてたの？』の質問に『なにも』と言いながらも目が泳いでいて、時々吹き出しそうになる。

　でも実は、なにをしているのか、うすうす感づいている。おそらく……新しい制服を作っているのだろう。俺も楽しみなんだから、素直に言えばいいのに。

「急ぐぞ、藍華」

「ちょっと待って！」

　彼女が作ってくれた味噌汁の味は、どこかお袋の味に似ている。どこにも接点がないのに不思議だ。時間がなくてもしっかりお替わりをして、いざ出陣。パンプスを履いた彼女の手を握りしめ、玄関を飛び出した。

「しまった、忘れ物」

「なにを忘れたんですか？」

「行ってきますの、キス」

　これから同じ職場に向かうけど、どうしてもこれは必要だ。すばやく彼女の唇を塞ぐと、唖然としたままの彼女の手を引き、走りだした。

「もう！」

　背後から少し照れたような彼女の声が聞こえてくる。そろそろ慣れてもいい頃なのに。

「それじゃあ」

　東郷の社員玄関で別れると、彼女はすぐさま更衣室に向かう。新しい夏服は白いワンピース。清楚な彼女にぴったりだ。

　本部で少しだけ書類整理をしていると、そろそろ開店の時間がやってきた。

「売場に行ってきます」

「真山、最近、店内巡回が増えてない？」

　俺が席を立つと、近藤の鋭い突っ込みが届く。

「近藤君、察しなさいよ」

「あっ、そういうことか」

　中津さんが俺たちのやり取りを聞いてクスッと笑うから、近藤はやっと気がついたようだ。俺は受付に向かうのだ、と。

『余計なことを言うな』という意味を込めて近藤に睨みを利かせると、「コホン」と咳せき払ばらいしやがった。

　開店まで、あと三分。もうすでに一列に並んでスタンバイしている受付嬢の横にスッと立つ。新人の藍華は、いつも端。つまり、俺はその隣。

　彼女は俺が来たことに気がついているけれど、真っ直ぐに前を向いて表情ひとつ変えない。これがプロ。だけど、少し寂しい。

　そういえば……最近、部屋に白い糸くずが落ちていることが多い。もしかして、この制服を作っているのか？　そんなことを考えながら、背筋を伸ばした。

「いらっしゃいませ」

　開店と同時に、すごい勢いで客がなだれ込んでくる。藍華の制服姿を拝むという邪な欲求を満たした後、素知らぬ顔で「今日も一日よろしくお願いします」と受付嬢に声をかけ、玄関を離れる。

　そうか。あのワンピース姿の藍華を堪能できる日が近いのか……。そんなことを考えると、つい頬が緩んでしまう。ダメだ。これではまた近藤に、余計なことを突っ込まれてしまう。

　俺は再び仕事の顔を作り、催事場へ向かった。




　それから一週間。久しぶりに藍華と休みを合わせることができた。たまにはふたりでデートでも……と思ったのに、「お母さんの命日が近いから、お墓参りに行きたい」と言う藍華。そんな彼女の優しいところに、ますます惚れてしまう。ところが……。

「公孝さん、スーツ着てくださいね」

「墓参りだろ？　別にスーツでなくたって」

　藍華の両親に会いに行くなら別だけど……と不思議に思ったけれど、『どうしても』と珍しく譲らない藍華の言うとおり、スーツを着ることにした。もう秋の足音が聞こえているとはいえ、まだ蒸し暑いのに。だけど、スーツを着た理由は、すぐにわかった。

「藍華、準備できた？」

「はい」

「入るぞ」

　なかなか部屋から出てこないことにしびれを切らせ、彼女の部屋を覗くと……。

「藍華……」

　彼女の姿が視界に入った瞬間、息をするのも忘れそうになった。

「あの……変、ですか？」

「変なわけ、ないだろ」と言いつつも、それ以上言葉が出てこない。

　まさか、これを？　白い糸くずは、受付の制服のレプリカ作りじゃなくて？

　目の前の藍華は真っ白なドレスをまとっていた。膝丈で、ボリュームも控えめながらも、これはまさにウエディングドレス。

　光沢のあるサテンの生地でとてもシンプルに作られているけれど、ウエスト部分に淡いピンクのバラのモチーフが付けられていて、華やかに仕上げてある。そしてＡラインのスカートの裾からはレースがチラチラと覗く。

「時間がなくて、このくらいしかできなかったんですけど……」

「いや。すごくきれいだ」

　結婚式はもちろん挙げるつもりだ。だけど、仕事が忙しくてまだ準備にすら取りかかっていない。だから、この不意打ちにはかなりやられてしまった。

　抱きしめたいのに、抱きしめるのがもったいない。ずっとこうして見ていたい。

「お父様とお母様の前でも式を挙げられたら、と思っていたんです。でも、本物のドレスでお墓参りはさすがにできないと思って」

　まさか、そこまで考えていてくれたとは。だから、俺にスーツを着ろと？

「藍華……」

　彼女を選んでよかったと心から思える瞬間が、またやってきた。もう亡くなってしまった俺の両親のことまで気にかけてくれるなんて。

「最高の女だよ、君は」

　照れくさそうに微笑む彼女を腕の中に閉じ込める。

　こんなにいい女と二度も式を挙げられるなんて、なんて贅沢なのだろう。

　彼女を助手席に乗せて車を発進させたものの、信号で止まるたびに彼女の方を見てしまう。何度見ても見足りない。

「ちょっと待ってて」

　俺は、藍華を車に残して花屋に飛び込んだ。もちろん墓前に供える花を買うつもりだ。でも、せっかくだから彼女にもブーケが欲しい。

「お待たせ」

「公孝さん！」

　ピンクと白のバラで作ってもらった小さなブーケを見た藍華が、途端に瞳を潤ませる。

　あぁ、その顔に弱いんだ。すぐにでも抱きたくなってしまう。

「ありがとう。私……すごく幸せです」

　それを言うなら、俺のほうだ。こんな小さなことで声を震わせ喜んでくれる彼女と一緒になれるのだから、幸せでないほうがおかしい。

「それじゃあ、行こうか」

　キスしたいという衝動を抑え、再びハンドルを握った。

　こうして墓参りに来たのは、久しぶりだった。仕事の忙しさを言い訳に、足を運ぶことが年々減っていた。

「やっぱりこんな服装、非常識かも」

　車を降りるとすぐに藍華がそんなことを言いだした。

　彼女は黒い上着を羽織っているものの、スカートは白。たしかに墓参りに真っ白なドレスで来る人はいない。でも……。

「大丈夫だ。藍華の気持ちは、きっと届くよ」

　生きているうちに、両親に会わせてやりたかった。こんなに優しい彼女が俺と一生を共にしてくれるのだと、自慢したかった。

「ほら」

　ためらう藍華の前に腕を出すと、彼女は小さくうなずき、控えめに握ってきた。

「ここだよ」

　両親の墓の前につくと、俺たちは早速手を合わせた。

「今日は、大切な人を連れてきました。彼女と、結婚します」

　仏壇には報告したけど、改めて。

　生きている時は、なにひとつ親孝行できなかった。好き勝手にさせてもらい、おそらく嫁の顔も、孫の顔も見たかっただろうに、それを叶えてやることもできなかった。そんなことを考えていると、目頭が熱くなってしまってグッとこらえた。

　すると、藍華が口を開く。

「お父様、お母様。ふつつか者ですが、全力で公孝さんをお守りします。どうか私たちを見守ってください」

　パートナーを守るのは、男の俺の仕事だと思ってきた。でも、それは違う。彼女が隣で笑っていてくれるだけで、俺は強く生きていける。俺はいつだって、彼女に守られている。

　それから彼女は上着を脱ぎ、真っ白なドレス姿になった。

「今日はここで式を挙げるよ」

　親父とお袋の笑顔が頭に浮かぶ。絶対に喜んでいるはずだ。

「彼女と、一生を共にします。必ず幸せにすると誓います」

　俺がそう言うと、神妙な面持ちをしていた藍華が、ふと俺の顔を見上げてにっこり笑い、口を開く。

「お父様とお母様の前で、公孝さんとの永遠を誓います」

　彼女に出会えて、本当によかった。彼女が提案してくれなければ、ここで式を挙げるなんて思いつきもしなかっただろう。

「親父、お袋。俺は幸せだよ。だから、心配しないで」

　きっと藍華は、それを伝えたかったに違いない。親父とお袋を安心させるために。

「藍華」

「はい」

「愛してる」

　彼女の両肩に手を置きゆっくり顔を近づけると……彼女は恥ずかしそうにはにかみつつ目を閉じた。やがて唇が重なると、不覚にも涙がこぼれそうになって慌ててしまった。

　外でキスなんて、不意打ちでなければ絶対に許してくれない。でも、これは俺たちの結婚式。

「親父とお袋に見られてる」

「もう、バカ！」

　彼女はやっぱり照れくさいのか、顔を真っ赤に染めてうつむくけれど、「これも置いていっていいですか？」とさっきのブーケを墓前に供えた。

　この瞬間だけのために、藍華は何日もかけてこのドレスを縫ってくれたのだと思うと、込み上げてくるものがある。

「藍華、今日はありがとう」

　帰りの車の中でそう言うと、なぜだか彼女は泣き始めてしまった。

「どうした？」

「やっぱり、公孝さんのお父様とお母様に会いたかった」

　ポロポロと大粒の涙をこぼす彼女は、ハンカチを握りしめ声を震わせる。

「藍華。大丈夫だよ。ずっと見ていてくれる」

「はい」

　そして彼女は、泣きながら笑った。




　ふたりで家に帰っても、感動の余韻が俺たちの周りから消えない。式の本番はどうなってしまうのか心配なほどに。それでも、しばらくすると……。

「着替えてきますね」

　まだうっすらと涙の跡を頬に残した藍華が二階に上がってこうとするから、腕を引き止める。

「着替える前にすることがあるだろ？」

「すること？　……あっ！」

　最初は首を傾げていたくせに、すぐに気がついたらしい。

　ウエディングドレスを脱がせるのは、男のロマン。それが叶うというのに、このチャンス、逃すわけにはいかない。

「あ、あのっ……」

　慌てふためき逃げようとするけれど、そこは負けない。彼女を抱き上げ寝室に運ぶと、ベッドに押し倒した。

「どうする？　全部脱がさないほうがいい？」

　我ながらバカな質問だと思いつつ、こうして虚勢を張っていなければ涙がこぼれそうだった。それくらい彼女は美しく、今日一日は感動的だった。

「脱がせて」

　か細い声が聞こえた気がするけど……空耳か？

「今日はたくさん愛して……」

　あぁ、彼女は間違いなく小悪魔だ。いつもはあんなに恥じらうくせして。

「今日は忘れられない日になりました。公孝さん、ありがとう」

　そう言った瞬間、彼女の目尻から透明の液体がこぼれていくのを見逃さなかった。

「藍華……」

　まったく。せっかくこらえていたのに。

　彼女の頬に俺の涙がひと粒だけ落ちていく。

「もっと、忘れないようにしてやる」

「えっ？」

「体にも、教えないとな」

　親父、お袋。悪いけどしばらく目をつぶっていてくれ。

「一緒に墓に入るまで、絶対にこの手を離さない」

　彼女の手をギュッと握りしめながら唇を塞ぐと、すぐに甘い溜息が耳に届いた。

「愛してるよ、藍華」

　今日だけじゃない。ずっとずっと、愛し続けると誓うよ。





【ＥＮＤ】












あとがき




　制服フェチなふたりにお付き合いくださいまして、ありがとうございました。




　藍華は東郷の制服のレプリカをいくつも作ってしまうほど、重度の制服フェチでしたが、恥ずかしくて、公孝にも必死にこの趣味を隠していました。ふたを開けてみると、公孝もまさか……でしたけどね。

　周りと違う趣味嗜好は嫌けん厭えんされることもありますが、特別なことに長けている人がいるからこそ発展する文化もあるし、新しい発見もあるはずです。世の中、いろんな人がいるからこそおもしろいと私は思います。日本人は特に、横並びであることに安心するようですが、〝ちょっと違う〟を排除するのではなく、互いに認め合い、それぞれの能力が生かせる社会になるといいなと願いを込めて、この作品を書きました。

　そして、佳乃というイヤな女が出てきました。人は、よいことより悪いことのほうが強烈に心に残るものなんですよね。イヤな経験をすると、そのことばかりにとらわれてなにもかも放り出したくなります。でも、その何倍も自分を応援してくれる人がいたり、支えてくれる人がいることを忘れてはいけないと思っています。

　藍華も傷つき苦しみましたが、必死に前を向こうとしました。実は、そんな彼女は私の理想です。辛い時こそ顔を上げて、来たるべき未来の幸せを想像するのもいいかもしれません。一度きりの人生ですから、立ち止まったらもったいない。イヤな経験も糧にして、強くなればいいのです。と言いつつ、簡単ではないことはよくわかっています。それでも、そうありたいですね。




　最後になりましたが、私の不安をいつも解消してくださいます担当の森上様。編集を助けてくださいましたヨダ様。素敵な表紙をつけてくださいました倉林まとに様。手を貸してくださいましたすべての皆様にお礼を申し上げます。

　そして、いつも応援してくださいます皆様。皆様の応援が、どれだけ私のパワーになっていることか。感謝してもしきれません。ありがとうございました。





佐さ倉くら伊い織おり
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上司に秘密を握られちゃいました。
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